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　季節は巡めぐり、春と夏が過ぎれば、また秋が来る。

　少しずつ柔やわらかくなってきた日差しが、ＭＡＮＫＡＩ寮りようの談話室の窓から差さし込こんでくる。

　昼ごはんを終えたいづみは、緑茶の入った湯飲みを手に、ソファに腰こしを下ろした。

　春はる組ぐみ、夏なつ組ぐみと新団員を主演に据すえた第四回公演を終え、自然と秋あき組ぐみへと考えが巡る。

「夏組の公演も終わったし、次は秋組か……どんな団員が入るか楽しみだね！」

　いづみが向かいに座すわっていた春組の卯うつ木き千ち景かげと皆みな木ぎ綴つづるに話しかけると、千景はちらりと綴に視線をやった。

「脚きやく本ほんの綴はずっと休みなしだから大変だな」

「そうっすねー……」

　地方での再演などを別にすると、公演のない組は比ひ較かく的てき、時間にも気持ちにも余よ裕ゆうがある。しばらく公演の予定がない千景の悠ゆう々ゆうとした態度を見ながら、綴は苦笑いを浮うかべた。

「でも、メインキャストが六人になって脚本の幅はばも広がったし、書くのは楽しいんで、苦じゃないっす」

　綴の表情は明るく、本心から言っているらしいことがわかる。

　ふと、会話を聞いていたらしい兵ひよう頭どう九く門もんが綴の背後から顔を覗のぞかせた。

「やっぱ、次の秋組もかっけー感じっすよね!?」

「まだ全然決まってないけど、アクション路線は変わんないだろうな」

　秋組はアクションが得意なメンバーが揃そろっていることもあり、旗はた揚あげ公演からそれを活いかす演目が続いている。

「物ぶつ騒そうな感じも変わらなそうだな」

　キッチンから出てきた春組の茅ちヶが崎さき至いたるが、マグカップを手に口を挟はさんできた。

「絵え面づら的てきな意味で？」

「そうそう。あのメンツで童話モチーフとか無理だろ常じよう考こう」

　千景の問いかけに、にやりと笑いながらうなずく。

　強こわ面もての秋組メンバーは、全員揃って歩けば、自然と人が引いて道ができるくらいインパクトがある。

「新入団員は、あのメンバーの中に入っても違い和わ感かんのない外見で、怖おじ気けづかない度胸がないと、だね……」

　いづみが改めて新団員の条件の厳しさを嚙かみ締しめていると、千景が片かた眉まゆを上げる。

「熊くまとか？」

「違い和わ感かん仕事しろ」

「それ、人間じゃないっす……！」

　悪乗りする至に続いて、綴がすかさず突つっ込こんだ。

「秋組の新入団員探しは難なん航こうしそうだね……」

　どんな団員なら違和感がないか皆かい目もく見当がつかない。いづみが悩なやんでいると、ダイニングテーブルに座っていた泉いずみ田だ莇あざみが小さく手を挙げた。

「あー、そのことなんだけど……」

　目もつ下か、家出中の莇は、期間限定で保護者代わりである秋組の古ふる市いち左さ京きようの部屋に居い候そうろうしている。

　口ごもる莇をいづみが不思議に思いながら見つめた時、大きな音を立てて談話室のドアが開いた。

「あーざーみー!!」

　飛とび込こんできたのは迫さこ田だケンだ。左京の舎しや弟ていであり、莇をこの寮に連れてきた人物でもある。

「ケンさん？」

　莇がわずかに目を見開くと、迫田は金きん髪ぱつを振ふり乱みだしながら、莇に駆かけ寄よった。

「大変だ！　会長がとうとうしびれきらせちまって、会のモン引き連れて、お前を連れ戻もどしに来るって！」

　莇の表情がこわばる。

　莇の父、泉田は、迫田や左京が籍せきを置く銀ぎん泉せん会かいの会長であり、いわゆるヤクザだ。舎弟を引き連れて来るとなれば、ただでは済まされない。

「お前の居場所聞かれて、志し太ふとのところにいるってごまかしちまったんだけど、まさかこんな大おお事ごとになるとは──。今のうちに戻るなりなんなりしねぇと、やべぇ！」

　迫田の緊きん迫ぱくした表情を見て、いづみも事の重大さに青くなった。

（会長自ら、ヤクザ総そう出でで……!?）

「カチコミってやつか。本当にあるんだな」

「似たようなことなら、俺おれはわりと身近でよく見るけど」

　面おも白しろがる至に続いて、千景も物騒な内容をのんびりと口にする。

「マジか。相変わらず私生活が謎なぞすぎなんですけど」

「二人とも、のんびりしてる場合じゃないっすよ！　どうすんだよ、莇！」

　九門がわたわたと両手を振ふり回まわしながら、莇を振ふり返かえる。

「まあ、志太なら、適当にかわしてくれんじゃね」

　莇は気を取り直した様子で、首をわずかにかしげた。

「志太？」

「俺の幼おさな馴な染じみ。こっちの事情も知ってるし、気ぃ利きく奴やつだから」

　いづみが問いかけると、莇が説明を付け加える。

「でも、銀泉会の連中総出なんてことになったら、居場所なんてすぐばれるんじゃないのか」

　綴が懸け念ねんを示した時、開け放たれたままのドアから左京が入ってきた。

「……なんの騒さわぎだ？」

　眉を顰ひそめる左京に、迫田が足をもつれさせながら駆け寄る。

「あ、アニキ！　大変だ！　会長がとうとうあざみを連れ戻そうとしてて──」

　焦あせる迫田に対して、左京は表情も変えず、眼め鏡がねの細いフレームを押おし上あげた。

「……まあ、これでも遅おそいくらいだろ」

　そうつぶやくと、莇の方へと顔を向ける。

「坊ぼん、ごまかしたって、時間の問題だ。大人しく家に帰るんだな」

「……イヤだね」

　莇は露ろ骨こつに顔をしかめると、そっぽを向く。

　左京の頰ほおがぴくりと動いた。

「人様に迷めい惑わくかけていいと思ってんのか。会の奴らだって暇ひまじゃねぇんだ。ガキじゃねぇんだから、お前のために手間かけさせんな」

「うるせぇ。てめーには関係ねぇだろ」

「ああ？　人のところに居候させてもらってる奴が、どの面つら下げて言いやがる。今すぐ叩たたき出だしてやってもいいんだぞ」

　左京の目は鋭するどく、どすの利いた声は子どもが震ふるえ上あがりそうなほどの威い圧あつ感かんに満ちている。

「さ、左京さん、落ち着いてください。預かってる責任もありますし、私から連れん絡らくしましょうか？」

　いづみは、思わずすくみ上がりそうになりながら、助たすけ舟ぶねを出した。

「監かん督とくさんが気を使う必要はねぇ。これはあくまでもコイツ自身が片つけなきゃいけねぇ問題だ。わかったら、さっさと家に──」

　左京の言葉をさえぎって、莇が口を開く。

「つーか俺、秋組入るし」

「は？」

「え？」

　さらっと告げられた言葉を聞いて、左京といづみが同時にぽかんと口を開けた。

「マジで!?　莇、秋組入るの!?　やったー!!」

　一番に反応したのは九門だった。大喜びで歓かん迎げいする。

　対照的に、左京の目がさらに険けんを帯びた。

「ふざけんな。本気でもねぇくせに。いい加減、劇団を逃にげ場ばに使うのはやめろ」

「俺が本気じゃねぇって勝手に決めつけんな」

　そっぽを向いていた莇が振り返り、左京を睨にらみ付つける。

「てめぇは家から出たいだけだろうが」

「うるせぇ！　てめぇの指図は受けねー！」

　冷ややかな言葉を受けて、莇は椅い子すを倒たおさんばかりの勢いで立ち上がった。

「お、おい、あざみ……」

　迫田が慌あわてたように莇をなだめようとするが、それより早く左京がとどめを刺さす。

「てめぇの入団は認めねぇ」

　莇が素す早ばやい動きで、左京に殴なぐりかかった。

　途端、莇の拳こぶしが左京の左頰にめり込む。

　左京はゆっくりと顔を戻すと、眼鏡を直しながら首を回した。

「誰だれに手上げてんだ、てめぇ。覚かく悟ごはできてんだろうな」

「うるせぇ！　てめぇなんぞ、秒でのしてやる！」

　左京の脅おどしを意に介かいさぬ様子で、莇は続けざまに拳を繰くり出だす。左京がそれを手のひらで受け止めると、莇は間かん髪はつ入れずに膝ひざ蹴げりを入れようとした。

「おらぁ！」

　左京は莇の膝を肘ひじで受け止め、流れるようにその肘で莇の顎あごを跳はね上あげる。

「──は！」

「ちょ、ちょっと、二人とも──！」

　いづみも慌てて止めようとするが、二人の激しい応おう酬しゆうには分け入る隙すきがない。

「はあ！」

「──ちっ」

　莇の蹴けりを、左京が腕うでで受け止めて、その衝しよう撃げきに顔をしかめる。

「二人とも、なかなかいい動きするな」

「これなんて格ゲー。コントローラーどこ」

「だから、二人ともなんでのんびりしてるんすか！」

　ソファに座った千景と至がのんびりと見物していると、九門がすかさず突っ込んだ。

「アニキ、やっぱケンカつえぇなー……」

「迫田さんまで！　止めてください！　このままじゃ、二人ともケガを──」

　拳を握にぎり締しめながらウズウズしている様子の迫田には、いづみが突っ込みを入れる。

「大だい丈じよう夫ぶっすよ。二人とも加減知ってるんで、大事にはならないっす。泉田家では日にち常じよう茶さ飯はん事じっつーか」

「ええ!?」

　迫田がまったく動じていない様子でヘラヘラ笑うのを、いづみが信じられない思いで見つめる。

　その間にも莇と左京のケンカは激しさを増していた。

「死ね！」

「生意気言うな、クソガキが！」

　目にも止まらぬ速さで拳を交かわし合う二人を、いづみは呆ぼう然ぜんと見守ることしかできなかった。

（これが日常茶飯事……）

　完全にいづみの常識からはかけ離はなれた光景だ。

「まあ、止めるだけなら止めてもいいけど、命の保証はしないよ」

　ゆっくりと立ち上がった千景を、いづみが慌てて止める。

「それはちょっと保証してもらわないと困ります……！」

　千景に代わって、キッチンで洗い物をしていた伏ふし見み臣おみが、濡ぬれた手を拭ぬぐいながら左京と莇に近づいていった。

「まあまあ、二人とも落ち着いて。いつまでケンカしてるんすか」

「臣さん、割って入ってくと危ないっすよ──！」

　九門が止めようとするが、臣は臆おくすることもなく、がしっと二人の腕を摑つかんだ。

「おーらおらおら。左京さんも、頭冷やしてください」

　プロレス技わざでもかけるように腕を絡からませると、途と端たんに左京と莇の動きが止まる。

　秋組の中でも一番大おお柄がらな臣の体は、二人が逃のがれようともがいてもびくともしなかった。

「──ちっ」

　やがて、左京が舌打ちをして、莇も戦意を喪そう失しつしたように大人しくなる。そこでようやく、臣は二人を解放した。

「伏見さん、すごいな。あの間に入っていくとは……」

　綴が感心したようにつぶやくと、千景と至もうなずいた。

「熊かな」

「どうりで違和感仕事しないわけだ」

　場ば違ちがいなまでにのんきな会話をよそに、左京と莇はお互たがい睨み合ったまま微び動どうだにしない。

「……役者になんてなってどうする。おめぇの夢はそれじゃねぇだろ」

「──勝手に決めつけんじゃねぇよ。応おう援えんするつもりもねぇくせに。自分だけ好き勝手しやがって……」

　莇がふいっと視線をそらすと、左京の表情が一いつ瞬しゆん固まった。

　二人の間に気まずい沈ちん黙もくが流れる。

（莇くんには、何か他に夢があるのかな……。左京さんの言う通りなら、入団は止めた方がいいのかもしれないけど……。本人にやる気があるのに、頭ごなしに否定するっていうのは、ちょっと気になる）

　いづみが声をかけあぐねていると、九門がパンと手を打った。

「いいこと考えた！」

　いづみが不思議に思いながら九門の方を見ると、九門は満面の笑えみで言葉を続ける。

「あのさ、莇が入団したいなら、オレの時みたいに、入団テストしたらいいんじゃねー？　それで受かったら、莇も本気ってことだし！　な!?」

　元々は兄がいる秋組に入りたいと寮に押しかけてきた九門も、最初は兵頭十じゆう座ざに入団を反対された。その時に出された条件が入団テストだった。

「そんなものやらなくても──」

　左京が顔をしかめて否定しようとした時、談話室のドアが開いた。

「ジャマするぞー」

「あれ？　雄ゆう三ぞうさん、どうしたんですか」

　入ってきた鹿か島しま雄三の姿を見て、いづみが目を丸くする。

　初代ＭＡＮＫＡＩカンパニーのメンバーであり、新生ＭＡＮＫＡＩカンパニーの演技指導も務める雄三が、公演の稽けい古こ期間以外に顔を出すのは珍めずらしい。

「近く通ったんでな。ヒマ潰つぶしだ」

　勝手知ったるといった様子で、ずかずか入り込んできた雄三は、複雑な表情で向かい合っている莇と左京に目を留とめた。

「なんだ、お前ら。なんかもめてんのか？」

「え、ええと、ちょっと秋組の新入団員のことで……」

　黙だまり込こんでいる二人に代わって、いづみが簡単に事情を説明した。

「へぇ。いいじゃねぇか。オーディション受けさせりゃ」

「は？」

　にやにやと面白がるように告げる雄三を見て、左京が顔をしかめる。

「やっぱり、そうですよね」

　いづみとしても、やる気があるならチャンスをあげたいと思っていただけに、雄三に追つい従じゆうする。

「おい、お前まで──」

　左京の非難をさえぎって、いづみは首をかしげた。

「だって、入団の動機がなんであれ、莇くんだけチャンスをあげないっていうのは、フェアじゃないですよ。秋組にはライバル心だけでオーディション受けた人だっているんだし」

「……摂せつ津つか」

　苦々しげに、左京が秋組リーダーである摂津万ばん里りの名前を挙げる。

　動機が不純だった万里も、今や大学で本格的に演劇について学ぶほどに成長を遂とげている。

「三食付きの寮が動機の人だっているし」

「……俺か」

　次に挙げられた至がぼそっとつぶやく。至も入団の動機は不純だったが、今は至なりに真しん剣けんに演劇に向き合っている。

「まあ、俺も入団の動機については人のことは言えないな」

　続いて千景がつぶやくと、いづみは声にしないまま同意した。

（復ふく讐しゆうのためとか……家がないとか……こう並べてみると、結構ひどいな……）

　改めて劇団員たちの入団理由を思い出して、乾かわいた笑みが浮かぶ。

「ともかく、演劇との出会い方がどんなものであれ、入団を希望する人を頭から否定したくはありません」

　前例を並べたところで、いづみの中に迷いはなくなった。固い意思を込こめて、左京を見つめる。

　左京はいづみの思いを感じ取ったのか、口をつぐんだ。

「総そう監かん督とくとして、莇くんの入団オーディションを認めます」

「……ちっ」

　いづみが宣言すると、左京は舌打ちをしただけで反論しなかった。

「やったー！　莇が入ったらメイクのクオリティも上がるよな！」

「莇なら秋組のメンツと並んでも違和感ないしな」

　九門と綴が歓迎するも、左京は首を横に振ふった。

「どうせこいつには無理だ」

「無理かどうかは、莇くんのやる気次し第だいですよ」

「絶対受かってやる」

　いづみがフォローを入れると、莇は敵意を丸出しにして言い放つ。

「……ふん。課題はどうする」

　左京が鼻を鳴らすと、雄三が口を開いた。

「秋組の奴らにやらせた『ポートレイト』でいいんじゃねぇか？」

「『ポートレイト』？」

　首をかしげた莇に、いづみが説明してやる。

「自分の過去をテーマにした演出込みの一人ひとり芝しば居い。秋組のみんなも旗揚げ公演の時にやったんだよ」

　莇はちらりと左京の方に視線を向けた。

「……クソ左京もか？」

「もちろん」

　いづみが微ほほ笑えむと、莇はすぐにうなずいた。

「……やる。コイツよりもいいものやってやる」

「じゃあ、テーマは『少年時代の思い出』。演出込みで十分だ」

　雄三が告げると、左京が眉を顰めた。

「テーマをやるなんて易しすぎるだろ」

「俺がなんでこのテーマにしたと思う？」

　雄三の目がいたずらっぽい光を帯びる。

「一週間後、俺が面めん倒どう見てる劇団の公演の前座で、若手の役者たちに同じテーマのポートレイトを披ひ露ろうさせる」

「デジャヴだな……」

「まさか……」

　臣といづみがつぶやくと、雄三がにやりと笑った。

「そこに混ざれ」

　雄三の言葉を聞いて、九門と綴が目を丸くする。

「一週間で、本物の舞ぶ台たい!?」

「素人しろうとがたった一週間で舞台に立つって、さすがに厳しいんじゃないっすか」

　雄三は意にも介さない様子で、両りよう腕うでを組んだ。

「そのくらい追おい詰つめられたら、本気かどうか見み極きわめられるだろ。前みたいにアンケートもやるから、一位になるのを入団の条件にすればいい」

「しかも一位!?」

　さらに付け加えられた条件に、九門が悲鳴をあげる。

「鬼おにだな……」

「さすが……」

　綴と臣が気の毒そうな表情を浮かべると、莇も課題の難しさに気づいたのか、表情を硬かたくする。

「左京の坊ぼう主ずを超こえるんだろ。だったら、一位くらいとらねぇとな」

　雄三が揶や揄ゆするように告げると、莇は挑ちよう戦せん的な目つきで雄三を見返した。

「……やってやる」

「左京さんも、この条件でいいですよね？」

　いづみが念のために確かく認にんすると、左京はあっさりうなずく。

「ああ。どうせ無理だろうしな」

（たしかにかなり厳しい条件だよね……）

　いづみとしても、もう少し条件を和やわらげるように提案するか迷うところだ。ただ、それだと左京が納なつ得とくしないということも容易に想像できた。

　夏組の九門の時も、少し難しい課題を課すことで、結果的に九門の力を引き出しただけに、いづみは今回も莇のやる気に賭かけてみることにした。

「莇くん、さっそく今日から稽古に参加してくれる？　まずは芝居の基き礎そから勉強しないとね」

「……わかった」

（莇くんの家のことも気になるけど、とにかく、やれるだけやってみよう）

　いづみはそう心に決めると、頭の中で莇のための稽古メニューを考え始めた。




　数時間後、稽古場には秋組メンバーと共に莇の姿があった。

「それじゃあ、今日から莇くんが稽古に参加するから、みんな、よろしくね」

「っす」

　すでに話を聞いていた十座がうなずくと、万里と七なな尾お太た一いちも莇に向かって軽く手を上げる。

「よろー」

「よろしくッスー！」

「よろしくな」

　微笑む臣とは対照的に、左京は冷ややかな表情で黙だまりこくっていた。

「さっそく発声から始めよう！」

　左京からの無言の圧力をかき消すように、いづみはそう呼びかけた。

　初心者の莇のために簡単な説明を行ってから、発声練習に入る。莇も見み様よう見み真ま似ねで声を出した。

「あ・え・い・う・え・お・あ・お。か・け・き・く・け・こ・か・こ」

　すかさず左京が口を開く。

「声が小せぇ」

「──ああ？」

「もっと口をはっきり開けろ」

「うるせぇ」

　莇は顔をしかめてそっぽを向いた。

（まさか、またケンカになるんじゃ……）

　二人のやり取りを、いづみは内心ハラハラしながら見つめる。

「なんだかんだ教えてやるなんて、優やさしいですね」

　臣が笑みを浮かべながらそう声をかけると、左京は忌いま々いましげに舌打ちをした。

「え、ええと、莇くん、もう一回やってみようか」

　いづみが気を取り直すように莇を促うながす。

「あ・え・い・う・え・お・あ・お。か・け・き・く・け・こ・か・こ」

（うーん、左京さんの言う通り、やっぱり声は小さめだな。恥はずかしさや照れがあるのかも。でも、まだ最初だし、まずは人前で声を出すことに慣れていかないとね）

　いづみがそう考えながら、莇を見守っていると、今度は左京も何も口を挟まなかった。

（左京さんも大人しくなったし、どんどん進めていこう！）

　発声練習が終わると、いづみは稽古場の隅すみに全員を集合させた。一人一人に木刀を手て渡わたす。

「次は軽く体を動かしてみよう。十座くん、殺た陣ての見本を見せてあげてくれるかな」

「っす」

　いづみに指名された十座が中央に進み出て、ゆっくりとした動きで木刀を構える。

「莇くんはできるところから、真ま似ねして動いてみて」

　いづみがそう告げると、莇は十座の斜ななめ後ろに立って、十座の動きをなぞり始めた。

（あれ……意外と動けてるな）

　お手本の十座が莇のためにゆっくり動いているとはいえ、足さばきや体の使い方が、初めてとは思えないくらい様になっている。

　長めの黒くろ髪かみの間から覗く顔にはまだ少年らしさが見みえ隠かくれしていたが、手足はすらりと長く、身長もあるため、十座と並び立ってもまったく見み劣おとりしない。

（みんなで野球をやった時も思ったけど、運動神経がいい。年ねん齢れいのわりに身長もあるし、秋組の舞台にハマりそうだ）

　いづみは十座の立ち回りをキレイにトレースする莇を、じっと見つめた。

（セリフや滑かつ舌ぜつは初心者だし、まだまだこれからだけど、メイク技術も含ふくめて希少な人材だな。あとは本人のやる気と、左京さんが納得するかが問題だけど……）

　ちらりと左京の方に視線を向けると、左京は黙り込んだまま莇の立ち回りを確認していた。

　窓の外が赤く染まり始めた頃ころ、いづみが軽く手を打った。メンバーの視線が集中する。

「はい、じゃあ、今日はここまで。お疲つかれさまでした」

「お疲れッスー！」

「……お疲れ」

「お疲れさま」

　まだまだ疲つかれの見えない太一が元気に挨あい拶さつをすると、左京と臣が続く。

　莇はタオルで首元を拭いながら、大きくため息をついた。

（莇くん、初はつ稽げい古こは、わからないことだらけで疲れたかな）

　稽古場を出て行く莇を見送りながら、そんなことを考えていると、後ろからぽつりと声がした。

「……アイツ、結構いいんじゃね」

「ん？」

　振り返ると、万里が稽古場のドアの方に顎をしゃくった。

「莇。根こん性じようありそうだし、ヘタなヤツが入るより良さそう」

「そうだね。運動神経もいいし、秋組には合ってると思う」

　いづみがうなずくと、万里はわずかに首をかしげた。

「問題は莇の本気度だよな。今の莇のモチベーションは明らかに左京さんへの反発だけだし。これから、アイツがもっと純じゆん粋すいに芝居に向き合えるなら、化けるかもな」

　万里の鋭い指し摘てきに、いづみは全面的に同意した。

（万里くんもちゃんと見み抜ぬいてたんだな……本当にリーダーらしくなった。旗揚げ公演の時、同じように万里くんの本気度を心配していたのがウソみたいだ）

　まったく逆の立場になっていることがおかしくて、つい笑いが漏もれる。

「何笑ってんだよ」

　万里がいぶかしげな表情を浮かべると、いづみは小さく首を横に振った。

「ううん。なんでもない。莇くんのことは、私も万里くんの言う通りだと思う。九門くんの稽古は天てん馬まくんが面倒を見てあげてたから、今回は万里くん、お願いできるかな」

「めんどくせぇけど、しょーがねぇか」

　怠だるそうに返事をする万里に、いづみが続ける。

「ゼロから一週間でポートレイトを完成させるのは、かなり大変だと思う。今回はアンケートで一位っていう条件もついてるし。万里くんがついててくれるなら、安心だから」

「……わぁったよ」

「よろしくね」

　不ふ承しよう不ぶ承しようといった様子だが、リーダーとしての自覚が備わった今の万里なら心配はない。いづみは信しん頼らいの気持ちを込めて微笑んだ。





[image: ]






　家々が夜の闇やみに沈しずみ、街灯の明かりばかりがぽつりぽつりと浮かび上がる頃、寮のバルコニーにはまだ光が灯ともっていた。

　オレンジ色の明かりに照らされていたのは、ノートを睨み付ける莇だ。

「……くっそ、わかんねぇ」

　ぐしゃぐしゃと頭をかき混ぜて、ため息をつく。

　と、静かにバルコニーの扉とびらが開いた。

「お疲れさん」

　きつね色のスコーンが載のった皿を片手に現れた臣を見て、莇が小さく頭を下げる。

「──どうも」

「莇は甘あまいもの好きか？」

「……あんまり」

　莇が言葉を選ぶように答えると、臣が笑みを漏らした。

「はは、左京さんと同じだな。じゃあ、クロテッドクリームはやめとくか」

　スコーンの脇わきに添そえられていた、クリームの入った小さな器うつわを取り上げてから、皿を差し出す。

「このスコーン、そんなに甘くないやつだから。夜食に食ってくれ」

「……あざっす」

　莇はぶっきらぼうに礼を言うと、おずおずとスコーンを手に取ってかじりついた。

「味はどうだ？　もっと甘くない方がいいか？」

「いや、普ふ通つうにうめぇ」

　黙もく々もくと食べ続ける莇を見て、臣が優しく目を細める。

「そうか。明日はレーズン入りにするな」

　明日も作ってくるという臣を、莇が怪け訝げんそうな表情で見つめる。

「こうやって遅くまで自主練してる奴の夜食作るのがいつもの癖くせみたいになっててな」

　臣がそう説明すると、莇は小さく首を横に振った。

「……いい」

「スコーンじゃない方がいいか？」

「……いや、そうじゃなくて。こういうことされっと、なんつーか、困るからいい」

　莇はどこか困こん惑わくした様子で眉を顰めると、スコーンの残った皿を手に、バルコニーを出て行く。明らかに臣を避けるような態度だった。

「……お節せつ介かいが過ぎたか」

　臣は眉を下げて頭を搔かくと、自じ嘲ちようするようにつぶやいた。
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「あ・え・い・う・え・お・あ・お。か・け・き・く・け・こ・か・こ」

　莇の発声は、数日前から比べて明確に変化していた。口も喉のども開いていて、声が通るようになった。

（稽古に参加するようになってから数日で、だいぶ滑舌も良くなった。照れがなくなってきたし、セリフ回しもこなれてきた。万里くんの教え方がうまいのかな）

　稽古の間も万里は莇に逐ちく一いちアドバイスをして、そのおかげで左京と莇の衝しよう突とつも少なくなっていた。

（もともと度胸のある子だから、舞台に立つこと自体は問題なさそうだ……あとは一人芝居の方だけど……）

　こればかりは莇自身が作り上げなければいけないだけに、周りは手助けできない。いづみは思案げに顎に手を当てた。

　基礎的なメニューを終えて、いづみはちらりと時計を確認した。

「それじゃあ、十五分休きゆう憩けいね」

「はいッス。飲み物取ってこよっと」

　軽い足取りでドアへ向かう太一の背中に、万里が声をかける。

「あ、俺のも」

「いいッスよ」

　太一が出て行くと、莇は深いため息をつきながら稽古場の隅に座すわり込こんだ。

「莇くん、お疲れさま。一人芝居の進みはどう？」

　いづみが莇に声をかける。

「……一応一通りできたけど、十分よりも短く終わっちまう」

「朗読みたいにずっとただセリフを読むんじゃなくて、間まや緩かん急きゆう、身み振ぶり手て振ぶりをつけてみたらどうかな。全体の尺が変わってくると思うよ」

「……やってみる」

　いづみのアドバイスを聞いて、莇が素す直なおにうなずいていると、左京が横から口を挟んできた。

「一人芝居のことは、そいつ一人でなんとかすることだろ。世話焼かなくていい」

「ええ？」

　突つき放はなすような言葉を聞いて、いづみは思わず目をむく。

「……クソ左京」

　莇がぼそっとつぶやくと、すぐさま左京の目が吊つり上あがった。

「あぁ？」

　再び火花を散らし始める二人を見て、いづみの顔が引きつる。

（問題といえば、左京さんもその一つだな）

　元々芝居に関することには厳しい左京だが、莇に対してはとりわけ当たりがきつい。身内だからこそなのだろうが、ともすれば理り不ふ尽じんともとれる対応は、莇のやる気を削そぎかねない。

　いづみは少し考えると、壁かべ際ぎわに背をもたれて立っていた万里に、そっと近寄った。

「……万里くん、万里くん」

「あ？」

　片眉を上げる万里に耳打ちする。

「……一人芝居の進しん捗ちよくについても、ちょっと気にしてあげてくれる？」

　険悪なムードを漂ただよわせている莇と左京の方へちらりと視線を向けると、万里はいづみの言わんとすることを察したように、小さくため息をついた。

「……はぁ。わぁったよ」

　そう言って肩かたをすくめる万里を見て、いづみはほっと胸を撫なで下おろす。万里が、二人の緩かん衝しよう材ざいになってくれることに期待するしかなかった。




　その夜、いづみと左京は談話スペースの片かた隅すみでミーティングを開いていた。

　議題は秋組公演のスケジュールについてだ。このスケジュールをもとに、脚本や衣い装しよう、フライヤーなど様々な段取りが組まれていく。

「……秋組公演の日程なんですけど、この辺りでどうですかね」

　いづみがカレンダーを指し示しながらたずねると、左京は小さくうなずいた。

「ちょうどいいんじゃねぇか」

「じゃあ、この予定で進めます」

「ああ」

　スケジュール帳に予定を書き込む左京の顔を見つめながら、いづみはふと莇のことを思い出した。

「……莇くんの一人芝居、楽しみですね」

　そう口に出すと、左京はペンを走らせていた手を止める。

「どうせ、いつかの摂津みたいに適当な芝居して、あの人にこき下ろされて終わりだ」

　あの人、とは鹿島雄三のことだ。旗揚げ公演の稽古では、万里を筆頭にメンバー全員が散さん々ざんな評価を受けた。

「ウソの内容にしてくるってことですか？」

　一番酷こく評ひようされた万里は、ポートレイトの課題に真剣に向き合うことなく、事実とは異なるエピソードをでっち上げた。莇も同じことをするというのかと、いづみが声をひそめる。

「ああ。ま、そんなことすりゃ、俺にはすぐわかるけどな」

　左京はあっさりうなずくと、そう続けた。

「莇くんの少年時代のこと、知ってるんですか？」

「知ってるも何も……忙いそがしい会長の代わりに、俺がほとんど面倒見てやってた」

　身内とは言っていたが、幼い頃からの付き合いとは思わず、いづみが目を見開く。

「そうだったんですか。じゃあ、お芝居にも左京さんのことが出てくるかもしれませんね」

　いづみの言葉を聞いて、左京は視線をそらした。

「……どうだかな。あいつにはとことん嫌きらわれてる……まあ、自じ業ごう自じ得とくだが」

　自嘲的な笑みには、後こう悔かいのようなものがにじんでいる。

　いづみは左京の表情を見つめながら、以前泉田家の屋や敷しきに招待された時のことを思い出していた。

　左京が主演を務めた新生秋組第三回公演の『任にん俠きよう伝でん・流れ者銀ぎん二じ』には、泉田自ら観劇に訪おとずれ、打ち上げも泉田の好意で屋敷で行われた。銀泉会が総出で左京の初主演を祝ってくれた。

　それだけに、莇と左京の不仲が、いづみには不思議だった。

（前に会長さんや銀泉会の人たちに会った時、大きな家族みたいに見えたんだけど、どうして二人は仲が悪いんだろう。莇くんも迫田さんのことは慕したってるみたいだし……。もしかしたら左京さんと莇くんも、あんな風に仲がいい時があったのかな……。何か、険悪になってしまうきっかけがあったのかも……）

　いづみにはそんな風に思えてならなかった。
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　万里が中庭の扉を開けると、莇の声が聞こえてきた。

『これが、俺の少年時代……』

　月明かりの下、ノートを片手にセリフを読み上げる莇の姿を、万里がじっと見つめる。

「なんだよ？」

　莇が居い心ごこ地ち悪わるそうに万里の方を見ると、万里がにやっと笑った。

「ちゃんと練習してんじゃん」

「……そりゃあな」

　肩をすくめる莇に近づいて、ノートを覗き込む。

「進みは？」

「まぁまぁ」

　莇はそう答えると、隠かくすようにノートを閉じた。

「できてるとこまで見せてみ」

「まだ途と中ちゆうだし」

「いいから。あのオッサン見返してぇんだろ」

　万里がそう促すと、渋しぶっていた莇が口をつぐんだ。

「はい、どーぞ」

　そう言いながら、どかっとベンチに座り込む。

　莇は諦あきらめたようにため息をついて、再びノートを開いた。




『俺は、あいつの言葉を胸に生きていく……』

　莇は拳を胸に当てて、最後のセリフを告げた。

「おわり」

　そうまとめて、万里の方に視線を向けると、万里はゆっくりと首を横に振った。

「……全っ然ダメだな」

「あぁ!?」

　一いつ刀とう両りよう断だんされて、莇が思わず突つっかかる。

　万里は莇の反応も意に介さず、肩をすくめた。

「離はなれ離ばなれになった親友の話って、感動もんだけど作り話だろ」

　万里の鋭い指摘に、莇が言葉を失う。その反応が肯こう定ていの証あかしだった。

　万里は地面に視線を落として、小さく笑う。

「こうやって客として見るとわかるもんだなぁ……なるほど」

「あ？」

　しみじみとした万里のつぶやきを聞いて、莇がいぶかしげに眉を顰める。

「いや、こっちの話」

　万里の脳のう裏りには、同じように雄三といづみに看かん破ぱされたかつての自分の姿が浮かんでいた。

「別に、作り話でもいいだろ。クソ左京以外にはばれねぇし」

　ふてくされたような表情の莇に、過去の万里が見事に重なる。

「仮に客はだませたとしても、監督ちゃんと雄三さんは絶対無理だぞ」

　万里が確信を持って言いきる。

「なんで──」

「作り話は本物にはかなわねぇ。特に経験の浅い役者がやると、どうしても薄うすっぺらくなんだよ」

　莇を正面から見み据すえて告げると、そこでふ、と口元をゆがめて笑う。

「ま、俺がこれ言うとブーメランにもほどがあっけどな……」

　万里はそう言いながら、立ち上がった。

「莇、明日の午後空あけとけ」

「明日？」

「作戦会議に付き合ってやる。予定があっから、ずっとは無理だけどな」

「別に手伝ってもらわなくてもいーんだけど」

「左京さんに鼻で笑われてもいいなら、それでいーけどな」

　ありがた迷めい惑わくと暗あんに告げる莇に、万里は臆おくせずに続ける。途端に莇が口をつぐんだ。

「どうすんだ？」

「……わかった」

　万里が莇の心を見み透すかすように返事を待つと、莇は不承不承といった様子でうなずいた。
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　ガキの頃ころから、人よりなんでもうまくできた。

　スポーツテストも国語のテストも算数のテストも、なんでも一番しかとったことがない。

　一番をとるたびに、家族も周りもやたらと俺おれのことをほめてくれた。

　天才だ、なんでもできてすごい、将来が楽しみだ──別に一番になるために特別何か努力をしたわけじゃないが、手放しの称しよう賛さんに悪い気はしなかった。

　でも、いつからだろう。

　周りの視線が「また万ばん里り」から「どうせ万里」に変わったのは。

　一いつ緒しよに走るサッカー部のエースも、同じクラスの秀しゆう才さい気取りも、どうせ勝てないからと手を抜ぬくようになった。

　お決まりの一番に、家族のリアクションも次し第だいに薄うすくなって、百点のテストもオール５の通つう信しん簿ぼも、自分から見せることはしなくなった。

　周りのすべてが急激に色あせて、手ごたえのないつまらないものになっていったのは、その頃からだ。




　何もかもめんどくさくて、退たい屈くつで、ある日思い立って家出した。

　このどうでもいい世界が突とつ然ぜん息苦しく感じて、抜ぬけ出だせるなら、行先はどこでもよかった。

　川沿いを延々と歩いてどこか違ちがう場所に行けば、きっとこんな最低な気分から解放されるんだろうと、そう思った。

　昼過ぎから歩き始めて、そのうちに日が暮れて、街灯のない河原は冗じよう談だんかと思うくらい真っ暗になった。

　さめたガキだった俺は、焦あせるでも怖こわがるでもなく、ただ急にバカらしくなっていった。

　疲つかれたし、足元は見えねぇし、親に怒おこられんのもめんどくせーってなって、近くで拾ったタクシーに乗って自分で家まで帰った。

　……あんなに歩いたのに、帰る時はあっという間まだったのを覚えてる。

　タクシーの窓から流れる風景を見ながら、ふと、俺の生きてる世界って全然狭せめぇのかなって思った。

　この狭ぇ世界の外にいる奴やつが、いつか俺をぶっ倒たおしに来るのかもしれない──。

　最近はすっかり忘れてたそんなワクワクするような期待が、不意に胸に湧わき上あがってきた。

　俺のどうってことない家出で得たものは、外の世界にあるまだ見ぬ何か、まだ会ったことのない誰だれかに対する期待、それだけだ。

　でも、それだけで十分だった。

　まあ、その後たまたま家にいたねーちゃんがバカ高いタクシー代を払はらってくれて、めちゃくちゃ殴なぐられたのもいい思い出だ。
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　ファミレスのドリンクバーから持ってきたコーヒーを一口飲んで、万里は片かた肘ひじをついた。

「俺だったら、プチ家出しました～程度の記き憶おくの断だん片ぺんで作るけどな。少年時代の一人ひとり芝しば居い」

「プチ家出？」

　向かいの席で怪け訝げんそうな顔をする莇あざみの方へ、顎あごをしゃくる。

「今のお前みてーなやつ」

「プチじゃねぇし。そもそも、プチじゃ大したドラマにならねーじゃん。一位じゃねーと劇団入れねーし。お涙なみだ頂ちよう戴だいが一番手っ取り早いだろ」

　莇が明らかに不満そうな顔で反論すると、万里は小さく息をつく。

「……昨日も言っただろーが。実話ならまだしも、技術もねぇのに薄っぺらいハッタリの芝居されても、目の肥えてる客にはなんにも響ひびかねぇんだよ。本物の『少年時代の思い出』なら、欠片かけらとか切きれ端はしでもいい。大層なストーリーにしようなんて考えは捨てろ。ポートレイトで客が観みてぇのは、生身のお前の本気、役者としての可能性だ。ドラマチックな物語じゃねぇ」

　真しん剣けんな表情で言いきる万里の顔を、莇がじっと見つめる。

「なんでもいいから、思い出に残ってる子ども時代のエピソードとかねぇのかよ」

　そう問いかけられると、莇はふいっと顔をそらした。

「ほとんどクソ左さ京きようが知ってることだから、アイツの前ではやりたくねー」

　ふてくされたような表情は、やけに子どもっぽい。

「お前、ずっと左京さんと一緒だったのか？」

「親が忙いそがしいから、世話係のクソ左京に四六時中付きまとわれてた。ヤクザのくせに、行ぎよう儀ぎ作法がどうの、成績がどうの、経済観念がどうのってうるせーのなんの……」

　心底うんざりしたような様子の莇の言葉を聞いて、万里も同情するように笑う。

「あのオッサンとマンツーマンとは……おつ。じゃ、親の話とかは？」

「……それはもっと嫌いやだ」

　莇の顔がこわばった。心を閉とざすように表情が消える。

「……じゃあ、それ以外でなんか考えるしかねぇだろ。思い出してみろよ」

　万里はそれ以上深く突つっ込こむことはせず、そう促うながした。

　莇が考え込むように視線をテーブルの上に落とす。

　しばらくの沈ちん黙もくの後、万里はコーヒーカップを傾かたむけながら、口を開いた。

「……そういや俺もガキの頃、家出したことあるぞ。お前ほど長い期間じゃなかったけどな。もっと短い日帰り家出」

「……そういうのなら、俺も一回、小せぇ頃にしたことある」

「んじゃ、それにすれば。ま、何やっても、左京さんにはボロカス言われるかもだけどな」

　万里が揶や揄ゆするように口元をゆがめると、莇が眉まゆを顰ひそめる。

「実話やればいいんじゃねーのかよ」

「それは最低限の話だろ。あのオッサンには俺たちも旗はた揚あげから色々言われてっからな。うぜーっていう気持ちはわかる」

「へぇ……」

　万里の実感のこもった言葉を聞いて、莇の表情が和やわらぐ。

「あのオッサン旗揚げ公演の時、俺と兵ひよう頭どうの連れん携けいが取れてねぇって手て錠じようでつなぎやがったんだぜ？　頭おかしいだろ」

「手錠？」

　莇がわずかに目を見開く。万里がその時のことを思い返しながら短く笑った。

「無茶苦茶だろ。ま、多少はそのおかげもあって？　公演はうまくいったけどな」

「ふーん……」

「第二回公演は臣おみが主演だった。左京さんが臣は主演経験しといた方がいいって言ってさ。たしかに、あの公演で臣は一皮むけたな。気持ちの整理がついたっつーか、腹が据すわった感じ」

　万里はまた一口コーヒーを飲むと、先を続けた。

「で、第三回は左京さんが主演。あの人が寮りよう出てくとか出てかないとかでひと騒そう動どうあったんだよな。肝かん心じんなところで言葉たりねーから、こっちも苦労すんだよ」

「……何、それ。秋あき組ぐみの歴史？」

　聞かれもしないことを話しだした万里に、莇が問いかける。

「そ。一応新入りには話しといた方がいいだろ」

「まだ決まってねぇし」

「なんとなく入りそうな気がすっからさ。ただの勘かんだけど」

　万里の軽い言葉を聞いて、莇があきれた表情を浮うかべる。

「本番三日前で人のポートレイト白紙にさせといてか」

「よゆーよゆー。俺なら一日で終わるし」

　万里はそう言ってコーヒーを飲み干すと、伝票を持って立ち上がった。

「んじゃ、俺、これから用事あっから。せいぜいがんばれ」

　そう言い残して去っていく万里を、莇はため息をついて見送った。

　考え込むように肘をつく。

「小さい頃の家出……正直よく思い出せねーけど、アイツにでも聞いてみっか」

　そうつぶやいて、テーブルの上に置いたスマホにちらりと視線を向けた。
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　緑があふれる店内の隅の席に月つき岡おか紬つむぎがゆったりと座すわっていた。

　夜はバーになるそのカフェには、バーカウンターが備えてあり、明るすぎず暗すぎない落ち着いた雰ふん囲い気きが漂ただよっている。控ひかえめな音量でジャズの流れる店内で、紬は文庫本を開いていた。

　ページを繰くった時、向かいの席に万里が座った。

「わり、待たせた」

　紬は本を閉じながら穏おだやかに微ほほ笑えむ。

「全然。気にしないで」

「意外と時間かかっちまってさー」

　万里は店員にコーヒーを注文すると、ソファに身を沈しずめた。

「莇くんの練習に付き合ってたんでしょ」

　にこにことうれしそうに相そう好ごうを崩くずす紬の顔を見て、万里があきれたような表情を浮かべる。

「なんでアンタがうれしそーなんだ」

「カンパニーの仲間が増えるのって、うれしいじゃない。新しい子の演技が刺し激げきになったりするし」

「ほんと演劇バカだよな」

　学生の頃から演劇に打うち込こんでいた紬の筋すじ金がね入いりの演劇バカぶりは、劇団員全員が知るところだ。万里の口ぶりにも驚おどろきはない。

「莇くんの様子はどう？　アンケートで一位とらなきゃいけないんだよね」

「まーなー。かなりの負まけず嫌ぎらいっぽいから、そこそこいけんじゃね」

　先刻の莇の様子を思い返すように、視線を上の方に流す。

「秋組にぴったりだね」

「何が？」

　紬の指し摘てきを受けて、万里が怪訝そうに首をかしげる。

「負けず嫌い」

「あー……そういう奴多いな」

　万里が言葉を濁にごしながら答えると、紬が笑えみを深めた。

「リーダーを筆頭にね」

「負けず嫌いっつーか負けたことねーし」

　ケンカやポートレイトで十座に負けたことは棚たなに上げる万里を見て、紬が笑い声を漏もらした。

「ふふ。結構入れ込んでるよね。莇くんに。なんだかんだ面めん倒どう見てるし」

「アイツなら入っても面倒くさくなさそうだし。左京さん相手に面と向かってボロクソ言ってんのが、見てて面おも白しろい」

「もう、万里くん……」

　紬がやんわりとたしなめると、万里がニヤリと笑う。

「ま、ああいう食ってかかる奴が一人くらいいる方がいいだろ。あのオッサンにとっても」

「そういうことか。ちゃんとメンバー間かんのパワーバランスも考えてるんだ？　リーダーとして」

「まあな」

　万里はそれ以上説明しようとしなかったが、紬には秋組全体のことを考えているのだと伝わっていた。

　秋組と冬ふゆ組ぐみと組は違えど、同じリーダーである紬だからこそ、万里の考えがよくわかった。旗揚げ公演から二回、三回と公演を重ねてチームとしてまとまりの出てきた今、新入団員が入ることには、メリットとデメリットの両面がある。リーダーとして全体を見て、うまくバランスをとらなければならない。

　考え込むように沈黙する万里を、紬が労いたわるような優やさしいまなざしで見つめていた。
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　バルコニーの明かりの下で、夜よる遅おそくまでノートを前に頭を抱かかえる莇の姿は、ここ数日お決まりの光景となっていた。

　ペンを持つ莇の手は一向に動かず、代わりに何度目かわからないため息が漏れる。

「あー……やっぱり思い出せねー……」

　ぐしゃぐしゃと頭をかき混ぜると、莇はスマホを手に取った。

　連れん絡らく先さきの中から一人を選んで、通話ボタンを押おす。

　呼び出し音は数回繰くり返かえした後、途と切ぎれた。

「……もしもし？」

　電話口から声が聞こえてくると、莇の顔に苦笑いが浮かぶ。

「……あー、悪い。適当にごまかしといて……ん、助かる……わかってるって。それより、なぁ、ガキの頃に家出したこと覚えてるか？　そうそう……は？　なんだそれ……ははは、バーカ！　ねーよ！」

　寮では見せないような屈くつ託たくのない笑え顔がおを見せる。

「あー、そんなことあったわ。くだらねー。つーか、よく覚えてんな……。もーそれでいいか……いや、なんでもねー。こっちの話。あ？　夕飯の手伝い？　あー悪いな。忙しい時間に……。おー。助かった。んじゃ」

　電話を切る莇の表情は、さっきよりも明るい。

「相変わらず仲いいな、あいつんち……それに比べてうちは……」

　つぶやきと共に、莇の顔に影かげが落ちた。
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　雄ゆう三ぞうの劇団が公演を行う劇場は、ＭＡＮＫＡＩ劇場よりも一回り大きかった。

　いづみは雄三や秋組メンバーと共にほぼ満員の客席の合間を縫ぬって歩き、中央付近の座席に並んで座った。

（すごいお客さんの数……ここの劇団の公演、かなり評判いいもんね。客席は満員で舞ぶ台たいも大きいし、初舞台でこの状態はかなりのプレッシャーだ）

　今日は雄三に指定された莇のポートレイト発表の日だった。今さらながら、雄三の出した条件の厳しさを実感し、いづみは内心不安になる。

「莇くん、大だい丈じよう夫ぶですかね……」

「ふてぶてしい奴だからな。この程度ではビビんねぇだろ」

　いづみがそっと隣となりの左京に声をかけると、左京は腕うで組ぐみをしたままじっと緞どん帳ちようを見つめて答えた。

「莇のこと、よく知ってるんですね」

「学校の発表会でも緊きん張ちようの一つもしねぇ可か愛わいくねぇガキだったからな」

　臣が感心したように言うと、左京が小さく鼻を鳴らす。

「ちゃんと観に行ってんのか」

「お父さんみたいッス！」

　万里と太た一いちがすかさず反応すると、左京は忌いま々いましげに舌打ちをした。

「……ちっ。もう始まるぞ。黙だまれ」

　直後、開演ブザーが鳴った。

　幕が上がると、最初に今回の前座の趣しゆ旨しが説明され、ポートレイトが始まった。

（莇くんの出番は最後か……他の役者も雄三さんが面倒見てるだけあって、みんな完成度が高い。新人だけに緊張してるのは目立つけど、しょうがないよね）

　いづみは順に披ひ露ろうされる多種多様なポートレイトを見つめながら、莇に思いをはせる。

（左京さんはああ言ってたけど、莇くんだってきっと緊張するだろうな……）

　いづみは不安を胸に、莇の順番を待った。
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　一方その頃、舞台袖そででは、莇が他の役者の芝居を観ながら顔をしかめていた。

　揃そろいも揃って緊張している姿を見ていると、莇にまで緊張が移りそうになる。

「……ちっ」

　苛いら立だちのままに舌打ちをした時、背後で声がした。

「あ、いた！」

「し──！　九きゆうちゃん、声大きいよ……」

　振ふり返かえると九く門もんと向さき坂さか椋むくが駆かけ寄よってくる。

　九門は莇の前に立つと、大きく手を広げた。

『やあ、こんにちは！　オレは舞台にすむ妖よう精せいだよ！　今日はキミを応おう援えんするためにやってきたんだ！』

　続いて椋がその隣で、優ゆう雅がに頭を下げる。

『やあ、こんにちは！　ボクは舞台にすむ妖精だよ！　今日はキミを失敗させるためにやってきたんだ』

「は……？」

　小こ芝しば居いが突然始まって、面食らったように莇が目を見開く。

『こら！　なんで失敗なんてさせるんだよ！』

『キミこそ、応援なんてしてどうするの。普ふ通つうに成功したってつまんないじゃない』

　九門が手をパタパタと動かしながら頰ほおを膨ふくらませれば、椋はいたずらっぽく微笑む。

『みんなここまで必死に練習してきたんだよ？　失敗なんてさせたら、かわいそうじゃないか！』

『努力を積み重ねた後一気に崩す瞬しゆん間かんが楽しいんじゃない。ドミノを並べた後倒さないなんて、それなんてマゾプレイ？』

『そういう問題じゃない！』

　莇が無言で二人を見つめていると、椋は戸と惑まどったように芝居を止めた。

「あ、莇くん……？」

「えっと、オレはこれで緊張ほぐれたから……」

　九門が焦ったように説明すると、莇の相好が崩れた。

「……はっ、余計な気回してんじゃねーよ。しかも妖精って、手パタパタさせてるだけか」

「そこは心の目で羽として見て！」

　突っ込みに九門が反論すると、莇はさらに噴ふき出だした。

「くだらねー」

「泉いずみ田だ莇くん、お願いします！」

　スタッフの声かけで、莇が真顔になる。

「がんばってね！」

「がんばれ、莇！」

　椋と九門の応援を背に、莇は舞台へ向かって一歩足を踏ふみ出だした。
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　莇が舞台の中央に立つと、いづみはぎゅっと両手を組んだ。

（莇くんがどうか練習通りにやれますように……）

　いづみが祈いのるような気持ちで見守る中、莇は一つ呼吸をすると、口を開いた。

「六番、泉田莇」

　はっきりとした声は、まっすぐ客席まで届く。たたずまいも、あくまで自然体でいつも通りの莇だ。

（あれ……？　全然緊張してない？　すごく堂々としてる……）

　いづみが拍ひよう子し抜ぬけしていると、莇は、す、と芝居に入った。

『……五歳さいの時の話だ』

（今までの役者と比べると差がよくわかる。肩かたの力が抜けてる）

「五歳か……俺と出会う前の話だな」

　左京の微かすかなつぶやきは、莇のセリフにかき消された。







[image: ]




　俺おれは人生で二度、家出したことがある。

　一度目は幼おさな馴な染じみの志し太ふとの付つき添そいだった。

　志太は父親がいない家庭で育った。家も近所で、片方の親がいないっつー境きよう遇ぐうも似ていたこともあって、しょっちゅう一いつ緒しよに遊んでた。もう兄弟みたいなもんだ。

　家出のきっかけはささいなことだったと思う。

　志太の母親が夜の仕事に出かけた後、留守番に付き合ってると、テレビで古い映画が始まった。昔流は行やった映画らしいけど、題名も覚えてない。

　ただ、少年グループが延々線路沿いを歩いていくってことだけ、やけに印象に残ってる。

　それがなんだか知らないけど、志太の心に響ひびいたらしい。俺たちも冒ぼう険けんに行こうって言いだした。

　今思えば、仕事で留守がちな母親に対するフラストレーションでも溜たまっていたのかもしれない。でも、その頃ころの俺にはわからなかった。ただ面めん倒どうだなと思いながらも、俺は付き合うことにした。

　決行は翌朝。思いつく限りの冒険に必要な道具をリュックに詰つめて、近くの廃はい線せんになった線路に向かった。

　最初は調子よく進んでた。冒険ってフレーズだけでテンションは高いし、遠足気分で持ってきたおにぎりだとかお菓か子しを食べて、歩き続けた。

　最初のつまずきは志太がヘビを見つけて追いかけまわしたこと。

　くねくね逃にげるヘビを追いかけて、志太は見事にすっ転んだ。擦すりむいた膝ひざと手の平から血がにじんで、志太本人も俺も大おお騒さわぎした。

　しかも、あれだけ準備万ばん端たんだったはずのリュックの中には、ばんそうこうの一つも入ってなかった。揃そろいも揃って二人とも。

　しょうがないから水すい筒とうの水で洗うだけ洗って、作戦会議に入った。議題はこのまま冒険を続けるか、引き返すか。

　はしゃいでヘビを追いかけた挙あげ句く、転んであっさり引き返すっていうのは、志太にとってもプライドが許さなかったんだろう。

　志太は続行を主張した。俺も特に反対する理由はなかったから、志太に賛成した。

　次のつまずきは、それから間もなく。線路が突とつ然ぜん途と切ぎれた。

　はるか昔に廃線になったんだから、そうそうずっと続いてるはずもない。その先は歩道として整備されることもなく、当然雑草がぼうぼう生はえてる。

　大人ならそこで引き返す。でも五歳さいの俺たちはバカという名の勇気を武器に突つき進すすんだ。自分たちの腰こしくらいまである草むらの中を。

　当然葉っぱだの小枝だのに引っかかれて手足は傷だらけだ。

　でも、その時の俺たちは果か敢かんにジャングルを突き進む兵士みたいな目をしていたと思う。

　その日は秋の肌はだ寒さむい日だった。

　朝は晴れていた空が、歩くにつれてどんどん曇くもってきていた。

　そこで引き返しておけばよかったんだろう。残念ながら、五歳の俺たちにはそれくらいの知ち恵えがまだなかった。それが最後のつまずきだ。

　ぽた、ぽたと顔に雫しずくが落ちてきたと思ったら、あっという間に土ど砂しや降ぶりになった。

　俺たちはさらに最悪なことに、リュックに傘かさとかレインコートの類たぐいを一つも入れてなかったのだ。あれだけ準備は万端だったはずなのに。

　おかげで全身ずぶ濡ぬれ。靴くつ下したも靴も大量の水を含ふくんで、歩くたびにぐじゅぐじゅ気持ちが悪い。服は体に貼はりついて、顔にはとめどなく雨がしたたり落ちてくる。雨を含んだリュックは重いし、周りを取り囲む草は全身にまとわり付いてくるしで、とにかく最悪だった。

　作戦会議は必要なかった。俺たちは、言葉もなく来た道をとぼとぼ引き返した。

　その後のことはよく覚えてない。とにかく叱しかられて、怒ど鳴なられて、翌朝は熱で頭がもうろうとしてた。

　熱が下がって志太に会いに行ったら、あいつは俺よりひどいことになって入院してた。今となっては、そんなのも全部あいつとの笑い話だ。




『……で、それから今年でちょうど十年経たった。十年経って……俺はまた、今まさに家出してる。今度は付き添いじゃなく、自分の意志で』

　現代の姿に戻もどった莇あざみが、自らの胸を軽く叩たたく。

『十年前の俺は今思い出してもマジでダセェと思うけど、あの時は必死だった。今も。いや、今の方が数倍。冒険でもなんでもないけど、俺にとっては譲ゆずれない、大事なもんを守るための家出だ』

　莇はそこで、手のひらを見下ろした。

『十年後、二十五歳の俺が今の俺を思い返したら、きっと、またダセェって思うのかもしれない。でも、十五の今、この真しん剣けんさが今の俺にとってはホンモノなんだってわかる。だから俺は、ダサくてバカな五歳の俺のことも、まあ、認めてやろうかと思う。あの頃の俺は俺で、五歳の自分に何ができるのか、必死になって証明しようとしてたから。十五の俺はこの家出で何を見つけるのか。まだ答えは出てない。でも必ず見つけて証明してみせる。俺が俺として生きる意味を……』

　ぐ、と拳こぶしを握にぎり締しめると、挑いどむかのように前に突つき出だした。客席を射い抜ぬくように見み据すえるまっすぐなまなざしが観客の胸を突く。

　沈ちん黙もくの後、莇は両手をだらりと垂らした。

「……以上」

　そう言って頭を下げた莇を、拍はく手しゆが包む。

　どの役者よりも大きな拍手だった。

（すごい。最後まで堂々とやりきった……！　少年時代の思い出から、今の自分の話につなげて、等身大の莇くんの良さが伝わってきた）

　いづみも感心しながら拍手を送る。

　と、隣となりからほっとしたようなため息が聞こえてきた。

　見れば、左さ京きようが肩かたの力を抜ぬいた様子で手を叩いている。

（左京さんも内心心配してたのかな。ちょっとほっとした表情をしてるような……）

　そう思っていると、雄ゆう三ぞうの面おも白しろがるようなつぶやきが聞こえてきた。

「アンケート、見るまでもねぇか」

「……ちゃんと集計してください」

　そう告げる左京の声に険けんはない。

（左京さんもきっと結果がわかってるんだろうな……。内容以前に、まず舞ぶ台たいに立つ姿勢、度胸の良さっていう点で、莇くんが際きわ立だって見えた）

「あいつの芝しば居い、もっと背せ伸のびしたカッコつけで来ると思ったら、ずいぶんと素す直なおな内容だったな。どっかの誰かがやったハッタリ芝居とは大おお違ちがいだ」

　いづみが改めて莇の芝居を評価していると、左京もしみじみとつぶやいた。最後に付け加えられた言葉には、耳ざとく万ばん里りが反応する。

「聞こえてんぞ、オッサン」

「万里くん、指導の成果が出たね」

　いづみが微ほほ笑えみかけると、万里もにやりと笑った。

「まーまーじゃね」

　言葉のわりに、その声は明るい。

（万里くんもうれしそうだな。莇くんは、他の年上の役者にはできない、最年少だからこそできる等身大の一人芝居をした。見ていて、爽さわやかな清すが々すがしさを感じるような……。きっとその良さは、お客さんにも伝わってるはずだ）

　他の役者と共に晴れやかな表情で再び舞台の上に戻ってきた莇に、いづみは最大限の賛辞を込こめて大きな拍手を送った。




　その夜、寮りようの談話室では莇のオーディション合格祝賀会兼けん歓かん迎げい会が行われた。

「改めて、莇くん、オーディション合格おめでとう！」

　いづみがビールを片手に乾かん杯ぱいの音おん頭どをとると、万里や臣おみ、十じゆう座ざや太た一いちといった秋あき組ぐみメンバーもコップを掲かかげる。

「おめー」

「おめでとう」

「よくやったな」

「おめでとうッス！」

　莇が軽く頭を下げて応こたえていると、迫さこ田だが満面の笑えみで肩を叩いた。

「よかったな！　おれがファン一号になってやるよ、あざみ！」

　莇がうれしそうに顔をほころばせるも、すぐにちらりと左京の方へと視線を投げる。

「ケンさん、クソ左京のファン一号なんだろ？　俺とどっちを一番に応おう援えんしてくれんの」

「ええ!?」

　迫田が究極の選せん択たくを迫せまられて、顔をこわばらせると、左京が小さく鼻を鳴らす。

「んなもん、兄貴分の俺に決まってんだろうが」

「もちろんっす！」

　間かん髪はつ入れずに迫田が答えると、莇の目が据すわる。

「へー、俺じゃないんだ」

「そ、そんなことねぇよ！」

「おい」

　すかさず否定する迫田に、左京が低い声で突つっ込こんだ。途と端たん、びくっと迫田が飛び上がる。

「なあ」

　莇からも詰つめ寄よられて、迫田の顔が青くなる。

「あわわわ……！」

　その様子を横で見ていたシトロンや千ち景かげが、面白がるようにはやし立てる。

「モテ期到とう来らいネ！」

「ヤクザハーレムか」

　見ようによっては迫られているように見えなくもない。ただ迫田の表情が表情だけに、脅おどされているようにしか見えなかった。

「これだけうらやましくないハーレムも珍めずらしい」

　至いたるのつぶやきに、その場にいた全員が同意する。

　いづみも内心うなずきながら、助たすけ舟ぶねを出そうと莇に声をかけた。

「莇くんも本格的に入団となると、親おや御ごさんの許可をもらわないとね」

「え……」

　莇が一いつ瞬しゆん言葉を失った。表情も固まっている。

　莇の言葉を代弁するように、迫田がぶんぶんと手を横に振ふった。

「いや、ばれたらぜってぇ連れ戻されるっす」

「でも、さすがに無断で入団させるわけには……」

　今までも未成年の団員の保護者には全員、連れん絡らくを入れていた。莇だけ例外にするわけにもいかない。子どもを預かるいづみの責任だ。

　莇が拳を握にぎり締しめて黙だまり込こんだ時、左京が横から口を挟はさんだ。

「俺が保護者代わりみたいなもんだ」

　はっとした顔で莇が左京を見つめる。まさか左京が自分の味方をするとは思わなかったのだろう。

「たしかに、世話役っすもんね」

「こいつのことは俺が責任を持つ」

　迫田がうんうんとうなずくと、左京はさらに続けた。

「……そうですか？　左京さんがそう言うなら……」

　いづみとしても、莇の事情を知る左京からそこまで言われたら、信じて任せる他なかった。

　宴うたげが進むうち、主役である莇は秋組以外のメンバーに囲まれていた。

「泉いずみ田だ。お前サッカー好きなんだろ？」

「え？　まあ……」

　冬ふゆ組ぐみの高たか遠とお丞たすくが声をかけると、莇が少し面食らったように返事をする。

「サッカー部入らないか？　部員募ぼ集しゆう中ちゆうだ」

「あー、考えときます」

　入団早々、団内部活のことまで考えられないのか、あいまいに返事をする莇に、丞と同じ冬組の有あり栖す川がわ誉ほまれがぐいっと迫る。

「それより、詩はどうかね！　文芸部も絶賛募集中だよ！」

「お前一人しかいないのに部活も何もないだろ」

「綴つづるくんも所属しているのだよ。詩の朗読会には頑かたくなに参加してくれないが……」

　丞の指し摘てきに、誉が堂々と反論するが、後半がなんとも心もとない。

「遠えん慮りよしとくっす」

「むう。どうしてみな詩の良さがわからないのだろう」

　何かを察したらしい莇がさっきよりもはっきりと断ると、誉は残念そうに肩を落とした。

　と、莇の後ろから夏なつ組ぐみの三み好よし一かず成なりが軽く肩を叩いた。

「アザミン、おめ～！　メイク期待してるよん」

　夏組の公演で、莇が担当したメイクは、団員にも観客にも好評だった。

「あざっす」

　莇が礼を言うと、近くにいた冬組の雪ゆき白しろ東あずまが微笑む。

「夏組の公演でも大だい活かつ躍やくだったらしいね。莇に勧すすめられたオイルを使ったら、肌はだの調子が良くなったって幸ゆきが言ってたよ」

　夏組の瑠る璃り川かわ幸の名前を出すと、莇が思い出したような声をあげる。

「ああ、どうしても公演中はメイクとかで肌が荒あれがちだから、保ほ湿しつとカバー力りよくが高いオイルがいいんで……」

「ふうん。普ふ段だん使うなら？」

　東が興味深そうにたずねると、莇はじっと東の肌を見つめた。それから、スマホを取り出して、コスメレビューサイトを表示させる。

「東さんの肌質なら、これとか、これ？　コスパがいいし、保湿効果が高めで、伸のびがいいから使いやすい」

　そう言いながら、いくつかの商品ページを見せると、東は納なつ得とくしたようにうなずいた。

「なるほどね。今度試ためしてみようかな」

　二人の会話を横で聞いていたいづみも、思わず感心してしまう。

（なんだか、すごく本格的なレビューだ……）

「あと、たまに使うならこっちもアリ。寝ねる前に使うと、翌朝段だん違ちがい」

「ああ、このメーカー、前から気になってたんだ」

　東の言葉から、きめ細かな東の肌は普段のお手入れの賜たま物ものでもあるのだろうことが伝わってくる。

「さすがアザミン、プロっぽいね～！」

「莇くん、そんなに色々試してるの？」

　一成が声をあげ、いづみも思わずたずねる。

「まあ、自分で使ってみねーとわかんねーし。『＃コスメ』にレビュー投とう稿こうとかしてっから」

「うそ。『＃コスメ』のレビュアー？」

　莇の言葉を聞いて、幸が驚おどろいたように目を見開く。『＃コスメ』は国内最大のコスメ・化け粧しよう品ひんの口コミサイトだ。レビュアーは厳選されていて、それだけに信しん頼らい度どが高く、コスメ好きなら大体見ていると言われている。

「あのサイト、よく参考に読んでるよ」

「オレも。レビューの質高いよね」

「どーも」

　東に幸が続けると、莇がぶっきらぼうながらもうれしそうに礼を言う。

（思った以上にプロ意識が高い……）

　メイクの腕うでに関しては、すでに知っていたが、勉強熱心なこともうかがえて感心してしまう。

「じゃあ、アザミンはメイクも自分の顔で試してるんだ？」

「まーね。モデルとか頼たのめねーし」

　一成の質問に、あっさりと莇がうなずく。

「へー、莇くんがメイクすると、どんな風になるの？」

　いづみがたずねると、幸や東も続いた。

「舞台用じゃないのも見てみたい」

「ボクも興味あるな」

　莇はやや垂れぎみな目にきりっとした眉まゆ毛げと、涼すずしげな整った顔立ちではあるものの女性的ではないだけに、メイクをするとどんな風に変わるのか、いづみを始め、みんな興味があるのだろう。

　興きよう味み津しん々しんといったいづみたちに囲まれて、莇は気まずそうに視線をそらした。

「……無理」

「ええー。ダメ？」

　思わずいづみが声をあげると、莇はごまかすように続けた。

「今度新しいメイク道具のお試しがてら監かん督とくにメイクしてやる。それでいいだろ」

「本当!?　楽しみにしてるね」

　いづみは笑え顔がおで手を叩くが、莇はなぜか浮うかない表情だった。

「使い慣れてねーのばっかだから、うまくいかねーかもしれねーけど」

「一気に買かい換かえたの？」

「……ぶっ壊こわされたからな」

　ぼそりとつぶやかれた言葉は、はっきりと聞き取れず、思わず聞き返す。

「え？」

「なんでもねー」

　莇はあいまいに首を振ると、先を続けた。

「とりあえず、経験積みたいから、メイクしてほしい奴やつはいつでも言え」

　莇の言葉を聞いて、すかさず東と幸の手が挙がる。

「じゃあ、今度ボクもお願いしようかな」

「オレも」

　と、一成が思い付いたように声をあげた。

「あ！　ねぇねぇ、もしかしたら経験バリバリ積めるチャンス、あげられるかも！」

「は？」

「ちょっと確かく認にんしてみるから、今はまだナイショってことで！」

　面食らった様子の莇に、一成は面白いことを思い付いたような表情でそれだけ告げた。
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　正式に左京と莇の部屋に決まった一〇六号室に、いつも通りの不自然な沈黙が流れていた。さっきまでの歓迎会の和気あいあいとした雰ふん囲い気きがウソのように、ぎこちない空気が漂ただよう。

　無言のまま寝ね巻まきに着き替がえた莇を、左京がじっと見つめた。

「なんだよ、まだ文句でもあんのか」

　最初は無視していたものの、やがて耐たえかねたのか、莇が嫌いやそうに口を開く。

「……別に。オーディションに受かったのは事実だからな」

　左京はあっさりと否定した後、ぽつりと続けた。

「……会長にはいつ話すんだ」

「めんどくせーから、いつか適当に話す」

　あいまいにごまかすと、左京がため息をつく。

「……急に劇団入って役者やるなんて言ったら、驚くに決まってんだろうが。早く言え」

　瞬間、莇がかっとしたように目を吊つり上あげた。

「だから、テメーにだけは言われたくねぇんだよ！」

　唐とう突とつに声を荒あららげた莇を見て、左京が一瞬言葉を失う。

「稽けい古こ場ば以外であんま話しかけんな」

　莇はそう言い捨てると、自分のベッドへともぐり込んだ。

　全身から拒きよ絶ぜつが伝わってくる。左京は小さく舌打ちをすると、部屋の明かりを消した。

　再び沈黙に包まれた室内で、左京も自分のベッドに横たわる。

　目を閉じた左京の脳のう裏りに、幼い頃の莇の声がよみがえってきた。

『なー、左京！　俺の夢……こっそり左京にだけ教えてやる！』

　まだ声変わりをする前の甲かん高だかい声には今のような険けんはなく、左京への信頼感にあふれている。

『絶対誰にも言うなよ？　絶対だからな？』

　今の莇との落差を思って、左京はそっとため息をついた。
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「莇、そこはもっと声を張れ」

　莇の芝居に、左京からすかさず指摘が入る。

「動きも小さすぎる」

「……ちっ。いちいちうるせーな」

　莇は舌打ちしながらも、左京の言う通りに芝居をやり直した。

（入団後の初はつ稽げい古こから、左京さん、気合い入ってるな。なんだかんだ言いながらも、莇くんもそれに応えてるし……）

　いづみは以前のように言い争うことのない二人に感心しながら、見守った。

「莇くん、さっきより良くなったね」

「……ふん」

　いづみがほめると、莇もまんざらでもなさそうにそっぽを向く。

（空気はギスギスしてるけど、こういうモチベーションのあげ方もありかな？　でも、莇くんには左京さんへの対たい抗こう心しんだけじゃなくて、もっと芝居自体を好きになってもらえるといいんだけど……）

　方向としては間ま違ちがっていないが、芝居への姿勢は役者を続けていく上で大事な部分だけに見過ごせない。いづみがどうアプローチするべきか考えていると、稽古場のドアが開いた。

「お疲つかれっすー」

「あれ？　綴クン、どうしたんスか？」

　入ってきた綴の姿を見て、太一が首をかしげる。

　いづみははっとして、時計を確認した。

「ああ、もうそんな時間だね。ここからミーティングにしよう」

「ミーティング？」

　聞き返した十座にうなずいて見せる。

「そろそろ、次の公演の題材決めようと思って」

「あー六人揃ったし、もう準備しねーといけねー時期か」

　万里が納得したように応えると、臣や太一も微笑んだ。

「次はどんな公演になるんだろうな」

「楽しみッス！」

「とりあえず、春組、夏組に続いて、新入団員の莇を主演、リーダーの万里を準主演にしたいと思うんだけど、どうかな？」

　綴がそう切り出し、臣や万里や十座が次々に賛同する。

「問題ないんじゃないか」

「さんせー。千景さんも九門も主演やって一気に化けたし」

「いいと思う」

「莇くんはどう？」

　いづみが問いかけると、莇も難なくうなずいた。

「別にいーっすよ」

（あ、あっさり……やっぱり、度胸があるな。初はつ舞ぶ台たいであれだから、主演にプレッシャーを感じるってこともないか）

　莇の反応に面食らいつつも、ポートレイトの様子を思い返しながら納得する。

「左京さんもいいですよね？」

　いづみが続けて左京に確認すると、左京はちらりと莇に視線を送った。

「……いいんじゃねぇか。こいつにできるならな」

「ああ？」

　揶や揄ゆするような言葉に、莇がすかさず反発する。そのテンポは小こ気き味みいいくらいだ。

（なんだか万里くんと十座くんみたいなコンビになってきた……）

　いづみが妙みようなところに感心していると、綴が先を続けた。

「じゃ、そういうことで、あとは題材なんだけど……莇はなんかやりたいこととかあるか？」

「せっかくやるなら、メイクがガンガンできるのがいい」

　莇らしい返答を受けて、綴が腕うでを組む。

「メイクねぇ」

「……キラキラしたヤツか」

　十座がぼそっとつぶやくと、万里が怪け訝げんそうな表情を浮かべた。

「なんだそれ」

「ひらひらした衣い装しようで踊おどりながら階段降りてくるヤツだ」

「ぶっ……」

　十座が大真面目に答えると、綴が噴ふき出だす。

（有名な女性歌劇団のことかな……!?　た、たしかにメイクはガンガンできそうだけど……！）

　いづみも思わず噴き出しそうになっていると、万里があきれたように突つっ込こんだ。

「てめーにそんなのできるわけねーだろ！」

「ああ？」

　剣けん吞のんな雰囲気になりそうになったところで、太一が慌あわてて割わり込こむ。

「あ！　ビジュアル系とかどうッスか!?」

「ああ、あれもメイクはばっちりだな」

「全員美白に長ちよう髪はつか……」

　臣と十座がなるほど、といった様子でつぶやくと、いづみも続いた。

「バンドなら、ボーカルは万里くんで、ギターが十座くんと莇くんとか……？」

「いいッスね！　ベースが左京にぃで、俺っちがキーボード、臣クンがドラムとか！」

「意外と似合うかもな」

　太一の提案に、綴がうなずくと、左京が顔をしかめた。

「勘かん弁べんしろ」

「メイクっていうと、特とく殊しゆメイクとかも入るのか？」

「やったことないけど、調べればイケるかも」

　万里の問いかけに、莇が首をかしげながら答える。

「まあ、本格的なものじゃなくても、それっぽいメイクだったらアリだよな」

「特殊メイクなー」

　綴が考え込むように顎あごに手を当てる。

「ゾンビとか、アンデッドとかか」

「お前そのままでいけんじゃね」

　十座のアイデアに、万里が揶揄するように口を挟んだ。

「てめぇには言われたくねぇ」

「ああ？　俺の顔のどこがゾンビだ」

　睨にらみ合あう二人をよそに、臣が口を開く。

「異い邦ほう人じんの時みたいなハードな世界観になりそうだな」

「アクションばりばり入りそうでいいッスね！」

「なんか、面白くなりそうかも」

　太一や綴も乗り気で続ける。

「綴くん、何か思いつきそう？」

　いづみがたずねると、綴は明るい表情でうなずいた。

「っす。プロット作ってみます」

「よろしくね！」
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　その夜、綴はバルコニーでノートパソコンに向かっていた。昼間のミーティングの内容を受けて、ひたすらプロットをまとめる作業に没ぼつ頭とうする。

　と、バルコニーの扉とびらを開けて、莇が姿を現した。

　綴が気にせずタイピングを続けていると、後ろから莇がパソコンを覗のぞき込こむ。

「……なあ」

「ん？」

「……それ、脚きやく本ほんのプロット？」

　莇がパソコンの画面の方へ顎をしゃくると、綴がようやく手を止めてうなずいた。

「ああ。今まとめてるところ」

「リクエストとかしてもいいのか」

「リクエスト？　セリフ減らせとかは無理だぞ」

　綴が釘くぎを刺さすと、莇があきれた表情で否定する。

「そんなんじゃねーし」

「なんだよ。一応聞くだけ聞いてやる」

「クソ左京の役を敵てき役やくにしてくれ」

　軽い調子で促うながす綴に、莇は真剣な表情で告げた。

「は？」

「アイツ、稽古中でもネチネチうるせーし、敵の役だったらすげーやりやすくなりそう」

　心底嫌そうな莇を見て、綴が噴き出す。

「私し情じよう挟みすぎだろ。ま、一応考えてはみる。約束はしないけどな」

「よろしく」

　莇は小さく手を上げると、それ以上ジャマはしないとばかりにさっさと去っていった。

　その堂々たる後うしろ姿すがたを見送って、綴が口元をゆるめる。

「……ったく、入団早々脚本にリクエストとは。大物だよな」

　そして、ふと真顔になると、パソコンの画面に視線を落とした。

「敵役、か……」

　つぶやくと、さっきよりもスピードを上げてキーボードを叩き始めた。
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　夏より日は短くなったものの、学生組が帰ってくる時間はまだ明るい。一人、また一人と帰宅して談話室に人が増えてきた頃、万里が乱暴にドアを開けた。

「てめー、部屋に洗せん濯たく物もの置きっぱなしにすんなって言ってんだろうが！」

　冷蔵庫からおやつのプリンを取り出してきた十座を見つけるなり、吠ほえる。

「ああ？　まだ着んだよ」

「ふざけんな！　くせー汚お物ぶつ放置すんな！」

　十座が面倒そうに流すと、万里の勢いが増す。

「てめぇの方が整せい髪はつ剤ざいくせぇだろうが」

「ぶち殺す──！」

　万里が殴なぐりかかろうとした時、太一が談話室に駆かけ込こんできた。

「ヘルプッスー！　秋組集合！」

　焦あせった様子の太一に、談話室にいたいづみを始めとする秋組メンバーの視線が集中する。

「万ばんチャンも十座サンもケンカしてる場合じゃないッス！　一大事ッス！」

　太一が万里と十座の間に割って入ると、二人同時に首をかしげた。

「──なんだよ？」

「どうした？」

「実は明後日あさつて、俺っちの妹の幼よう稚ち園えんで芸術鑑かん賞しよう会があるんスけど……。予定してた劇団が急きょ事故で来られなくなったらしくて、このままだと中止になっちゃうって……。妹が毎年楽しみにしてるのに、中止なんて可か哀わいそうッス！　年長だから、今年が最後なんス！」

　悲痛な表情を浮かべる太一を、いづみが同情しながら見つめる。

「そうは言っても、劇団丸ごと来られないってことなら、代役に立つわけにもいかないし……」

「だから、秋組全員で公演したいッス！」

　太一が両手を合わせて叫さけんだ。

「って、幼稚園でか……？」

「俺たち秋組が……？」

「園児を相手に……？」

（いったいどんな公演をすれば……!?）

　万里、十座、臣、そしていづみが一いつ斉せいに困こん惑わくの表情を浮かべた。

「いや、このメンバーで行ったら、園児ぎゃん泣きだろ。兵ひよう頭どうなんか誘ゆう拐かい犯はんかと思われるぜ」

「お前の方が変態だと思われるだろ」

「ああ!?」

　十座の方へ顎をしゃくる万里に、十座が言い返す。

「ヤクザが幼稚園なんて行ってどうすんだ」

　左京もあり得ないとばかりに首を横に振ると、臣も頭を搔かいた。

「他の組の方が無難じゃないか？　夏組とか」

「園児が喜びそうだな」

「っていうかレベルが近いしな」

　莇と万里が臣の意見に同意する。

　どう考えても無理だという雰囲気を察したのか、太一が勢いよく頭を下げた。

「そこをなんとか頼むッス！　妹にいいとこ見せたくて、秋組連れてくるって言っちゃったッス！」

「でも、この強こわ面もて揃いじゃ、喜んでもらえないんじゃ……」

　いづみとしても力になりたい気持ちは山々だったが、善意が逆効果になりかねない。

　いづみの懸け念ねんに対し、太一は満面の笑みで胸を叩いた。

「園長先生に秘密兵器が借りられそうなんス！」

「秘密兵器……？」




　ファンシーな模様の壁かべに囲まれた空間で、いづみと秋組メンバーは甲高い歓かん声せいをあげる子どもたちに迎むかえられた。

「きゃ～！」

「どうぶつさん、いっぱ～い!!」

「かわいい～！」

（受けてる……さすが秘密兵器……）

　いづみたちの予想に反して、秋組メンバーの子ども受けは抜ばつ群ぐんだった。

　秋組メンバーが中に入ったウサギやクマやタヌキやオオカミ、リスといった動物の着ぐるみに子どもたちは大喜びで笑顔を見せる。

（一見、誰が誰だか、もはや秋組かどうかもわかんないけど……）

　怖こわがられないという点で、これ以上の方法はない。

『よ～し！　今日はみんなで果物狩がりに行こう！』

『ボクはお魚の方がいいなあ～』

　ウサギに扮ふんした万里が勢いよく片手を挙げると、クマに扮した十座が棒立ちでつぶやく。

『くまさん、魚は川に行かないと』

　莇演じるリスがクマの肩を叩くと、ウサギが小首をかしげた。

『にんじんはあるかな。ぴょんぴょん』

『にんじんはくだものじゃないタヌ～』

　妙な語ご尾びのタヌキを演じるのは太一だ。

『オレはおいしそうな赤ずきんを……』

　臣演じるオオカミがじゅるりとよだれを拭ぬぐう仕草をすると、子どもたちが一斉に声をあげた。

「ダメ～！」

「赤ずきん食べちゃダメだよ～！」

『おっと、間違えた。おいしそうな野イチゴでも探すかな』

　掛かけ合あいを通じて、子どもたちはぐいぐいと芝居に引ひき込こまれていく。

『ボクは木の実がいいな。チチチ』

『ガオー！　オレが先導してやる。みんなついてこい』

　リスが鼻をひくつかせながらきょろきょろ辺りを見回すと、左京演じるライオンが雄お叫たけびをあげながら、先頭で歩き始めた。

（着ぐるみのおかげで見た目がすごく幼稚園向きになった。声がみんな野太いけど……）

　子どもたちは動物たちにすっかり夢中で、キラキラと目を輝かがやかせていた。

　果物狩りに行く動物たちの珍ちん道どう中ちゆうという芝居が終わると、動物たちを子どもたちの拍手が包む。

「わ～！」

「面白かった～！」

「くまさん好き～！」

　待ちかねたように、今まで行ぎよう儀ぎよく座すわっていた子どもたちが、動物たちにまとわりつく。

「うさぎさん、だっこ～！」

「私も、私も！」

　抱だっこをせがまれた万里は、一人一人順番に抱だき上あげていった。自然と他の動物たちにも抱っこの大合唱が始まる。

（よかった。みんな大喜びだ！）

　いづみは子どもたちの笑顔を見て、ほっと胸を撫なで下おろした。

「たぬきさんだ～！」

「わわ、頭引っ張っちゃダメッス～！」

　やんちゃな男の子に頭を引っ張られた太一が、焦ったように頭を押おさえる。が、一足遅おそく、タヌキの頭がころりと床ゆかに転がった。

「あれ!?」

　突然人間の顔が現れて、男の子が驚いていると、近くにいた女の子が声をあげた。

「お兄ちゃんだ！」

「わわわ……！」

　太一が慌てて頭を拾い上げるも、時すでに遅し、太一の妹を筆頭に子どもたちがわらわらと太一を囲む。

「みーちゃんのお兄ちゃんだ～！」

「こっちは？　こっちは？」

　タヌキの中に太一がいたことから、子どもたちの矛ほこ先さきが他の動物に向かう。

「誰のお兄ちゃん？」

　そう言いながらクマの頭を容よう赦しやなく引っ張り始めた。

「──っ」

　子ども相手に振りほどくわけにもいかず、十座が必死で頭を押さえるが、子どもが数人がかりで全体重をかけてくるとさすがに持ちこたえられない。

「それは一番開けたらダメなヤツだ！」

　大人ですら怯ひるむ強面の十座を見たら、園児たちが驚いて泣きかねない。万里が思わず素すで突っ込むが、子どもたちはおかまいなしだった。

「お顔見せてー！」

「お顔ー！」

　十座が隙すきを見つけて駆かけだすと、すかさず子どもたちが追いかけ始める。

「死し守しゆしろ、兵頭」

「──っす」

　左京の言葉に十座は短く答えると、そのまま子どもたちとの追いかけっこに突とつ入にゆうした。

（みんながんばれ……）

　頭を必死でかばう動物たちに、いづみはそっとエールを送った。

　三十分後、ようやく子どもたちの前から退たい却きやくした秋組メンバーは、揃いも揃って疲つかれ果はてていた。

「本当にありがとうございました。みんなもすごく喜んでくれて、いい思い出になりました」

「いえ、こちらこそ。いい経験になりました」

　優やさしそうな幼稚園の先生に、いづみが代表して頭を下げる。

「……はぁ」

「マチソワ公演より疲れた……」

　莇がぐったりとした様子でため息をつけば、万里もうつろな表情を浮かべる。

「すごいパワーだったな」

「耳が痛ぇ」

　臣が苦く笑しようすると、十座も同意するように耳に手を当てた。

「……ふぅ」

　左京も疲れたようにため息をつく一方、太一はうれしそうに顔をほころばせた。

「みんな、お疲れッス。みんなのおかげで妹もすげー喜んでたッス！」

　太一の言葉を聞いて、秋組メンバーも苦労が報むくわれたとばかりに表情を和やわらげる。

「ああ、そうだ。これ、よろしければ、みなさんで召めし上あがってください」

　幼稚園の先生が思い出したように紙かみ袋ぶくろを差し出す。

「え？　そんな、お気き遣づかいなく……」

　いづみが慌てて遠慮しようとすると、幼稚園の先生は微笑んだ。

「いただきもののお菓か子しなんですよ。こんなものしかお渡わたしできなくて申し訳ないんですが……」

「いえ、ありがとうございます」

「菓子……」

　いづみがありがたく受け取ると、ぼそっと十座がつぶやいた。

「喜んでんじゃねぇよ。園児か」

　すかさず万里が突っ込む。

「誰がだ」

「それにしても、この被り物、効果抜群でしたね。これがなかったらどうなっていたか……」

　秘密兵器は伊だ達てではない、といづみがほめると、幼稚園の先生が眉まゆを下げて笑う。

「古いものですみません。もう使わないから処分しようと思ってたんですけど、お役に立って良かった」

「処分しちゃうんですか？　まだ使えるのに、もったいない……」

　いづみが思わずそう言うと、相手がはっとしたように口元に手を当てた。

「もしよろしければ、劇団で使われますか？」

「え？　いいんですか？」

「ええ、もちろん。活用していただけるなら、何よりです」

　願ってもない、とばかりに微笑まれ、いづみは大喜びで引き取りを申し出た。

「まさか幼稚園巡じゆん業ぎようでも始めるつもりじゃねぇだろうな」

「……なるほど」

　いづみの様子を見ていた万里がぼそっとつぶやくと、左京が、その手があったかと反応する。

「やめろ。マジで」

　莇は心底嫌そうに止めた。




　その夜、ＭＡＮＫＡＩ寮の廊ろう下かには、動物たちの行列ができていた。

「っていうか、この格好で帰ってくる必要あんのか」

　ウサギの着ぐるみを着たまま万里がぼやくと、先頭にいたいづみがうなずく。

「これが一番持ち帰りやすかったんだから、しょうがないよ。抱かかえると荷物になるし」

　道中はかなり注目を浴びたが、車がない以上致いたし方かたない。

　動物たちは談話室までたどり着くと、待ってましたとばかりに頭と体をはぎ取り始めた。

「……はぁ、息苦しかった」

「動きづらいから、運動にはなったな」

　汗あせを拭ぬぐいながら莇がソファに座すわり込こむと、臣も苦笑しながらオオカミの頭を床に置く。

「おかげで、着ぐるみでの動き方マスターしたッス！　今なら、着ぐるみのバイトもできそうッスよ」

「こんなくそ暑いの被るのは二度とごめんだ」

　太一が前向きな発言をすると、左京がげんなりとした様子でライオンの頭を放った。

「最年少組、倉庫にしまってこーい」

　万里がウサギの頭を放り投げると、莇と太一が顔を見比べた。

「最年少って……」

「俺っちとあーちゃんッスか!?」

「頼むぞ」

　十座からクマの頭を手て渡わたされて、太一がショックを受けたように目をむく。

「これが上下関係……！　年ねん功こう序じよ列れつ縦たて社しや会かい……！」

「めんどくせー……」

　莇は悪態をつきながらも、動物たちの残ざん骸がいを拾い上げ始めた。

　両手いっぱいに動物の頭を抱えた太一は、莇を倉庫の中へと案内した。

「倉庫はここ。小道具とか、全部ここにしまってあるッス」

「ふーん……」

　莇が興味なさそうに返事をすると、太一が倉庫の隅すみに動物たちの頭を置く。

「着ぐるみはこの辺に積んどけばいいかな」

　太一に倣ならって莇も持っていた着ぐるみを積み上げていくと、太一が思い出したように声をあげた。

「そういえばさ、あーちゃんのポートレイト良かったよ」

「どーも」

「あれ見て、思い出しちゃった」

　太一がわずかに笑うと、莇が不思議そうに太一の顔を見た。

「何を？」

「実はさ、俺っちも一回だけ家出したことあるんだよね」

　太一は秘密を打ち明けるように、そっと話しだした。
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　五歳さいの頃ころ、ずっと大好きだった隣となりの家の女の子が突とつ然ぜん引ひっ越こしてしまった。

　引っ越し当日はわんわん泣いて、しばらくふさぎ込こんでいた俺おれを、母親は小学校に行ったら友達もたくさんできるよと言ってなぐさめた。

　俺はまたその女の子に会えるかもしれないって信じて、小学校にあがった。

　でも、彼かの女じよはいなかった。

　小学校には勉強のできる子、運動のできる子、話の面おも白しろい子、人気者たちがたくさんいて、自分はそっち側じゃない影かげの薄うすい人間なんだって初めて気づいた。

　なかなか友達もできなくて、さびしくて……そんな時いつも思い出すのは、隣の家の女の子のことだった。

　それで、思い切ってあの子に会いに行くことにしたんだ。親には反対されるから、当然ナイショ。親同士が話してるのをなんとなく聞いてたから、引っ越し先の駅の名前だけは知ってた。

　お年玉を軍資金に、初めて一人で切きつ符ぷを買って、電車に乗った。駅員さんにおばあちゃんのところに行くってウソをついて、乗のり換かえの仕方も教えてもらった。

　でも、肝かん心じんの駅まで着いたところで、そこからどこに行けばいいかわからなくなった。

　右を向いても左を向いても、全然知らない景色。通り過ぎるのは知らない人の顔ばかり。俺はその時、学校にいる時の比じゃないくらい猛もう烈れつにさびしくなって、わんわん泣きだした。

　声をかけてきてくれたおばさんに交番まで連れていかれて、名前や電話番号を言ったら、しばらくして両親が迎むかえに来た。

　帰りの車でいっぱい怒おこられたけど、家出の理由を話したら笑われた。

「あの子にその泣き顔を見せるつもりだったの？　笑われちゃうわよ」

　って言われて、すごく恥はずかしくなって後ろを向いた。車のリアウィンドウから、あの子が住む街をずっと眺ながめてた。

「太た一いちが胸を張ってあの子に会えるようになったら、会いに行きなさい」

　父親にそう言われて、ただ黙だまってうなずいた。

　友達をいっぱい作って、クラスの人気者になって……もしそんな自分になれたら、今度こそ胸を張って会いに行こう。俺がその女の子と離はなれてからどんなことをしてたのか、たくさん話してあげるんだ。

　そう決心した後はもう振ふり返かえらなかった。俺が前に進むきっかけをくれたのが、あの家出だ。
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「……で、その相手とはどうなったんだよ」

　莇あざみにたずねられて、太一は自じ嘲ちようするように笑う。

「へへ、ずーっと会えないまま。胸を張って会える自分になりたかったのに……俺は方法を間ま違ちがえちゃった」

「どういう意味？」

　怪け訝げんそうな莇から、太一はそっと視線をそらした。

「同じ秋あき組ぐみになったあーちゃんにも、ちゃんと話しとかないとな。俺がみんなを裏切っちゃったこと……」

　そう言って、太一は自分がもともとはＧＯＤ座という劇団の団員で、スパイとしてＭＡＮＫＡＩカンパニーに入団した話を始めた。

　ＧＯＤ座の主しゆ宰さいから命じられて、ＭＡＮＫＡＩカンパニーの公演を台無しにするために、様々な妨ぼう害がい工作を行ったことも包つつみ隠かくさず打ち明ける。

　莇は太一の話をじっと黙だまったまま聞いていた。

「……あの時のこと、俺は一生悔くやむと思う。忘れられないし、忘れちゃいけない」

　太一はいつになく真しん剣けんな表情でそう告げると、ぎゅっと拳こぶしを握にぎり締しめた。

「もう誰だれも気にしてねーだろ。アンタらの間にわだかまりがねーことくらい、外から見てりゃ、わかる」

　莇がフォローするようにそう言うと、太一が口元をゆるめる。

「へへ、ありがと、あーちゃん。みんなが俺っちを許してくれて、受け入れてくれてるのはわかるんだ。だからこそ、俺っちはそれに甘あまえないで、秋組のみんなのために誰よりもがんばりたい。それが俺っちのみんなに対する恩返しだから」

　表情を引ひき締しめてそう告げると、ふと思い出したように続けた。

「てかさ、もうあーちゃんも、俺っちたちの中にいるじゃん。『外から見て』じゃないっしょ！」

「言葉のあや？　みたいなもんだろ」

　水みず臭くさいと主張されて、莇がぎこちなく返す。

「改めてよろしくッス！　はい、握あく手しゆ！」

「……はいはい」

　太一が勢いよく手を差し出すと、莇は面めん倒どうそうにそれに応えた。

「あ、そうだ！　ちなみにあーちゃんの初はつ恋こいは!?」

「は……？」

　自分の初恋話をしたことで思いついたのか、太一が問いかけると、莇がぽかんと口を開ける。

「最近の中学生は進んでるからなー。ファーストキス済ませちゃった!?」

　太一が興きよう味み津しん々しんといった表情で迫せまると、莇の顔が見る間まに赤く染まった。

「そ、そーゆーのは結けつ婚こんしてからだろーが！」

「!?」

　真っ赤な顔で主張されて、太一が面食らった表情になる。

「まずは、お付き合いする前に両親に挨あい拶さつして、二人でデートして、婚こん約やくしてから、手をつないで……って順番があんだろ！」

「え、ええー……あーちゃんって、見かけによらず意外と……もしかして、左さ京きようにぃの教育……？」

　大人びた外見や態度に似合わず純情な一面を見て太一が戸と惑まどっていると、莇はくるりと踵きびすを返かえした。その耳はまだ赤い。

「もう行くぞ！」

「あ、待ってよ、あーちゃん！」

　足音高く倉庫を出て行く莇を、太一が慌あわてて追いかけた。
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　秋組の午後稽けい古こを終えて、二階の稽古場から談話室に向かう途と中ちゆう、いづみは廊ろう下かに不ふ審しんな人ひと影かげを見つけて足を止めた。

　フルフェイスのヘルメットをかぶった男は、顔が一いつ切さいうかがえず怪あやしいことこの上ない。

　いづみが思わず怯ひるんでいると、すぐ後ろにいた太一がおずおずと声をかけた。

「だ、誰ッス……？」

　ヘルメットの男はいづみたちを振り返るも、何も言葉を発さない。

「あ、あの、関係者以外立ち入り禁止なんですけど──！」

　いづみが意を決してそう声をかけると、ヘルメットの男はゆっくりといづみたちの方へ近づいてきた。思わず一歩後ずさりする。

「ま、まさか、強ごう盗とう!?」

　太一が青ざめた時、後ろからやってきた左京があきれたように口を開いた。

「こんな貧びん乏ぼうなとこに強盗に入ってどうすんだ」

「でも──」

　いづみがおろおろと左京を振り返った時、ヘルメットの中からこもった声が聞こえてきた。

「あ、アニキ～！」

「その声は……迫さこ田だサン？」

「へ？　そうっすよ？」

　太一があっけにとられた表情で問いかけると、ヘルメットの男がのんきに答える。

「そんなもんかぶってるから、みんなビビってんだろーが」

　唯ゆい一いつ正体を知っていた左京がヘルメットを指し示すと、迫田がようやく気づいたように声をあげた。

「あ！　そっか、ヘルメットだと顔が見えないっすね！」

　そう言ってヘルメットを取ると、同じようにバイクに乗る臣おみが興味をひかれたように声をかけた。

「迫田さん、バイク乗るんですね」

「へへ！　先せん輩ぱいに譲ゆずってもらったっす」

「何ｃｃですか？」

「よくわかんねーっすけど、すげー速くていかつくて、かっけーっす！　こっち来て、おれのアニキ号見てくだせぇ！」

　迫田が得意げに玄げん関かんの方へと手招きすると、左京があきれた表情を浮うかべた。

「なんでアニキ号なんだよ」

「強そうだからっす！」

　そう言って玄関ドアを開けると、寮りようの前にこぢんまりとしたバイクが停とまっていた。

「って、これ……原げん付つきバイク？」

　さっきの口ぶりから、さぞかし大きなバイクなのだろうと思っていただけに、いづみは拍ひよう子し抜ぬけしてしまう。

「50ｃｃですね」

「そうなんすか？」

　臣の言葉を聞いて、迫田が感心したようにうなずく。

「てっきりもっとごついバイクかと……」

「しかもボロいな」

「ひどいっす！」

　太一の率そつ直ちよくなつぶやきに、左京の辛しん辣らつな感想が続いて、迫田は眉まゆを下げた。

　いづみたちは迫田のバイクを見てから、改めて談話室へと向かった。

「きゃあああ！」

　不意に、支配人の悲鳴が聞こえてくる。

「今度は何!?」

　いづみが駆かけ寄よると、支配人が小刻みに震ふるえながら談話室のドアを指し示した。

「ドアの隙すき間まに人が……！　隙間男が……！」

「隙間男？」

　見れば、ドアの隙間に人が挟はさまれている。

「……あ……う……」

　顔は室内の方に向いていて見えないが、その後頭部にも服にも見覚えがある。

「綴つづるくん!?」

「え!?」

　いづみが叫さけぶと、支配人が目を見開いた。

「支配人、これ綴くんですよ！　引っ張り出してください！」

「は、はい！」

　いづみは支配人に指示すると、挟まった綴を一いつ緒しよに救出した。

　秋組メンバーの協力も得て、談話室のソファに寝ねかせると、綴はすぐに健すこやかな寝ね息いきを立て始めた。

「ぐうぐう……」

「隙間に埋うまるとは、新しいパターンだな」

　綴は執しつ筆ぴつ期間は不ふ眠みん不ふ休きゆうで作業するため、毎回書き上がった瞬しゆん間かんに倒たおれる。その倒れ方は回数を重ねるごとにバリエーション豊かになっていて、臣が感心したようにつぶやく。

「廊下で力ちから尽つきつつも、倒れるのは自力で免まぬがれたってことか」

「頭打つと危ないからね……」

　しみじみとした万ばん里りの言葉に、いづみもうなずく。

「とにかく、配役決めていくぞ」

「そうッスね！」

　左京が綴の持っていた台本を取り上げると、太一が元気よく返事をした。

　台本はすぐにコピーされて、配られた。

『ＤＥＡＤデツド／ＵＮＤＥＡＤアンデツド』と題された今回の脚きやく本ほんは、アンデッドと戦うハンターの物語だった。ハードな世界観にバトルシーンも満まん載さいな、秋組らしい痛快アクションだ。

「主演の、人間の味方をするアンデッド、アベル役は莇くん。準主演のハンター、イヴァン役は万里くんで決まりね」

「うぃーっす」

「わかった」

　最初に予定していた通りの配役を告げると、万里と莇がうなずく。

「次は、アンデッドの親玉であり、アベルの父親、ビル役だけど……」

　いづみが配役のページを見つめながら思案げに切り出すと、どこからともなく声が聞こえてきた。

「……ビルは……古ふる市いちさん……」

　きょろきょろと辺りを見回すと、臣が綴を見下ろす。

「綴、起きたのか？」

「……ぐうぐう」

　臣の問いかけに返ってくるのは寝息ばかりで、綴の瞼まぶたは閉じたままだ。

「寝ね言ごとか？」

「いや、あて書きってことじゃないっすか」

　左京の問いかけに、十じゆう座ざが答える。

「まあ、莇くんの父親役だし、年ねん齢れい的にも左京さんがいいのかな」

「クソ左京が父親かよ……まあ、敵の役だからいいけど」

　いづみの言葉を聞いて、莇は一いつ瞬しゆん嫌いやそうな顔をしたものの、すぐに納なつ得とくした。

　左京も小さく鼻を鳴らすだけで反対しない。

（綴くん、二人の関係を親子みたいだって思ったのかな……）

　いづみが綴の考えを推測していると、万里が口を開いた。

「賞しよう金きん首くびのアンデッド、レッド役はどうする？」

「イヴァンの弟の仇かたきだな」

　十座が考え込むように告げると、太一が臣の方へと視線を送る。

「やっぱ、臣クン？」

「だな」

　左京もあっさりとうなずいた。

「なんだか、悪役続きだけど……」

　いづみが懸け念ねんを示すが、臣は特に不満はない様子でうなずいた。

「構わないぞ。アクションシーンも多そうだしな」

「臣くんなら安心だね」

　普ふ段だんは穏おだやかな臣だが、公演を重ねる中で凄すごみのある芝しば居いがうまくなった。体格も立派なだけに、主人公たちの大きな障害となる敵かたき役やくはまさにハマり役だ。

「残りはイヴァンの弟ロイと情報屋のドギーか」

　左京が太一と十座を見比べると、万里が十座の方へ顎あごをしゃくった。

「俺の弟にこんなでけーの無理だろ」

「ああ？　てめーみたいなのが兄なんてお断りだ」

「それはこっちのセリフだ！」

「たしかに、双ふた子ごっていう感じになっちゃうよね……」

　言い争う二人を見ながら、いづみがつぶやく。

「セリフも幼い感じだし、太一がいいんじゃないか」

「そうだな」

「了りよう解かいッス！」

　臣と左京から指名され、太一は笑え顔がおで請うけ負おった。

「ドギー役は十座くんお願いね」

「っす」

　いづみが頼たのむと、十座が短く応える。

「よし、それじゃあ、さっそく今日の稽古から読み合わせを始めよう！」

　いよいよ公演の稽古が始められるとあって、いづみはウキウキした気持ちでそう声をかけた。




『だったら、あんたは用なしだ──』

　莇が父であるビル役の左京に向けて、言い放つ。

『──くっ』

　左京が倒れ、莇がとどめを刺さそうとした瞬間、万里が声を発する。

『アベル、下がれ！』

『──っ』

　莇が飛とび退しさって避よけたところで、左京がにやりと笑った。

『惜おしいな。エサのくせに、頭が回る』

　莇の芝居をじっと見つめながら、いづみは内心感かん嘆たんした。

（莇くん、セリフ回しはつたないけど、左京さんへのリアルな敵対心がセリフに乗ってて、つたなさをカバーしてる。険悪な二人でどうなるかと思ったけど……意外といい感じだな）

『イヴァン、そいつは俺の獲え物ものだ』

　殺意をむき出しにして唸うなるように莇が言い放つと、万里が面白そうに笑う。

『調子出てきたみたいだな。でも、俺も借りを返さなきゃならねぇからな──！』

『ちっ』

　左京は舌打ちをして万里の攻こう撃げきを避けた。

『はああ！』

『──っ』

　続けざまの莇の攻撃に、左京が押おされる。

　いづみは全身で左京に対する敵意を表す莇を見つめながら、思案げに腕うでを組んだ。

（これはこれでいいんだけど……同じ舞ぶ台たいに立つ以上、ちゃんと信しん頼らい関係も結んでもらわないとな。今後、芝居の幅はばも広がらないし……）

　バトルシーンはこれで良くても、このままでは父に対する感情の揺ゆれを表現するような芝居はできないだろう。何より役者同士のコミュニケーション不足は、芝居を深める際に障害となる。

　いずれ解決しなければならないと、いづみは頭の隅すみに置いた。




　脚本が仕上がると、衣い装しようやフライヤーデザインの作業も進んでいく。

　いづみが談話室のダイニングテーブルでコーヒーを飲んでいると、幸ゆきがスケッチブックを手に近づいてきた。

「衣装なんだけど、世界観的にはこんな感じでいい？」

　スケッチブックに描えがかれたデザイン画を見て、いづみが感嘆の声を漏もらす。

「わあ、カッコいいね！」

　荒こう廃はいした世界観にふさわしく、近未来のシャープさとワイルドさが入り混じった感じだ。

　興味をひかれたように、近くにいた綴も覗のぞき込こんできた。

「雰ふん囲い気きは異い邦ほう人じんよりも未来っぽくない感じがいいかもな」

「オッケー」

　綴の注文を受けて、幸はすぐにペンを走らせ始めた。

「メイクはこの衣装に合わせた感じでいいんだよな？」

　同じように近寄ってきた莇がデザイン画を見ながらたずねると、綴がうなずく。

「ああ。アンデッドと人間の差がわかりやすい方がいいと思う」

「ただ、あんまり大げさにやりすぎると主演が目立たなくなっちゃうから、ほどほどにね」

「わかった」

　いづみが付け加えると、莇が短くうなずいた。

「じゃあ、衣装でも、もうちょっと差を出そうかな……。この辺の材質こだわりたいんだけど……銭ぜにゲバヤクザとの戦いになりそう」

　幸が思案げにデザイン画を見つめると、莇が、す、と目を細める。

「俺も加か勢せいする」

「助かる」

　短い言葉で、幸と莇の視線が交わった。それだけでタッグが組まれたことが伝わってくる。予算という同じ枠わく組ぐみの中で仕事をする立場上、通じ合うものがあるのだろう。

「新たなる毒どく舌ぜつコンビ結成か……」

「最さい恐きようの組み合わせだね……」

　綴といづみが複雑な表情で二人を見つめていると、幸と莇が同時に振り返った。

「何？」

「誰が？」

「いや、なんでもない」

　綴は慌ててごまかすように手を振ふった。

（左京さんとの予算をめぐる戦いが激しさを増しそうだな……！）

　いづみが言葉に出さずにそう考えていると、談話室のドアを開けて一かず成なりが現れた。

「アザミン、ゆっきー！」

　莇と幸の姿を見つけるなり、うれしそうに近寄った。

「聞いて、聞いて！　テンアゲグッドニュースだよん！　うちの天あま美びの文化祭で友達がファッションショーやるんだけどさ、今、ヘルプの人材募ぼ集しゆうしてるんだって！　二人とも、ヘアメイクとスタイリングで手伝っちゃわない？　うちの学校のファッションショー、アパレル関係の人も見に来るし、レベル高いから、経験積めるチャンスでしょ！」

「ファッションショー……」

　莇が興味をひかれたようにつぶやくと、一成がさらに付け加えた。

「ちなみにセッツァーもモデルで出るよん」

「へー、すごいね！　二人とも面白そうだから、行ってみたら？」

　いづみが勧すすめると、幸はまんざらでもない表情を浮かべ、莇もすぐさまうなずく。

「……まあいいけど」

「行く」

「決まりー！　詳くわしいことはまた連れん絡らくするね！」

　一成は楽しげにひらひらと手を振った。
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　芸術系の学科が集まる天鵞絨びろうど美術大学の学園祭は、入口ゲートの装そう飾しよくからして、他の大学と一味違ちがっていた。舞台の大道具のような完成度で、学生たちのレベルの高さがうかがえる。

　一歩中に足を踏ふみ入いれれば、あちこちの屋台から呼よび込こみがかかる。

「たこ焼きいかがですかー」

「冷たい飲み物ありますよー」

「出店がいっぱい出てる」

　いづみは興味深げにきょろきょろと辺りを見回した。屋台の看板も独特で、構内はちょっとしたアミューズメントパークのようだ。訪おとずれている人の数も多く、活気がある。

「にぎやかだねー！」

　斑いか鳩るが三み角すみがニコニコしながら、先頭を歩く。

「大学の文化祭って、規模が大きいですね。うちとは全然違う」

「いや、大学ごとに結構違うぞ。天美は美大だけあって、ディスプレイが凝こってるな」

　感心したような椋むくの言葉を聞いて、臣が自分の通う葉よう星せい大学と比ひ較かくする。

「毎年、学生はみんな気合い入れるからね～」

「たしかに、プロのイベントみたいだよね」

「流石さすが、天美の文化祭だな」

　一成の説明に、椋と天てん馬まがうなずいた。

「天馬くんは文化祭には参加できてるの？」

　いづみがたずねると、天馬があっさり首を横に振った。

「まともに参加したことない」

「オレも～」

「そうなんだ。じゃあ、今日はいっぱい楽しまないとね」

　天馬に三角が続いたのを見て、いづみは微ほほ笑えみかけた。

「今日は春はる組ぐみとか冬ふゆ組ぐみのメンバーは来なかったんだな」

　一行の顔ぶれを見ながらつぶやく十座に、いづみがうなずく。

「誘さそってみたんだけど、バイトとか仕事で忙いそがしいみたい。綴くんは里帰り中だし。みんな、万里くんのモデル姿見たがってたんだけどね」

「それなら、しっかり写真撮とっておかないとな」

　臣はそう言って、肩かたに下げたカメラバッグを軽く持ち上げた。

「みんな、見たいところあったら言ってね。エスコートしちゃうからさ」

　一成がそう声をかけた時、椋が思い出したように口を開いた。

「あ、そうだ。幸くんと莇くんに差し入れを渡わたしたいんだけど……今は本番前で忙しいかな？」

「んー、渡すだけなら大だい丈じよう夫ぶかも。こっそり様子見に行ってみよっか」

「うん」

　一成が首をかしげながら答えると、椋が笑顔でうなずいた。




「おじゃましまー」

「お邪じや魔まします……」

　一成と椋を先頭に、ファッションショーの準備が進むバックヤードに足を踏み入れる。

　足早に動き回るスタッフが、目の前を猛もうスピードで通り過ぎていった。

「時間ないから急いで！」

　その後もモデルやスタッフが慌あわただしく行きかい、中の雰囲気は殺気立っていた。

「誰かハサミ取ってー！」

「リボン知らない!?」

（すごい……戦場だ……）

　華はなやかで優ゆう雅がなショーからは想像できない。

「こっちメイクお願い！」

「っす」

　莇の声がしたかと思うと、莇は真剣な表情でモデルにメイクを施ほどこしていた。
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「次の衣装は!?」

「裾すそ上あげ終わってる」

　幸も大学生のスタッフと一緒に立ち働いている。

（莇くんも幸くんもがんばってるな……大学生に交じってもちゃんと働けてる）

　いづみは感心しながら二人の様子を見つめた。

「お、監かん督とくちゃんじゃん」

　声に振り返ると、立っていたのは万里だった。

「万里くん!?」

　ただ、いつもと雰囲気が違っていて、思わず語ご尾びに!?マークがついてしまう。服装と髪かみ形がたが変化するだけで、印象がガラリと変わる。

「なんだ、その格かつ好こう」

「やべー！　セッツァーかっけー！」

　十座が不審そうに眉まゆ根ねを寄せる一方、一成は手放しでほめる。

「モデルさんみたいですね！」

「モデルだからな」

　椋の素す直なおな感想を聞いて、万里が口元で笑った。

「みんな忙しそうだな」

「あー衣装がギリギリで仕上がったり、大急ぎで直したりでバタバタしてる。そもそもショーの時間内でメイクも変えないといけないからなー。時間との勝負って感じ」

　辺りを見回す天馬に、万里が説明してやっていると、幸が足早に近づいてきた。

「万里、出番」

「っと、行ってくるわ。完かん璧ぺきなウォーキング見てけよ？」

「がんばってね！」

　にやりと笑って去っていく万里に、いづみが声せい援えんを送った。

　と、スタッフの一人が一成の名前を呼んだ。

「あ、カズくん、ちょっといい？」

「ん？　何、何？」

　一成は軽い足取りで相手に歩み寄りながら、いづみたちを振り返った。

「あ、もうすぐ始まるからさ、カントクちゃんたちは席に行った方がいーよ。差し入れはオレが渡しとくからさ」

「うん、わかった」

　いづみは一成にうなずくと、来た時と同じようにそっとバックヤードを後にした。

　席に戻もどると、間もなくショーが始まった。

　数人のモデルに続いて、万里がランウェイに現れる。

　堂々とウォーキングする姿は、舞台の上で芝居をしている時と同じように違い和わ感かんがない。あくまで服が主役であることを意識して、観客の目を引き付けていく。

（すごいな……こうやってランウェイ歩いてる姿見ると、本物のモデルにしか見えない……。万里くん、大学で身しん体たい表現を勉強し始めてから、自分の見せ方がさらにうまくなった気がする。演劇のこと、本気で学んでる証しよう拠こだよね……なんだかうれしいな）

　いづみはそんなことを考えながら、万里の晴れ姿を見守った。
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　ショーが終わりに近づく頃、ようやくバックヤードには落ち着きが戻ってきた。

「……ふう」

「はぁ……あとは衣装替がえないよね。やっと休める」

　莇と幸が同時にため息をついて部屋の隅に座すわり込こむと、さっき一成を呼び止めた男が近づいてきた。

「お疲つかれさまー」

「……お疲れっす」

「お疲れさまデス」

　ぐったりしている莇と幸とは対照的に、場数を踏ふんでいるらしい男の表情には、まだ余よ裕ゆうがある。

「二人とも若いのにすごいねー。助かっちゃったよ。カズくんに聞いたけど、メイクのキミ、まだ中学生なんだって？　見た目もそうだけど、その腕も中学生のレベルじゃないよな」

「……あざっす」

「どっかで修しゆ業ぎようしたとか？」

「いや、独学で」

　莇の言葉を聞いて、男がわずかに目を見開いた。

「独学？　すごいな。俺、ここのＯＢでフリーのヘアメイクやってるんだけどさ、中学卒業したら、俺のアシスタントのバイトする気ない？」

「……え？」

「へぇ。良かったじゃん」

　面食らって言葉を失う莇に、幸がにやりと笑う。

「今回みたいなお手伝い感覚でいいし、プロ直結の近道だよ。キミの場合、腕も問題ないし、色々経験させてあげられると思う」

　莇は何かを言いかけるように口を開いた後、結局そのまま口を閉ざした。その表情は暗く、沈しずんでいる。

「やってみれば？」

　幸が勧めるも、莇はゆっくりと首を横に振った。

「……いや、いい」

「……え、そう？」

　男が意外そうに眉を上げる。

「……色々、やらないといけないことがあるんで」

「残念だな。もし時間ができたら、連絡して。これ、名めい刺し」

「……あざっす」

　男は残念そうに微笑むと、莇に名刺を渡して去っていった。

「もったいない。オレだったら絶対飛び付くけど。プロの技術盗ぬすむチャンスじゃん」

　幸が肩をすくめてみせると、莇はぎゅっと拳を握り締めた。

「……そんなこと、俺だってわかってる」

「ふーん……？」

　幸は悔くやしげな表情を浮かべる莇をちらりと見たが、それ以上何も聞かなかった。

　そんな二人のやり取りを、一成が少し離れた場所で見つめていた。




　ショーが終わった後、莇は構内のベンチに腰こしを下ろした。何か思いつめた表情で、空を見つめる。

　と、突然目の前にビニール袋ぶくろがぶら下げられた。

「じゃじゃーん!!」

　いつの間にか背後に立っていた一成を、怪け訝げんそうに振り返る。

「リアクション薄い……！　そこは、もうちょっと驚おどろいてくれないと！」

「何？」

　大げさに嘆なげく一成に、莇はあくまで淡たん々たんと問いかけた。

「今日手伝ってくれたお礼を渡そうと思ってさ──」

　一成は気にした様子もなく、ガサガサとビニール袋を広げると、中から次々にプラスチックの器うつわを取り出した。

「はい！　たこ焼き、お好み焼き、焼きそば、クレープ、じゃがバタ、かき氷、フランクフルトに大判焼き！」

「多すぎだろ」

　あっという間にベンチの上が食べ物でいっぱいになったのを見て、莇が突つっ込こむ。

「えー？　ちょっと足りないかなと思ったのに」

「こんなに食わねぇよ」

「んじゃ、一緒に食べよ」

　一成はそう言って隣に腰こしかけると、莇にお好み焼きを手て渡わたした。

「……あざっす」

　莇もお腹なかは空いていたのか、素直に受け取ると、割わり箸ばしで食べ始めた。

「ファッションショーどうだった？」

「すげー忙しかった」

　一成がたこ焼きを食べながらたずねると、莇が力を込こめて答える。

「戦場だよねー。でも大成功だったじゃん」

「見る余裕なかった」

「あ、そっか……」

　一成が同情するように莇を見た後、思いついたように声をあげた。

「そーだ！　インステいっぱい撮ったから後で見せてあげる。会場大盛り上がりだったよん！」

「……まー、裏方も楽しかった。普段あんな大量のモデルにメイクする機会なんてないし」

　いつになく楽しげに表情をゆるませる莇を見て、一成も優やさしく微笑む。

「良かったね！」

「紹しよう介かいしてくれてありがと」

「どういたしまして～！　そういや、アザミンさ、さっきのバイトの話、どーして断っちゃったん？　バイトくらい、劇団とも学校とも両立できるっしょ？」

　莇はお好み焼きを食べていた手を止めると、視線を落とした。

「将来どうするか迷ってるとか？」

　一成が首をかしげると、莇は少しためらった後口を開いた。

「……なんとなくわかんだろ。うち、ヤクザだから。跡あと目め継つげとしか言われねぇし」

「でも、メイクの経験積みたいって言ってたじゃん。本当はそっちの方に進みたいんじゃないの？」

「進みたくたって、どうしようもねーだろ。俺以外に継ぐ奴やついねーんだから」

　わずかに苛いら立だったように、莇は早口で答える。

「でもさ、本気で目指したいんだったら──」

　食い下がる一成の言葉を、莇は途中でさえぎった。

「──俺だって、どうしてぇのかわかんねーよ」

「アザミン……」

　莇の心の内を表すように、瞳ひとみが揺れる。それを見て、一成が口をつぐんだ。

「ずっと親おや父じの後継げって言われて育ってんだよ。俺だって、ヤクザの家に生まれて、他の仕事なんてできないと思ってる。それでも、メイクすんのが楽しくて、反はん抗こうして家まで出たのに、まだ中ちゆう途と半はん端ぱな気持ちで迷ってる。俺おれ自じ身しんが一番意味わかんねーよ」

　吐はき出だすように言い捨てると、ぎゅっと唇くちびるを嚙かみ締しめる。

　一成はバツが悪そうに微笑んだ。

「……お節せつ介かいでゴメン。でも、家出までしてるのに、アザミンが吹ふっ切きれないのはさ、やっぱり家のことも大切だからだよね」

「別に、あんな家……。たしかにケンさんとか、銀泉会の奴らのことは嫌きらいじゃねぇけど。クソ左京とクソ親父以外……」

　否定する莇の声は力ない。

「夢のために家を捨てるのも、家のために夢を諦あきらめんのも、アザミンにとってはどっちも同じくらい重いんだよね。だから、選べないし、決断できない」

　一成がしみじみと言うと、莇は何も答えなかった。

「オレもさ、ちょっと前まですげー将来のことで悩なやんでたから、わかる気がする」

　そう言って微笑む一成の表情はただただ優しい。

「アンタはちゃんと決めたのか」

　莇が一成を見ると、一成がうなずいた。

「うん。気づいたのは最近なんだけど、選ばない選せん択たくもあるのかなって」

「選ばない？」

「どっちかだけ捨てずに、選ばずに、全部手に入れるって方法！　アザミンもさ、そういう道を見つけられたら１００ええな！」

「どっちも……」

　莇が考え込むように地面を見つめると、一成は照れたように笑った。

「えへへ、なんか語っちゃって恥ずかしー！　じゃ、オレ、展示の手伝いもあるから、もう行くね！」

　そう言って立ち上がる。

「ああ」

　莇は去っていく一成を見送った後、じっと自分の手を見下ろした。

　ヤクザの家も、メイクの夢も、どちらも手に入れる道──一成の言葉によって、新たな道が莇の中に生まれようとしていた。




　日が沈む頃、莇は一成たちより一足先に天鵞絨美術大学を出た。

　オレンジ色に染まる街中を莇が一人歩いていると、突然乱暴に肩を摑つかまれた。

「──待てよ」

　振り返ると、見るからにガラの悪い学生が三人立っている。

「よーやく見つけたぜ」

「……あ？」

　にやにやと笑う学生の一人を、莇が睨にらみ付けた。

「……またやられに来たのかよ」

　並んでいる顔に見覚えがあることに気づいて、バカにしたように告げる。

　以前、莇に絡からんであっさりやられた高校生たちだった。

「は！　そんなよゆーこいていられんのも今のうちだ」

「ヤクザのボンボンなんて怖こわくねぇんだよ！　こっちも助すけっ人と連れてきたからな」

「こいつ、やっちまってくださいよ」

　芝居に出てくる三さん下したのようなセリフと共に、一人の学生に頭を下げる。

「なんだよ。こんなの一人に負けたのか？　だっせー」

　そう言いながら前に出てきたのは、大おお柄がらな学生だった。他の高校生より縦にも横にも一回り以上大きい。

「……誰だよ、アンタ」

「この人の親父は龍りゆう天てん会かいの幹部なんだぜ。隣となり町まち締しめてる会だ！」

　莇の質問に、三下風の高校生が得意げに答える。

「……知らねぇ」

「てめぇがどこの会長の息むす子こだか知らねぇが、格の違い教えてやんよ！」

　殴なぐりかかってきた大柄な学生を避けて、その太い腕を摑んだ。そのままくるりと身をひるがえして、ひねり上げる。

「──うわっ」

「だ、大丈夫っすか!?」

「──動くな。骨折れるぞ」

　三下高校生が慌てて加勢に来ようとするのを、莇が短く制する。

「──ひっ」

　悲鳴をあげる大柄な学生の腕を、莇がギリギリとさらに締しめ上あげた。学生の顔から血ちの気けが引いていく。

「……家のこととか関係ねぇだろ。俺とてめーのどっちが強つえぇか、思い知らせてやるよ──」

　莇の目に暗い影が落ちる。莇の手にさらに力がこもり、大柄な学生が苦く悶もんの表情を浮かべた時、誰かが莇の腕を摑んだ。

「──やめとけ」

　莇が振り返ると、いつの間にか十座が立っていた。真剣な表情で莇を見つめている。

　莇は静かに大柄な学生を解放した。

「誰だ、てめぇ──」

　凄む高校生を、十座が睨み付ける。その目は怒いかりに満ちていた。

「中ちゆう坊ぼう一人に結構な人数じゃねぇか。あぁ？」

　十座の顔をまじまじと見つめた高校生の表情が変わる。

「──ひょ、兵ひよう頭どう十座!?」

「誰だよ、兵頭って？」

　大柄な学生が腕をさすりながらたずねる。

「百戦百勝、伝説のヤンキーっす！　こいつだけは敵に回すとマズいっす！」

　高校生たちが後ずさりしながら叫ぶと、大柄な学生は一人眉を顰ひそめた。

「はぁ？　そんなもん──」

「いいから、行きましょう！」

　高校生は完全に逃にげ腰ごしで、大柄な学生の腕を引っ張る。

「ちっ──」

　大柄な学生は舌打ちをすると、他の高校生たちと共に逃げていった。

「……伝説のヤンキー」

「忘れろ」

　残された莇がぽつりとつぶやくと、十座は気まずそうに横を向いた。

　自然とそのまま二人で帰き途とにつく。

　やがて川沿いにたどり着いた。ゆっくりと夜の青に染まり始める土手を、莇と十座が無言で歩く。

「……アンタ、相当有名人らしいな」

　ふと思い出したように、莇が口を開いた。

「知らねぇが、この顔が虫よけくらいには役に立つみてぇだ」

「別に助けなんかいらなかった」

　ぶっきらぼうに告げる莇に、十座が小さく首を横に振る。

「助けたわけじゃねぇ。お前はもう劇団の一員だ。暴力行こう為いで相手にケガさせたら、劇団にどれだけ迷めい惑わくがかかるか考えろ」

　十座が諭さとすと、莇はバツが悪そうに視線をそらす。

「……んなこと言われたって、あっちから絡んでくるんだからしょうがねーだろ。黙って殴られろってことかよ」

「そうじゃねぇ。うまく撒まけるようになれってことだ」

「面倒くせー」

　悪態をつく莇に対して、十座は叱しかるでもなく、わずかに表情をゆるめた。

「まぁ、俺もガキの頃からよく絡まれたから、お前の気持ちもわかるけどな」

「ふーん……？」

　莇は相あい槌づちを打ちながら、まじまじと十座の顔を見つめる。

「あ？　なんだよ、人の顔じろじろ見て」

「アンタのガキの頃って想像できねーな」

「別に今と大して変わらねぇ──」

　居い心ごこ地ち悪わるそうに顔をそむけた十座は、ふと思い出したように続けた。

「そういえば、お前のポートレイトでガキの頃のこと思い出した。俺も同じようなことをしたことがある」

「何を？」

「……家出だ」

　十座はそう言って、静かに波打つ川かわ面もに視線を投げた。
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　幼い頃ころから、周りの子どもよりも年上に見られた。

　大おお柄がらで無ぶ愛あい想そうな俺おれは、大人に可か愛わいがられた記き憶おくがない。同い年の友達も俺を遠巻きにして、家族以外誰だれも寄り付かなかった。目立つ外見のせいでケンカを吹ふっ掛かけられることも多かった。

　小学生の時、上級生のガキ大将から呼び出されたことがある。

　因いん縁ねんをつけられ、無視してると、お前の弟からボコボコにしてやろうかと脅おどされた。

　その瞬しゆん間かん、カッとなった。

　九く門もんは俺とは違ちがう。体もそこまで大きくないし、明るく誰からも好かれていて、俺のことも慕したってくれてる。そんな弟を傷つけるなんて、許せなかった。

　睨にらみ付つけて、拳こぶしを握にぎり締しめた時、ガキ大将が怯ひるんだように一歩後ずさりした。

　その場所が悪かった。

　呼び出す場所に、人ひと気けのない階段の踊おどり場ばを選んだせいか、ガキ大将は階段を踏ふみ外はずして転げ落ちた。

　まずいと思ったが、泣きわめく声に教師が駆かけ付けるまで、俺はその場から動くことができなかった。

　それからの記憶はあいまいだ。

　校長室で、相手の親に頭を下げる母親の姿だけはよく覚えている。

　ガキ大将は骨が折れていたらしい。俺には一いつ切さいケガがなかったことと、ガキ大将が俺のせいだとわめいたことで、教師は俺が一方的にやったと決め付けた。

　相手の親や教師の話を聞きながら、俺の手を握り締めていた母親の手が震ふるえていた。

　それに気づいた瞬間、俺は情けなさと悔くやしさで胸がいっぱいになった。母親を傷つけてしまった自分に対する自じ己こ嫌けん悪お、何もわかってくれない相手の親や教師に対する怒いかり。

　そんなものがないまぜになって、俺は母親の手を振ふり払はらってその場から飛び出した。




　そのままがむしゃらに走って走って、土手にたどり着いた。

　俺はそこでようやく足を止めると、橋の下にうずくまって、このまま一人で生きていくと決めた。

　誰とも関わらなければ、怖こわがらせることも傷つけることもない。母親に迷めい惑わくをかけることもない。そんな悲ひ壮そうな覚かく悟ごを抱いだきながら、何時間もじっとしていた。

　やがて日が暮れ始めて、腹が減ってどうしようもなくなった頃、不意に頭上から声がした。

「……ちゃん。兄ちゃん……」

　顔を上げると、九門と母親がいた。

「帰ろう、兄ちゃん。帰ってあんみつ食べよう」

　その瞬間、心底ほっとしている自分がいた。

　自分を迎むかえに来てくれる人がいる。自分を拒きよ絶ぜつした世界に、つなぎとめようとしてくれる人がいる。その事実が、自分にとって何よりの救いだった。

「ほらね。兄ちゃん、ここにいたでしょ？」

　そんな得意げな言葉を聞いて、この土手が九門とよくキャッチボールする場所だったことに気づいた。

　結局俺も、誰かが迎えに来てくれることを期待していたのかもしれない。九門は俺の左手を強く握り締めると、母親のところまで引っ張っていった。

　母親が俺の右手を握って、三人で並んで歩き始める。母親の手はもう震えていなかった。

　嫌いやな思いをさせてごめんと母親に謝あやまると、母親は俺が悪くないということを信じてると言った。あの時手が震えていたのは、怒りで震えていたのだと。

　俺はその時、心底思った。

　変わりたい。大切な人たちを傷つけない人間に。大切な人たちを守れる人間に。お前は悪くないと信じてやれる人間に。自分じゃない、そんな誰かになりたい。

　……俺が短い家出で手に入れたのは、人生を変えるための強い願いだ。
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「自分以外の誰かになりてぇ。いつだって、俺はそう思ってた」

「今でも？」

　莇あざみが問いかけると、十じゆう座ざがわずかに笑った。

「じゃなきゃ、演劇がやりたいなんて思ってなかっただろうな。舞ぶ台たいの上では、違う誰かになれる。俺はそこに希望を見み出いだした。舞台の上で変わることができたら、不思議とそれ以外も変わってきた気がする。今は、周りに誰もいなかった昔の俺とは違う。ＭＡＮＫＡＩカンパニーの仲間がいる。演劇のおかげで、過去とは違う自分になれた。いつか、俺の望む誰かにもなれるかもしれない。俺はそう思って、芝しば居いを続けてる」

　十座の目は明るい希望の光に満ちていた。

「違う誰かになれる……か。なれるもんならなってみてーけど……」

「面おも白しれぇぞ」

　十座が実感を込こめて力強く告げると、莇が戸と惑まどいがちにうなずいた。

「まだ、よくわかんねーけど……」

　芝居を始めたばかりの莇は、まだそこまでの感覚には行きつけないのだろう。納なつ得とくしたようなしていないような、複雑な表情を浮うかべる。

「つーか、アンタ贅ぜい沢たくだな。ケンカも強ぇし、劇団で役者もやってる。今のアンタになりたいヤツなんて腐くさるほどいるだろ。特に九門とか」

　十座が虚きよを突つかれたように言葉を失う。そして、わずかにうれしそうに相そう好ごうを崩くずした。

「……お前も、なりたいモンになれるといい」

「……そうだな」

　ややあって、十座が心から祈いのるように告げると、莇は考え込むようにうなずいた。
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　連休の最終日の午後、休みの名残なごりを惜おしみながら漂ただよう空気はどこか気だるい。遅おそくまで外出する人間も少なく、談話室では思い思いにゆったりと時間を過ごす団員たちの姿が見られた。

「ただいまー」

　午後三時、お茶を淹いれにキッチンに人が集まってくる頃、連休を使って実家に戻もどっていた綴つづるが帰ってきた。

「ツヅル、おかえりダヨ！」

「おかえりなさい！」

「おかえりッス！」

　ダイニングテーブルで紅茶を飲んでいたシトロン、いづみ、太た一いちが綴に応える。

「里帰りどうだった？」

　千ち景かげがたずねると、綴は指折り数えながら答えた。

「一日目部屋の掃そう除じ、二日目水回りの掃除、三日目外掃除っすね」

「掃除しかしてないネ！」

「俺がいない間、大変なことになってました」

　シトロンが突つっ込こむと、綴は惨さん状じようを思い出したのか遠い目になった。

「お疲つかれ」

　綴の表情から状じよう況きようを察したのか、千景が同情するように告げる。

「そうだ。ちょっとシトロンさんに見てもらいたいものがあるんすけど……」

「さては、いかいかしいものネ？」

　シトロンの言い間ま違ちがいを聞いて、太一と千景が首をかしげる。

「いかいかしい？」

「いかがわしい？」

「それダヨ！」

「違います！」

　シトロンの言葉に、かぶせ気味で綴が突つっ込こむ。

「うちの一番上の兄貴、世界中飛び回ってるんですけど、珍めずらしく日本に帰ってきてたんですよ。で、いつもガラクタばっかりお土産みやげに持って帰ってくるんですけど、その中にこれがあって……」

　綴がポケットから木き彫ぼりの人形を取り出した。途と端たん、シトロンの表情が固まる。

「民芸品……？」

　いづみが首をかしげると、綴がうなずいた。

「いつもシトロンさんがくれるのに似てません？　たしか、ザフラ王国っていう島国で買ってきたって」

「……間違いないネ。ワタシの国のお土産ダヨ」

　す、と視線をそらしたシトロンの声には力がない。

「へー！　綴くんのお兄さん、シトロンくんの故郷に行ってたんだ」

「すごい偶ぐう然ぜんッスね」

　いづみが目を丸くすると、太一も続く。

「俺も一度だけ行ったことがあるな。絶ぜつ対たい君くん主しゆ制せい国こつ家かで以前に比べると情勢が不安定ってウワサは聞いたけど」

「どうなんでしょう？　エキゾチックな雰ふん囲い気きの豊かな国で、すごく楽しかったって言ってました。数カ月後に新しい王様の戴たい冠かん式しきがあって、国中お祭まつり騒さわぎになるから、その頃また行くみたいですよ」

　千景に綴が答えるのを聞いて、いづみはシトロンの方を見た。

「シトロンくんもその時は母国に帰るの？」

「きっと……帰ることになるネ」

　シトロンの表情は硬かたく、声からも喜びや郷きよう愁しゆうは感じられない。

「いいなー海外！　俺っち、島国には行ったことがないから憧あこがれるッス」

　シトロンの様子には気づかなかったのか、太一が羨うらやましそうに声をあげる。

「もし島国に降り立ったら、靴くつを脱ぬぐのを忘れないようにな」

「はいッス！」

　千景のアドバイスに素す直なおに太一がうなずく。

「また、そういうウソを教えないでください……！」

　いづみは慌あわてて口を挟はさんだ。
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　稽けい古こ場ばでは熱の入ったアクションシーンが繰くり広ひろげられていた。

　エアコンも必要ないほど涼すずしくなった稽古場の窓は解放され、爽さわやかな風が吹ふき込こんでくる。薄うす手でのコートが必要になるくらいの気温だったが、秋あき組ぐみメンバーは真夏のような薄うす着ぎで、顔には汗あせがにじんでいた。

『てめぇだけは許さねぇ……許さねぇぞ、赤あか目め!!』

　万ばん里りが憎にくしみの表情で臣おみに躍おどりかかる。

『よく吠ほえるエサだ』

　臣が素す早ばやく万里の攻こう撃げきを避さけて、背後を取ると、万里は慌てて飛とび退しさった。

『速はえぇ──』

　一気に万里が防衛側になる。

『イヴァン！』

　莇が加勢に向かうより速く、臣が牙きばをむいた。

『はあ──！』

『ぐはっ』

　臣の一打が万里をなぎ倒たおす。

　稽古場の隅すみで、雄ゆう三ぞうといづみが三人の殺た陣てをじっと見つめていた。

（立たち稽げい古こに入ってからしばらく経たったけど、アクションシーンは今回が一番激しいかもしれないな。莇くんも運動神経がいいからついてこられるけど、秋組じゃなかったら無理だ）

　殺陣の振ふり付つけもすぐに覚え、まったく後おくれを取ることのない莇に感心する。

　アクションシーンが一通り終わると、雄三がにやりと笑った。

「だいぶまとまってきたんじゃないか」

「はい」

　雄三の毒どく舌ぜつさから考えると、上々の評価だ。いづみはほっと胸を撫なで下おろした。

「ただ、今回は復ふく讐しゆうがテーマなのと、人ひと死じにが多い。暗くて見てる方は息が詰つまるかもしれない」

「……たしかに、メインキャストがこれだけ死ぬのは、今回が初めてですね」

　雄三が腕うでを組むと、いづみも自然と表情を引ひき締しめる。

「ピカレスクではルチアーノの破は天てん荒こうさ、異い邦ほう人じんではゼロの能天気さがほどよく作品のアクセントになってた。あえてＢ級っぽいギャグを挟んでもいいかもな」

「そうですね……綴くんとも相談してみます」

　いづみが考え込みながら相あい槌づちを打つと、万里が横から口を挟んだ。

「アドリブで挟んでもいいかもな」

「アンデッドに絡からめたギャグだったら、挟まっても違い和わ感かんはないだろう」

　万里の意見を左さ京きようも支持する。

「アドリブかよ……」

「どうかした？」

　難なん色しよくを示す莇に、いづみが不思議に思ってたずねる。

「いや、九門が苦労してたから」

「ああ、そうだな。慣れるまでは難しいかもしれない」

「練習すれば大だい丈じよう夫ぶッスよ」

　臣と太一がフォローするように告げると、いづみは軽く手を打った。

「それじゃあ、今日の残りはエチュード練習にあてようか」

　対応力や瞬しゆん発ぱつ力りよくがつけば、アドリブに対する苦手意識もなくなるだろう。いづみはそう考えていた。

　何度かエチュード練習を繰くり返かえすうち、稽古場には眩まぶしいほどの西日が差さし込こんできた。ゆっくりと光の色が白から橙だいだいへと色づいていく。

『なあ、お前はどう思ってるんだよ？』

　万里の投げかけに対して、莇が素すでうろたえたように視線をさまよわせる。

「え？　あー、えっと……」

（うーん……脚きやく本ほん通りのセリフはだいぶ良くなってきてたけど、エチュードになると、途端に硬くなっちゃうな。慣れるまではしょうがないか）

　いづみは時計を確かく認にんすると、二人の芝居をさえぎった。

「はい、今日はここまでにしよう」

「ういーっす」

「お疲れッス！」

　万里に続いて太一が清すが々すがしい表情で声をあげる。

　一方、莇は疲れたようにため息をついた。

「はー……アドリブって必要？」

「なんだ、もう弱音か？」

　左京が眉まゆを上げると、莇がむっとしたように顔をそむける。

「そーゆーんじゃねーけど」

「すぐ慣れる」

「うげー……」

　十座が励はげますと、莇は嫌そうに顔をしかめた。

　いづみはそんな莇の様子を、思案げに見つめた。

（莇くんが入ってから、秋組でエチュードをすることって、あんまりなかったし、これから機会を増やした方がいいのかも。ただ、莇くん自身が乗り気じゃなさそうなのがな……）

　左京の対たい抗こう心しんを抜ぬきにした、芝居への純じゆん粋すいな意欲だけで考えると、他の団員に比べてまだまだ弱い。

（もともとお芝居が好きで始めたっていうわけじゃないみたいだし……。積極的に芝居に向かっていく気持ちがないと、エチュードもアドリブも上達するのは難しいかもしれない。もっと今回の役に入はいり込こめたり、芝居を好きになるようなきっかけがあればいいんだけど……）

　元々素質があるアクションシーンはこなせても、それ以外の部分がどうしても伸のび悩なやんでしまう。いづみはタオルで汗を拭ぬぐう莇を見つめながら、じっと考え込んだ。




「……うーん」

　朝食の後、一人でコーヒーを飲みながら、思わず唸うなり声が漏もれる。

　結局一晩経たっても、莇の意欲を引き出すような方法は思い付かなかった。

（芝居を好きになるきっかけか……メイクは好きみたいだけど、芝居へのモチベーションは左京さんへの対抗心だしな）

「監かん督とくちゃん」

　不意に声をかけられて顔を上げると、万里が立っていた。

「莇のことなんだけどさ……」

「うん」

　ちょうど考えていた人物の名前を出されて、いづみが驚おどろきながらうなずく。

「エチュードが苦手っつうか、いまいち芝居に対する興味が薄うすいじゃん、アイツ」

「そうなんだよね……」

　万里も気づいていたのかと、しみじみと同意する。

「で、一かず成なりにちょっとその話したら、いい案があるらしくてよ」

「一成くん？」

　意外に思って聞き返すと、近くにいた一成がぴょこんと手を挙げた。

「はいはーい！　ねーカントクちゃん！　ゾンビラン・ナイトって知ってる？」

　聞き慣れない言葉に、いづみは首をかしげた。
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　夜の闇やみをかき消すように、煌こう々こうとイルミネーションが辺りを照らし出す。アトラクションは賑にぎやかな音楽を奏かなでながら、色とりどりの光を放っていた。

　夜の遊園地は昼とはまた違った雰ふん囲い気きで、訪おとずれる者の心を浮うき立たたせる。

「……で、なんでオレたちも一いつ緒しよに来なきゃいけないんだ」

　不本意、というのを顔面で表現する天てん馬まを、九門が驚いて振ふり返かえる。

「えー！　みんなで行った方が楽しいじゃん！」

「そうそう、先せん輩ぱいが文化祭のファッションショー手伝ったお礼に、チケットいっぱいくれたしね～」

　一成も笑え顔がおで手を振ふるのに対して、幸ゆきと椋むくのテンションは低い。

「ゾンビとか興味ない」

「やっぱり怖いのかな？」

　身を縮める椋に続いて、太一も眉を下げた。

「うぅ、俺おれっちこういうの苦手ッス……」

　かと思えば、左京や臣はまったく動じている様子がなかった。

「そもそもゾンビラン・ナイトってなんなんだ」

「遊園地丸ごと使った時期限定のイベントらしいですよ。ゾンビが参加者に襲おそいかかってくるとか」

「……そういえば、万里さんと莇は？」

　天馬の言葉を聞いて、いづみも辺りを見回す。

「あれ？　いないね」

「二人とも手伝いに駆かり出だされてるよん。アザミンはメイク、セッツァーはゾンビ役だって」

「え!?」

　一成が説明すると、椋が目を丸くする。

「莇くんは特とく殊しゆメイクの勉強になりそうでいいけど……。万里くんまで……？」

　不思議に思っていづみは首をかしげる。

「なんか、ゾンビ役はほとんどが役者の卵っていうか、天あま美びの演劇コースの一年ばっかりなんだって」

「そうなんだ」

　椋が納なつ得とくしたように相槌を打つと、一成がニコッと笑った。

「毎年人気のバイトでさ、気合い入ってるみたい」

「ゾンビ役から、なんか盗ぬすめるかもっすね」

「ああ。でないと、こんなとこまで来た意味がねぇ」

　十座が気合いを入れるように表情を引き締めると、左京もうなずいた。

「しっかり勉強しないとな」

「……めっちゃ怖いけど、がんばるッス」

　臣が太一を励ますように肩かたを叩たたくと、太一は拳を握り締めた。

「オ、オレたちは役作り関係ないだろ！　別に、イベントに参加する必要は──」

　天馬が動どう揺ようしきった様子で不満を漏らすと、三み角すみが首をかしげる。

「てんま、怖い～？」

「誰もそんなこと言ってない！」

「あ、だいじょぶ、だいじょぶ！　イベント参加者とそうじゃない客を見分ける目印があってさ。この参加証の目玉ネックレスつけてなかったら、ゾンビには追いかけられないから、怖くないよん」

「だから、別に怖くなんて──」

　一成が目玉ネックレスをぶら下げて見せると、天馬はむっとしたように否定した。

「じゃあ、つける？」

「そうは言ってない！」

　面白がるような幸に、すかさず反論する。

「結局怖いんじゃん」

　幸が小さく笑うと、天馬はそれ以上言い返せずに歯は嚙がみした。

「ちなみに、ゾンビに捕つかまって、金かな網あみの監かん獄ごくに閉とじ込こめられると、外の誰かから助けてもらわない限り出られない仕組みだから注意！」

「捕まりたくないッス……！」

　一成の説明に、太一が震ふるえ上あがる一方、十座が自らの拳を軽く叩いた。

「返かえり討うちだな」

「中の人は普ふ通つうの人だからケガさせちゃダメだからね……!?」

　いづみが慌てて釘くぎを刺さしていると、一成が目玉ネックレスをいづみに差し出した。

「はい、一人ずつネックレス渡わたすよー」

「度ど胸きよう試だめしか……」

　受けて立つと言わんばかりの物ぶつ騒そうな表情で左京が受け取れば、三角は大喜びでネックレスを首から下げる。

「楽しそうだね～！」

「ちょっと怖いけど……」

　椋も恐きよう々きようとネックレスを受け取った。

「……バカバカしい。オレはやらないぞ」

　天馬が一人距きよ離りを取っていると、幸がそっと天馬の背後に近づいた。

「なんだよ？」

　いぶかしげな天馬に、幸は首を横に振って見せ、すぐさま離はなれる。

「別に。いいんじゃない、それで。今回は秋組の付つき添そいみたいなものだし」

「え……」

　いつもなら絶対にからかわれる状況なだけに、天馬が拍ひよう子し抜ぬけした表情を浮かべる。

「苦手ならムリすることないよ～」

「そうだよ」

「……別に怖いわけじゃないからな！」

　一成と椋が優やさしくフォローすると、天馬は恥はずかしそうにそっぽを向いた。

「はいはい」

　幸はあきれたように天馬の言葉を受け流した。
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　その頃、ゾンビ役のために用意された控ひかえ室しつは、準備でてんやわんやになっていた。

「やっべー！　メイク取れた！」

「衣い装しようの替かえお願いします！」

　ボロボロの衣装をまとった、おどろおどろしい顔のゾンビたちがあちこちを動き回る。事情を知らない人間が見たら、悲鳴をあげそうな光景だ。

「次は？」

　ゾンビを一体作り上げて、首を巡めぐらせた莇に、万里が近づいた。

「俺」

「あー、そういえばバイトでゾンビ役するんだっけ？」

「そ。今回の舞台の参考になりそうだしな」

「座すわって」

　莇の示した鏡前に、万里が座る。

　莇は素早く下地やファンデーションを塗ぬり始めた。普ふ段だんのメイクと同じかと思いきや、見る間に傷きず跡あとが増え、人間らしからぬ色に変わっていく。

「……へー、特殊メイク、手慣れたもんじゃん」

「さすがにラテックス使うようなのはできねぇけど、手て頃ごろなのは一通り見て覚えた」

　万里が感心したようにつぶやくと、莇は手の動きを止めないまま答える。

「ラテックスってマスクみたいなやつか」

「そう。今回の公演にはラテックスなしでも十分いけると思う」

「へー。そりゃ楽しみだな」

　万里はどんどんゾンビ化していく鏡の中の自分の顔を、面白そうに覗のぞき込こむ。

「……目閉じろ」

「へいへい」

　万里は言われるままに目を閉じて少し黙だまると、ふと思い付いたように口を開いた。

「……なー、莇」

「あ？」

「お前、芝居楽しいか？」

「なんだよ、急に」

　莇が戸惑ったように、筆を止める。

「いいから」

「楽しむとかそういうレベルじゃねー。経験も知識もねぇのに主演で、一から勉強しねぇといけねぇことばっかりで、そんな余よ裕ゆうねーし」

「ふーん……」

　莇は矢や継つぎ早ばやに答えると、再び筆を動かした。

「今日さ、お前もメイクしてゾンビ役やれよ。一人くらい増えてもばれねーだろ」

「は？」

　万里は筆が離れたタイミングで目を開けた。じっと莇を見み据すえる。

「俺が教えてやっからさ。演じる楽しさってヤツ」

　そう言ってにやりと笑う万里は、どこからどう見ても凶きよう悪あくなゾンビだった。
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　開始時間が近づくと、遊園地の照明がさっきよりも落とされた。賑にぎやかな明るい音楽もダークな雰囲気に変わって、一気に夜の闇が迫せまってくる。参加者たちの恐きよう怖ふと興奮を否いや応おうなく引き出した。

「そろそろ開始時間だな」

　臣が時計を確認した瞬間、アナウンスの声が響ひびいた。

「隔かく離りゲート崩ほう壊かいまで残り10秒……９、８、７、６……」

「うわわ、カウントダウンなんてやるんスか？」

　おろおろと太一が辺りを見回すと、椋と三角もそわそわした様子でアナウンスに耳を傾かたむける。

「ドキドキするね！」

「わくわく～」

「ふん、どうせ大したことないだろ」

「自分が追いかけられないからって、余裕だね」

　鼻を鳴らす天馬に、幸がちらりと視線を向けた。

「３、２、１……０。隔離ゲートが崩壊しました。周辺の住民は直ただちに避ひ難なんしてください。繰り返します……」

　機械的なアナウンスの声が、ゾンビが解放されたことを告げる。

「ゾンビラン・ナイト、スタート！」

　一成がテンション高く手を挙げると、辺りの参加者たちが一いつ斉せいに走りだした。

「これって、どこから襲おそってくるかわからないんだよな？」

「固まってた方が安心かな」

　のんびりとたずねる臣に、いづみがうなずく。

「一人にしないでほしいッス！」

　太一が慌てた様子でいづみたちに身を寄せた。

「オレは離れてるぞ。巻まき添ぞえになりたくないからな」

（と言いつつ、ものすごく辺りを警けい戒かいしてるような……）

　きょろきょろしながら、そーっと離れていく天馬の背中を見て、いづみはふと違和感を覚えた。

（あれ？　天馬くんの背中辺りが光ってる。あれって、もしかして、目玉ネックレス……？）

　自分が首に下げているのと同じ怪あやしい光が、天馬の背中にあるのを認めた瞬間、おどろおどろしい声が聞こえてきた。

「うがあああ！」

　天馬の肩がびくっと跳はねる。

「ぐがああ!!」

　何体ものゾンビが奇き妙みような動きで近づいてくる。

「来たッス！」

　太一が悲鳴のような声をあげた時、天馬が脱だつ兎とのごとく走りだした。

「あ、逃にげた」

「テンテン、参加者じゃないから逃げる必要ないのに──って、あれ？」

　幸と一成が天馬の背中に向かってつぶやいていると、ゾンビたちは一番に走りだした天馬を揃そろって追いかけ始めた。

「うがあああ！」

「お、おい！　オレは何もつけてないだろ!?　なんでこっち来るんだよ!?」

　天馬の悲痛な叫さけび声ごえが、ゾンビの唸り声と共に遠ざかっていく。

「ゾンビが全部、天馬を追いかけてったな」

「あー、ゾンビは一番ビビってる人、追いかける傾けい向こうがあるんだって。でも、参加者以外は除外のはずなんだけどな～」

　十座が啞あ然ぜんとしたようにつぶやくと、一成が不思議そうに首をかしげる。

「目玉ネックレスつけてないのに、なんでだよ!?」

「べー」

　遠くから天馬の絶ぜつ叫きようが聞こえてくると、幸が小さく舌を出した。

「幸くん、もしかして……」

　椋がはっとした表情を浮かべた瞬間、ゾンビの魔まの手が天馬にかかった。天馬の背中には、さっき幸がこっそりかけた目玉ネックレスが揺ゆれていた。

「ぐがあああ！」

「うわああ！」

「天馬くんが捕まっちゃった……！」

　天馬の断だん末まつ魔まの声があまりにも悲痛で、いづみが口元を押おさえる。

「ぐがああああ！」

「がああ!!」

「っと、こっちからも来たぞ！」

　臣の言葉で、いづみたちに緊きん張ちようが走る。

「散ちり散ぢりに逃げた方が良さそうだな」

　左京が告げると、全員が蜘く蛛もの子を散らすように走りだした。

「ひ、ひええッス！」

　青ざめた表情の太一に向かって、ゾンビが一体走っていく。

「テンテン、後で助けに行くからねー！」

「にっげろー！」

　一成はゾンビに連れられていく天馬に手を振り、三角はひときわ素早い動きでゾンビたちの間をすり抜ぬける。

　他のメンバーたちと別れたいづみは一人、メリーゴーランドの陰かげに隠かくれた。

「はあ、はあ……」

（ここまで来れば、大丈夫かな……？）

　周りにゾンビたちの気配がないことを確認して、しゃがみ込もうとした時──。

「ぐがああ！」

「きゃああ！」

　突とつ然ぜん目の前に現れた茶ちや髪ぱつのゾンビを見て、飛び上がった。

（だ、だめだ、捕まる……！）

　踵きびすを返かえして逃にげだすが、ゾンビの動きは速く、逃にげきれない。

　結局そこから百メートルも行かないうちに捕まってしまった。

　そのまま監獄に連れていかれる。

（はぁ……捕まっちゃった。みんなはまだ生き残ってるかな）

　監獄の鉄てつ格ごう子しの扉をくぐると、途端にあちこちから声が聞こえた。

「あ！　カントクさん！」

「監獄にいらっしゃ～い！」

　椋と一成がうれしそうに迎むかえ入いれる。

「これで生き残りは三さん角かく星人と銭ぜにゲバヤクザだけか」

「あっという間まだったな」

　幸と天馬に淡たん々たんと告げられ、いづみは目を丸くした。

「え!?　みんな捕まっちゃったの!?」

「異様にしつこく追いかけてくるヤツがいた」

　有望株だった十座が顔をしかめる。

「俺は、一人やたらと足の速い奴に捕まった。あっという間だった」

「俺もッス！」

　臣が肩をすくめると、太一が勢いよく同意した。

「あ、ボクが捕まったゾンビも足が速かったです。茶色いサラサラヘアーの……」

　椋の言葉を聞いて、いづみがさっきのゾンビの容姿を思い出す。

「それ、私も！　もしかして、みんな同じゾンビに……？」

　偶然の一いつ致ちに驚いていると、幸が据すわった目で口を開いた。

「っていうか、茶色のサラサラヘアーってさ」

「……摂せつ津つか」

　十座が悔しげに低くつぶやく。

「テンプレヤンキーしつこく追いかけるとか、そのまんまじゃん」

「たしかに……」

　幸があっさり告げると、いづみは納得してうなずいた。

「あの野や郎ろう……人がチュロス食ってるところ狙ねらいやがって……」

「油断しすぎッス……！」

　拳を震わせる十座に、太一が突っ込んだ。

「万里さん相手じゃかなわないですね」

「あっという間にイベント終しゆう了りよう？」

　椋が諦あきらめたように微ほほ笑えむと、九門が口をとがらせる。

「とにかく助けてもらわないことには、外に出られないよな」

「すみーとフルーチェさんに賭かけるしかない！」

　臣がのんびりとつぶやくと、一成が明るく言った。

　と、太一が格子越ごしに一点を指さす。

「あ、あそこ！　左京にぃッス！」

「左京さーん！　助けてくださーい！」

　いづみが手を振ると、左京が辺りを警戒しながら近づいてきた。

「──お前ら、揃いも揃って捕まったのか」

「フルーチェさん、捕ほ虜りよの解放は、あっちのドアを解除するボタンでできるから！」

　一成が素早く前方を示すと、左京が舌打ちをする。

「摂津ゾンビに気をつけろ」

　すぐに走りだそうとした左京に、十座が低く告げた。

「あ？」

「奴は相当手ごわいですよ、左京さん……」

　臣も真しん剣けんな表情で注意した瞬間、数メートル先で茶色の髪かみがひるがえった。

「ぐあああ！」

「あ！　来たッス、左京にぃ！　逃げて！」

　太一の悲鳴に左京が素早く反応する。

「うがああ！」

「くそっ」

　悪態をつきながら全力疾しつ走そうする左京の後を、万里が猛もう然ぜんと追いかける。

「そんな機き敏びんなゾンビいるか……！」

「最近じゃ、映画でもゾンビは走るんすよ！」

「普通にしゃべんな！」

　障害物を使いながら器用に逃にげ回まわる左京と万里が叫ぶように会話する。

　と、左京が袋小路ふくろこうじに入り込んで、足を止めた。

「……もう逃げられないっすよ」

　じりじりと距離を詰めてくる万里を見て、左京は舌打ちをする。

　その時、万里の数メートル後方の壁かべの上から一つの影かげが飛び降りてきた。

「オレがみんなを助ける～！」

　のんびりとした口調に似合わぬ素早さで、三角が檻おりの解放ボタンへと駆かけだす。

「すみー！」

「さすが三角さん！」

　一成と椋が、頼たのもしい三角の雄ゆう姿しを見て歓かん声せいをあげる。

「──やらせねぇぞ！」

　万里は左京を確保する前に踵きびすを返かえした。

「ぎゃー！　戻もどってきたッス！」

「逃げろ、すみーさん！」

「わ～い！」

　太一の悲鳴と九門の声せい援えんを背に、三角は楽しげに逃げ回る。

　一方、運良く万里から逃のがれた左京はほっと息をついた。

　万里の隙すきをつくべく檻の方をうかがった瞬間、どこからか低い唸り声が聞こえてきた。

「ぐるるる……」

　万里とは明らかに違う声だと気づいた左京が忌いま々いましげに舌打ちする。

「──ちっ、新あら手てか」

「俺は……お前の罪を……知っている」

　低く地の底から聞こえてくるような声を聞いて、左京がわずかに目を見開く。

「勝手に……寮りようの消しよう耗もう品ひんを……全部お買い得品に……変えている……」

「──何？」

「……シャンプーと……リンスを……薄めてる……ジュースも……」

　明らかに左京を知っている風だが、さっきから声はすれども、姿は見えない。

「誰だ、どこにいる!?」

　左京が辺りを見回した時、頭上に影が躍った。

「はあ！」

　突然目の前に現れた黒くろ髪かみのゾンビの姿を見て、左京が動きを止める。

「お、お前、まさか……」

　うろたえた左京に、黒髪のゾンビと、その後ろからいつの間にか集まっていた他のゾンビたちが迫る。

「ぐがああ！」

「ぐるるる！」

「うがああ!!」

　黒髪のゾンビを筆頭に、ゾンビたちは一斉に左京に飛びかかった。




　アナウンスでイベント終了が告げられると、参加者やゾンビが一斉に沸わき立たった。追う者と追われる者とで立場は違えど、一緒にイベントをやりきった達成感は同じだ。その中にいづみたちも混じる。

「はー、楽しかった～」

　三角が満足げな息を漏もらす一方、いづみは苦笑いを浮かべた。

「結局ほとんど閉じ込められたままだったね」

「ゾンビが強すぎるッス」

「結局、俺たちゾンビの圧勝だったな」

　太一がげっそりとした表情でつぶやくと、万里が勝かち誇ほこった笑えみを浮かべる。

「すみーは絶対捕まらないと思ったのに、セッツァー策さく士しすぎ！」

「まさか、監獄の中にサンカクグッズを用意しとくとはね」

　一成と幸が感心したように言う。

「でも、自分から入ってくるとは思わなかった」

「さんかく、いっぱいあったからね～」

　臣が意外そうにつぶやくと、三角はあっけらかんと言い放った。

「結局、ＭＡＮＫＡＩメンバーは全ぜん滅めつか」

「莇と全員捕まえるって決めてたからな」

　天馬の言葉に、万里が当然といった様子で答える。

「アザミンもノリノリでゾンビしてたよね！」

「別に……ま、そこそこ楽しかったけど。誰かさんがゾンビに群むらがられるダセェところも見られたし」

　一成が莇に声をかけると、莇は意味ありげに左京に視線を送る。左京は顔をそむけて舌打ちをした。

「……なんつーか、初めてちょっと芝居が楽しいって思ったかも」

「だろ」

　左京の反応を満足げに見届けた後、莇がぽつりとつぶやくと、万里がにやりと笑った。

「芝居でなら、またこーやってクソ左京をやり込められるもんな」

「……ま、腕っぷしとかでかなわねぇ奴をぶちのめすための一つの方法ではあるな。ただし、舞台じゃ芝居の内容で勝たねぇと意味ねぇぞ」

　万里が釘を刺すと、莇が興味をひかれたように口元で笑う。

「……やってやるよ。面白そうだ」

「動機は不純すぎっけど、まぁ最初はそれでいいわ。その威い勢せい、稽古場にも持ってけよ」

　万里はそう言って、莇の肩を叩いた。




　その後、着き替がえに戻った万里や莇と合流して帰き途とにつく。

　すでに他の参加者の多くは遊園地を後にしており、人通りはまばらだった。

「はー、走り回ったらお腹すいちゃった～」

　三角が眉を下げてお腹をさすると、一成が近くの売店を指さす。

「あっちにゾンビメニューいっぱいあったよん」

「ゾンビメニュー？」

「内臓カレーとか、目玉アイスとか！」

　いづみが首をかしげると、一成が明るく答える。

「食欲失うせる……」

「目玉アイス……」

　幸が眉を顰めるのに対して、十座の目がきらりと光る。

「お前、甘あまいもんならなんでもいいのな？」

　万里があきれたように十座に突っ込んだ。

　莇はそんな一いつ行こうの後ろを歩きながら、自らの手のひらを見下ろした。手首の近くが擦すれて、血がにじんでいる。

「──莇。手、擦りむいたのか？」

　臣が莇の手を覗のぞき込むと、莇は小さく手を振りながらうなずいた。

「ああ、二階から飛び降りた時に、ちょっと擦った」

「絆ばん創そう膏こう持ってるから、水で洗ってこい」

　バッグの中をごそごそと探さぐりながら臣が言うと、莇はふいっと顔をそらした。

「別にいい」

　そのまま隠すようにポケットに手を突っ込んでしまう。

「そのままにしとくと、雑ざつ菌きん入るぞ」

「いいって」

　心配げな臣に、莇は頑かたくなに首を横に振る。

「じゃあ、絆創膏だけでも貼はって──」

「だから、別にいらねえって言ってんだろ」

　絆創膏を差し出した臣の手を、莇が振り払う。

　臣が驚いたようにわずかに目を見開くと、莇は自分でも言いすぎたと思ったのか、バツの悪そうな表情を浮かべた。

「……後で自分でやっとくんで」

「あ、ああ、そうか」

　臣もぎこちなく微笑んで絆創膏をしまう。

「おい坊ぼん、その態度はねぇだろ」

「うるせぇ。関係ねぇだろ」

　左京がたしなめると、さっきよりはるかに険けんのある声で悪態をつく。ただ、それはいつも通りのやり取りなだけに、二人も、周りも気にも留とめない。

　ただ、さっきの臣に対する態度だけが違っていた。

　九門も心配そうに莇に歩み寄る。

「莇、どーしたんだ？　なんか変じゃね？」

「なんでもねぇよ」

　莇はぶっきらぼうに答えると、それきり黙ってしまった。

（臣くんと莇くん……なんだか雰囲気が変だな。どうかしたのかな……？）

　莇の様子を、いづみも不思議に思いながら見つめた。
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『母さんの仇かたきだ！　くたばれ！』

『あいにく、記憶にないな──！』

　アドリブによる莇の攻撃を、左京がうまくかわす。

　ゾンビイベント以来、莇の芝居は明らかに変化していた。

（莇くん、自然とアドリブが出てくるようになったな。ほとんどが左京さん演じるビルに対する攻撃っていうのがなんだけど……。でも、前に比べると自由にのびのび演じてる気がする。楽しんでるのが伝わってくる。役作りのために参加したゾンビラン・ナイトだけど、思わぬ収しゆう穫かくだ。あと気にかかるのは、アレだけだな……）

　いづみはイベント終了後のことを思い出しながら、視線を横に流した。




　昼食を終えたいづみと秋組メンバーがソファで休んでいると、キッチンの方から香こうばしい匂においがしてきた。

「みんな、スコーン焼けたぞ」

　スコーンが山盛りになった皿を臣が持ってくる。

　莇はその横をすり抜けて、談話室のドアへ向かった。

「莇もどうだ？　甘くないマーマレードジャムを作ってみたんだ」

　臣が勧すすめるが、莇は視線を合わせることもなく、ドアノブに手をかける。

「腹減ってないから、俺はいい」

「そうか……」

　臣は眉を下げて微笑むと、莇の背中を見送った。

　ゾンビラン・ナイト以来、二人の関係は目に見えてぎくしゃくしていた。

（莇くんは、臣くんに反感を抱いだいてるっていうわけでもなさそうなんだけど……左京さんに対する態度とは違うし。ただ、そっけないっていうか、ぎこちない感じがする。臣くんも莇くんに対して遠えん慮りよしてるっていうか……。一体、どうしたんだろう）

　二人のことが、目下いづみの悩なやみの種となっていた。
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　広々とした葉よう星せい大学のキャンパスは緑豊かな自然にあふれていて、芝しば生ふに覆おおわれた広場は学生たちの憩いこいの場となっている。

　優しい木こ漏もれ日びが降り注ぐ中、綴と十座、臣が連れ立って歩いてきた。

「稽古の調子、どうだ？」

「大分まとまってきたっす」

「莇もアドリブがうまくなってきたから、公演ではギャグもどんどん入れるって万里が言ってたぞ」

「本番が楽しみっすね」

　十座と臣の現状報告を聞いて、綴が微ほほ笑えむ。と、臣の表情が曇くもった。

「ただ、どうも最近、莇に避けられてる気がしてな……」

「莇に？」

　驚いたように目を見開いた綴に対して、事情を知る十座は心当たりがあるようにうなずいた。

「まあ、臣さんのスコーン断るとかは信じられなかったっすね」

「そこかよ？　単純に甘いものが嫌きらいなんじゃないっすか」

　綴が首をかしげると、臣は苦笑いしながら言葉を濁にごした。

「いや、スコーンの一件だけじゃなくてさ……なんて言うんだろうな。アイツ相手だとうまくいかないんだよ。他の十座や太一に対してやるのと同じようにすると、莇が迷惑そうっていうか……いや、迷惑っていうのも違うな。嫌がってるわけでもなさそうなんだが……。とにかく勝手が違っててな、どう接していいかわからなくなる」

　弱りきった様子で頭を搔かく臣を見て、綴は意外そうな顔をする。

「伏ふし見みさんでもそんな風に思うことあるんすね」

「そりゃあな。年ねん齢れいも結構離れてるし」

「それを言ったら、左京さんの方が離れてる」

　十座が冷静に指し摘てきすると、臣がうなずいた。

「だから、左京さんも苦労してるだろ」

「確かに……」

　綴が納得したようにしみじみとつぶやいた。

　十座は少し考えた後、真剣な表情で口を開いた。

「正面から話してみたらどうっすか。莇も左京さんにはあんな調子だけど、九門のこと心配したりして、いい奴だと思う」

「それはそうなんだよな。だから、余計に莇の気持ちがわからなくてな」

「なんか莇なりに理由があるんじゃないっすかね」

　綴も考え考え自分の意見を口にする。

「今度、それとなく九門に聞いてみます。莇も九門になら心を開いてるみたいだし」

「悪いな」

　十座が申し出ると、臣が眉を下げて微笑んだ。

「いえ、いつも世話になってるんで」

　十座はそう言って律りち儀ぎに小さく頭を下げた。




　莇が夜風に吹ふかれながら、バルコニーの柵さくにもたれてぼんやり考え込んでいると、バルコニーの扉が開いた。

「──莇」

「ん？」

　振り返った莇に、九門が小さく手を上げる。

「何してんだ？」

「別に。ぼーっとしてた」

「ふーん？　なんか、一気に寒くなってきたなー」

　九門が相あい槌づちを打ちながら莇の隣となりに並ぶ。

「秋だしな」

「早く夏になんねーかなー」

「終わったばっかだろーが」

「そうなんだけどさー」

　九門がわずかに口をとがらせると、つかの間沈ちん黙もくが落ちる。

　九門は少し考え込むように前方を見つめた後、口を開いた。

「そういやさ、さっき、臣さんがチーズケーキ焼いてくれてたけど、食べた？」

「いや……」

　臣の話題になると、莇は少し決まり悪そうに視線を流す。

「すげーうまかったぞ。スコーンもうまいし、臣さんさすがだよなー。そんなに甘くないから、莇も食べれば良かったのに」

　九門がにこにこしながら話し続けるも、莇は黙り込んでしまう。

「莇さ、なんか、臣さんのこと避けてね？」

　九門が莇の顔を覗き込んだ。莇は戸惑ったような表情で視線をさまよわせる。

「……避けてるっつうか、なんかあの人、どう接したらいいかわからねぇ」

「なんで？」

「なんか、あの人さ──」

　莇は言葉を探すように話し始めた。




　それから間もなく、一〇五号室のドアがノックされた。

「臣さんいるー？」

　顔を覗かせた九門を見て、臣が首をかしげる。

「どうした？」

「あのさ、ちょっと来て」

「え？」

　九門は面食らったような臣の手を引っ張って、部屋から連れ出した。

　そうして臣が連れられてきたのはバルコニーだった。

「莇……」

　臣と莇はお互たがいの顔を見て、驚いたように目を見開く。

「ちゃんと話すんだぞー」

「おい、九門──」

　九門は一言言い残すと、さっさと二人を置いて去ってしまった。

　残された臣と莇の間に気まずい沈黙が流れる。

「……なんか、ごめんな」

　先に切り出したのは、臣の方だった。ぎこちない微笑みを浮かべながら、頰ほおを搔く。

「俺が莇に避けられてるかもしれないって十座に相談したら、気を利きかせてくれて、九門に頼んでくれたんだ」

「別に、避けてなんて……」

　尻しりすぼみになる莇の言葉を、臣が引き取る。

「俺、ついみんなを構いすぎちまうところがあってさ。人によっては、迷惑とかうっとうしいって思うよな。この間みたいに正直に言ってくれれば、なるべく気を付けるようにするから」

　臣が穏おだやかな笑顔で優しく言うと、莇は複雑な表情を浮かべて視線をそらした。

「……迷惑じゃない」

「え？」

　臣が虚きよを突つかれたように目を丸くする。

「ただ、どうしていいかわからないだけだ。なんかアンタの構い方……親っていうか、母親みたいな感じだから」

　うろうろと視線をさまよわせる莇の表情には嫌悪など一切なく、困こん惑わくだけが広がっていた。

「母親……？」

　ぽかんとしている臣の反応を見て、莇が気まずそうな顔をする。

「男相手に変だろ。でも、なんか菓か子し作ってきたり、やたらとケガ心配したり、そういう感じがするから戸惑うんだよ」

「そうか……」

「俺、小さい頃に母親亡なくしたから、そういう相手にどう接したらいいかわかんねぇっつーか。左京とか親父はもっと雑だし、厳しかったからな。甘やかされたことなんてねーし。アンタに心配されたり、世話焼かれるのがむずがゆくてしょうがねぇのかも……」

「……そうだったのか」

　臣は莇の説明を聞いているうちに納得したように、つぶやく。そして、莇をじっと見つめて、続けた。

「俺の母親も、俺が小学生の時に亡くなったんだ」

「え……？」

　莇が臣を見つめると、臣が微笑む。

「そういう意味では、母親っていうものがわからないのはお前と同じだ」

「その割には、母親っぽいけどな」

　莇が突っ込むと、臣はゆっくりと首をかしげた。

「それは……無意識に自分が母親を求めてて、演じてる部分があるのかもな。自分なりの母親像を」

「……ふーん」

「まあ、莇に迷惑だって思われてないなら良かった」

「……うん」

　臣がほっとしたように笑みを浮かべると、莇は気き恥はずかしそうにうなずいた。

　それきり、また沈黙が流れる。けれど、さっきよりもはるかに心ここ地ちいい静せい寂じやくだった。

「つーかさ、九門にちゃんと臣さんと話してみろって言われたけど、そんなに話すことなんてないよな」

「はは、そうだな。俺とお前じゃ歳としも離れてるし、共通点も──」

　臣が歯を見せて笑った後、思い出したように動きを止めた。

「ああ、でも、母親のこと以外にも、もう一つあったな。共通点」

　莇が不ふ思し議ぎそうな顔をすると、臣はわずかに表情を引き締めた。

「……俺の人生でたった一度の家出話、聞いてくれるか？」
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　自分を取り巻く環かん境きようが激変したことで、俺おれは早く大人にならなきゃいけなかった。

　母親が死んで、親おや父じは抜ぬけ殻がらのようになった。かろうじて仕事は続けていたものの、表情や感情を失い、子どもの世話も家のこともろくにできなくなっていた。

　まだ幼い弟たちも、母親が亡なくなったということを理解できず、ただ不安がっていた。男四人になった家庭にはいつも暗い雰ふん囲い気きが漂ただよっていて、いつ壊こわれてもおかしくない危あやうい均きん衡こうを保っていることが、子どもながらにもわかった。

　長男である自分がしっかりしないといけない。そう思って、親父に家のことは全部任せてほしいと申し出た。

　洗せん濯たくや掃そう除じのやり方、包ほう丁ちようの使い方も味み噌そ汁しるの作り方も、がんばって一から覚えた。毎日学校帰りに夕飯の買い出しをして、帰って掃除、洗濯、夕飯作り。それが終わったら、翌朝の親父の弁当の仕し込こみをして……。

　小学校の放課後は、習い事もクラブ活動もせず、友人からの誘さそいも断って、ひたすら家事に明け暮れた。




　そんな日々が続いたある日、自分の中で突とつ然ぜんプツンと何かが切れた。

　きっかけはささいなことだ。

　弟が俺の作った夕飯を食べずに、お母さんのごはんが食べたいと言いだした。母親を恋こいしがるのは当然だ。

　いつもなら、あやすことができたのに、その時、俺は何も言うことができなかった。

　翌日の放課後、母親がよく作ってくれた肉じゃがを作ろうと材料を買って、家に帰ろうとして、足が止まった。

　俺は買い物袋ぶくろをぶら下げたまま、家と反対方向にひたすら歩いた。

　たどり着いた河か原わらに座すわり込こんで、ただ沈しずんでいく夕日を眺ながめてた。

（今いま頃ごろ親父や弟たちはどうしているだろう。腹を空かせてないか……。でも次男はよく宅配ピザが食べたいと言っていたから、みんなでピザでもとってるかもしれない）

　そんな妄もう想そうをしてると、自分のしてきたことがバカみたいに思えてきた。

　クリーニングに出せば、皺しわ一つなく洗濯してもらえる。料理だって、今の俺が作る飯めしよりコンビニ弁当の方がうまいだろう。それなのに、毎日バカみたいにがんばって、やりたいことガマンして……。

　そんなことを考えていたら、いつの間まにか眠ねむってしまっていた。

　肩かたをゆすられて目を覚ますと、目の前に目つきの悪い少年がいた。

「……なぁ、お前も家出？」

　同い年くらいのその少年は、那な智ちと名乗った。隣となりの学区の小学校に通っているらしい。

「俺も家出でさぁ。まあ、いつものことなんだけど。うちの親、遅おそくまで仕事してていねーから」

「いつも家出してんの？」

「もう二に桁けたはいった。マジ、プロだから色々教えてやるよ」

　家出のプロだと豪ごう語ごする少年が面おも白しろくて、俺はつらつらと家出をした理由を話し始めた。

「いんじゃね？　好きなだけサボれば」

「でもさ……」

「今まで休みなかったんだから、いくらサボっても文句言われねぇよ。やりたくなったら、またやれば？」

　那智のあっけらかんとした言葉に衝しよう撃げきを受けた。

「しょーきゅー二日制って知らねぇの？」

　どや顔で言いい間ま違ちがえるのがおかしくて、思いっきり笑った。

　ひとしきり笑ってから、本気でサボりたいのかと言われれば、別にそうでもないことに気づいた。

　親父が仕事に没ぼつ頭とうするように、俺は家事に没頭することで母を亡くした悲しみを一時忘れることができた。家族のためにがんばることで、天国の母に必死で呼びかけていたのかもしれない。

　俺たちは俺たちだけで大だい丈じよう夫ぶだと。心配しなくていいと。

　そうすることで、同時に自分の心をなぐさめていたんだと思う。

「好きなだけサボるのは、もうちょい後にする」

「なんで？」

　もしこの先、弟が大きくなって、親父の心配もなくなって、本気でサボりたいと思える時が来るかもしれない。多分その時は、天国の母親が安心したから休んでいいと言ってくれてる時なのだろう。だから、その時までは……。

「そん時は俺も付き合ってやるよ」

　那な智ちはそう言って歯を見せて笑った。

　那智と別れて家に帰ると、深夜だというのに、親父も弟たちも寝ねずに待っていた。

　そして、靴くつを脱ぬぐなり親父に、ずっと家事を任せっきりにしてごめんと謝あやまられた。

　何かコンビニでごはん買ってくると言われたけど、もったいないから買ってきた晩ばん飯めし用の食材で夜食を作った。

　その時作った味噌汁が会かい心しんの出来で、弟がお母さんの味だと言った。それからみんな無言で味噌汁を飲みほした。

　その日から、父親は少しずつ笑うようになって、弟たちも家事の手伝いをしてくれるようになった。

　家に充じゆう満まんしていた沈んだ雰囲気は少しずつ薄うすまっていった。

　それきりすっかり忘れていた家出のプロと再会したのは、高校生になってからだ。

　俺は家出のおかげで、家族の絆きずなと唯ゆい一いつ無む二にの親友を得た。
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　臣おみが遠くを見つめながらバルコニーの柵さくに体重をかけると、ぎしりと微かすかな音がする。

「俺が母親みたいだっていうのは、家の中で俺が俺なりに理想の母親ってやつを体現しようとしていたからだと思う。ＭＡＮＫＡＩ寮りようって、衣食住を共にしてる一つの家族みたいだろ？　だから、年下の奴やつには、無意識に弟みたいな構い方をしちまう。それが、莇あざみを戸と惑まどわせる原因だったんだと思う。ごめんな。これからは、あんまり──」

　そう言いながら莇に笑いかけた時、莇が臣の言葉をさえぎった。

「いい」

「え？」

「アンタはそのままでいい」

　莇がまっすぐに臣を見つめる。

「さっきも言っただろ。どんな反応していいかわからなかっただけで……嫌いやだったわけじゃねーし」

「──そうか」

　莇が気まずそうに視線をそらすと、臣は優やさしく微ほほ笑えんだ。
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　数日後、キッチンで夕飯の後片づけをしている臣の隣に、莇が無言で並んだ。

　シンクに積み重なった皿を摑つかんで、洗い始める。

「食器洗ってくれるのか？　ありがとう」

「……メシ、うまかった」

　臣が微笑むと、莇はぶっきらぼうに告げる。

「今度、莇の好物も作るな。リクエストあったら、言ってくれ」

「……ししとうの串くし」

「渋しぶいな。じゃあ、明日は串揚あげにしよう」

　臣は笑えみを深めながら、了りよう承しようした。

　明らかに雰囲気の変わった二人の姿を、九く門もんや十じゆう座ざ、綴つづるが優しいまなざしで見つめていた。

「二人とも、ちゃんと仲直りしたみたいだね」

「だな」

「どんな方法使ったんだ？」

　綴がたずねると、九門はにかっと笑った。

「言葉で謝れない時、どうしたらいいか教えてあげたんだ。オレも母さんに謝れない時、皿洗いしてはぐらかしてたからさー」

「よくやった」

「これで、秋あき組ぐみの連れん携けいもうまくいきそうだな」

　仲良く並んで後片づけをする二人を見ながら、綴たちは目を細めた。
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　午後稽けい古この始まる時間、稽古場の鏡かがみの前に、秋組公演の衣い装しようがずらりと並べられた。

「すげー！　かっけーッス！」

「ＴＨＥハンターって感じだな」

「さすが幸ゆきくん！」

　太た一いちが歓かん声せいをあげれば、莇やいづみも衣装の完成度をほめる。

「アンデッドっていっても、そこまでおどろおどろしい感じでもないんだな」

「ぼろ布でも着せられるのかと思った」

「そんな見み栄ばえが悪い衣装にするわけないじゃん」

　臣と左さ京きようの感想を、幸が鼻で笑う。

「みんな、体の前で合わせてみて」

　いづみが促うながすと、それぞれ衣装を手に取った。

「あとはメイクだな」

「一人ずつやってくから、万ばん里りさんから座すわって」

　鏡を覗のぞき込こみながら万里が言うと、莇が鏡の前に置いた椅い子すを示した。

　衣装を着たメンバーに順にメイクを施ほどこしていく。

　ゾンビラン・ナイトで鍛きたえただけあって、手て際ぎわがいい。

「痛いてぇ」

　ペンシルで瞼まぶたを擦こすられて、左京が顔をしかめる。

「ああ、つい力が入った」

　しれっと言い放つ莇を、左京が睨にらんだ。

「そんな腕うででプロ目指してんのか？」

「うるせーな。黙だまってろ。口にブラシ突つっ込こむぞ」

　メイク中は莇の独どく壇だん場じようだ。左京は鋭するどい目で睨み付けながらも、口をつぐんだ。

（臣くんとの関係は良くなったみたいだし、残る問題はこの二人だけだな……）

　いづみは果たし合いでもするかのような表情でメイクをしている二人を見て、眉まゆを下げた。




　立ち並ぶ劇場の明かりに照らされる夜のビロードウェイに、おどろおどろしいうめき声が響ひびいた。

『ぐがあああ！』

『うがああ！』

　赤い目に、つぎはぎだらけの腕、バックルが連なる黒いジャケットに、肩から斜ななめにベルトをかけた姿の臣と、紫色の目に赤いシャツとベスト、黒いネクタイに黒いコートを羽織り、赤と黒のストールをかけた左京が、周囲の通行人を威い嚇かくする。

「ストリートＡＣＴ？」

「ゾンビ物じゃない？　面白そう！」

（よしよし、摑みはばっちり。次は──）

　驚おどろきながらも興きよう味み津しん々しんで足を止める人々を見て、いづみは内心ガッツポーズをとる。

『こんなとこまで出てきてんじゃねぇよ』

　悠ゆう々ゆうと出てきたのは、タイトなクルーネックのトップスにガンホルダーを身につけた万里だ。腰こしにはジャケットを巻き付け、カーキのワークパンツをはいている。臣と左京とは違ちがって、目は自然な色で、肌はだにも傷きず跡あとはない。

『とっとと片づけるぞ。飯代が稼かせげる』

　万里に並んだのは左京たちと同じ赤い目をして、鼻の上と首に大きな傷跡がある莇だ。ボロボロの黒いインナーの上にジャケットを羽織り、黒いパンツもあちこち切きり裂さかれたようなダメージ加工が施されている。

『言われなくてもわかってる！』

　莇に声をかけられて出てきたのは太た一いちだ。カーキのインナーの上にフードのついたジャケットを羽織っている。ジャケットには白いラインが入っていて、万里の衣装と同じカラーリングだった。

「こっちは、ハンターだ！」

「いいじゃん！　カッコいー！」

　通行人がハンター対ゾンビの対決に、歓声をあげる。

（莇くんもすっかりエチュードに慣れてきたな。自然に楽しめるようになってきた気がする）

　台本のないやり取りに違い和わ感かんなく対応していく莇を見て、いづみが表情をゆるめる。

『ＭＡＮＫＡＩカンパニー新作公演《ＤＥＡＤデツド／ＵＮＤＥＡＤアンデツド》よろしくな』

　今回の舞ぶ台たいでは情報屋の役を務める十座が、宣伝をしながらフライヤーを配る。

「フライヤー、一枚ください」

「私も──」

　観客たちが次々にフライヤーを手に取っていった。

（うんうん。公演の内容に合わせたストリートＡＣＴにして良かった。お客さんのウケも良さそう）

『てめぇ、早くくたばれ！』

『こっちのセリフだ──』

　莇と左京のバトルがひときわ激しさを増す。

（莇くん、自然にエチュードをこなせるようになったのはいいけど、左京さん相手だとどんどん地が出てきちゃうな。敵かたき役やくだから、今まではそれが味になってたけど、度が過ぎると、役からはみ出しちゃう……）

『こういうのは、ハンターが勝つって決まってんだよ！』

『んなもん、誰だれが決めた』

　完全にムキになっている二人を見て、いづみは頰ほおを搔かいた。

（この辺で止めた方がいいかな──）

　そう思っていた時、万里が動いた。

『やばい──弾たま切ぎれだ。一いつ旦たん引くぞ』

　銃じゆうを構えたまま後あと退ずさりする万里に、太一が続く。

『撤てつ退たいッス！』

　最後に莇も名残なごり惜おしそうに去っていった。

（良かった。万里くんたちがうまく引き上げてくれた）

　幕引きと共に大きな拍はく手しゆが沸わき起おこる。

「良かったよー！」

「公演がんばってねー！」

「どーもー」

「ありがとう」

「公演よろしくッスー！」

　観客たちの声せい援えんに、万里や臣、太一が愛あい想そよく応える。

　一方、莇と左京は未いまだに芝しば居いを引きずっているかのように、お互たがい顔をそむけていた。

（それにしても、莇くんはどうしてあんなに左京さんを嫌きらってるんだろう……。二人の根本的な問題を解決しないと、このままじゃ公演を迎むかえられない）

　いづみは決して視線を合わせようとしない二人をじっと見つめた。
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　夕食前、談話室のソファに座る左京に向かって、迫さこ田だが頭を下げた。

「んじゃ、アニキ、おれはこれで失礼するっす」

「ああ、ご苦労だったな」

　迫田が談話室のドアへ向かった時、ダイニングテーブルについていた莇が声を漏もらす。

「……あ、やべ。ケンさん、実家に帰ったら、俺のカバン持ってきてくれねぇ？　教科書入ってんだ。明日でいいからさ」

「ああ、だったら後で──」

　莇に頼たのまれた迫田がすぐにうなずくと、左京がさえぎった。

「自分で取りに行け」

「あ？」

　莇の目が吊つり上あがる。

「……あー、たしかに、一回くらい家に顔出してやったらいいんじゃねーか？」

　迫田もそう勧すすめるが、莇は目に見えてふくれっ面つらになった。

「クソジジイと鉢はち合あわせしたくねぇ。頼むよ、ケンさん」

「そっか？　まあ、おれは別にいいんだけどさ」

　莇が再び頼み込むと、迫田はあっさり引き受ける。

「迫田をパシリに使ってんじゃねぇよ」

「ケンさんはアンタのもんじゃねぇだろ。アンタには関係ねー」

　左京が不ふ機き嫌げんそうに口を挟はさむも、莇は突つっぱねる。

「こいつは俺の舎しや弟ていだ」

「だからって、なんでも決められると思ってんのかよ？」

「あわわ……二人とも落ち着いて……！」

　間あいだに挟まれた迫田はおろおろと二人の顔を見比べた。

「てめぇが立場利用して迫田使ってんのが悪いんだろうが」

「どっちがだよ！」

「──何？」

　相手を射い殺ころさんばかりに鋭い目で睨み合う。一いつ触しよく即そく発はつといった雰囲気をさえぎるように、迫田は莇の肩に手を置いた。

「おいおい、あざみ、落ち着けって」

「──俺、こんなムカつく奴と一いつ緒しよに舞台立つとか、マジ無理だわ」

　莇がぷいっと顔をそむけて言った瞬しゆん間かん、左京の目がさらに冷たく光る。

「だったらやめろ！　好すき嫌きらいで舞台に立つ立たねぇを決めるような、いい加減な奴はいらねぇ」

　痛いところをつかれたように莇の表情が固まる。

　左京はいつになく苛いら立だったように鼻を鳴らして、談話室を出て行った。

「あ、左京さん──！」

　いづみは慌あわてて左京を追った。

　廊ろう下かに出ると、中庭に出る扉とびらが薄く開いていた。ゆっくりと扉を開けて、暗い土の上に一歩踏ふみ出だす。

　静かな夜の闇やみに溶とけ込こむように左京が立っていた。

　いづみは何も言わずに、その隣に並ぶ。

「……今、アタマ冷やしてるとこだ。ほっとけ」

　左京の声にいつもの迫はく力りよくはない。いづみはただ黙ってその場に残った。

　二人の間を、冷たい夜風が吹ふき抜ぬけていく。

「……左京さんがあんな風に大人げないケンカするの、莇くん相手だけですね」

　いづみがぽつりとつぶやくと、左京は自じ嘲ちよう気味に声もなく笑った。

「なんだかんだ、あいつとの付き合いは長いからな。つい、あいつと出会ったばかりの頃ころの自分に戻もどっちまうのかもしれねぇ。世話役なんて任されても、俺もまだ二は十た歳ちそこそこだったからな。ガキ相手にイライラしっぱなしだった」

「左京さんでも、そんなだったんですね」

　いづみが意外に思っていると、左京がちらりといづみの顔を見やった。

「お前といる時だって、時々ガキの頃に戻ったような気持ちになるぞ」

「子どもを相手にしてるみたいで、イライラするってことですか？」

　いづみが思わず言い返すと、左京が黙り込んだ。

「否定してください！」

　すかさず突っ込むいづみの顔を見て、左京は小さく笑った。

「まあ、懐なつかしい気持ちになるってだけだ」

「だったら、いいですけど……」

　若じやつ干かん引っかかりを感じながらも、納なつ得とくする。

「……どうして莇くんはあんなに左京さんのことを嫌ってるんですか？　前からあんな風だったわけじゃないんですよね？」

　いづみが以前から感じていた疑問を投げかけると、左京がうなずいた。

「……ああ。昔は口ゲンカしながらも、懐いてたな」

「だったら、どうして──」

「……あいつが俺を憎にくむのは、当然だ」

「え……？　どういう意味ですか？」

　左京は何かを思い出すかのように、建物に切り取られた夜空を見上げた。
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　……銀ぎん泉せん会かいに入った俺がまず任されたのが、会長の息むす子こである莇の目付け役っつーか、世話係だった。

　母親が亡くなってからふさぎがちだった莇は、俺が銀泉会に入る前に一度家出して、大おお騒さわぎになったらしい。アイツがまたそんなヤンチャをしないように見張っててくれって頼まれて、俺は四六時中アイツについて回ることになった。

　身の回りの世話をしたり、そろばん教えたりしてるうちに、アイツも徐じよ々じよに俺に言い返すくらい元気になっていった。口答えはするものの、兄弟みてぇな感じでな。色々話をしてくれるようになった。

『なあ、絶対に誰だれにも言うなよ？　俺さ、将来メイクの仕事がしたいんだ。ヤクザの息子がメイクの仕事なんて女め々めしい夢、叶かなえられるわけねーよな。諦あきらめた方がいいってわかってんだけどさ……』

　俺はそう話すアイツの姿に自分自身を重ねちまった。役者の夢を諦めて、ＭＡＮＫＡＩカンパニーに背を向けて、ヤクザの道を選んだ俺自身の姿を……。

『いいか莇。夢があるのはいいことだ』

　気づいたらそう言っちまった。恩人である会長からも、莇を立派な跡あと目めとして育てたいっていう夢を聞いてたのに……莇の夢を否定することはできなかった。

『俺にも、到とう底てい叶うとは思えねぇ夢がある。それでも、決して捨てたりはしない』

　叶う望みがなかったとしても、一生捨てることはねぇ……そう言った俺に、莇はほっとしたように笑ったよ。

『いつか、一緒に夢を叶えたいな』
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　左京はゆっくりと視線を落とした。その目には後こう悔かいのようなものが浮うかんでいた。

「俺は、アイツの夢が叶う見み込こみも少ないのに、自分と重ねて無責任に励はげましちまった。しかも、結局俺だけ一人、勝手に夢を叶えちまったんだ。アイツに憎まれてもしょうがない」

　いづみはとっさに首を横に振ふる。

「無責任だなんて……そんなことないです。莇くんが夏なつ組ぐみの公演や、ファッションショーやイベントでメイクをすることでどれだけ輝かがやいてたか……。本当に楽しそうだったし、キラキラしてた。夢を諦めなかったから、今の莇くんがあるんです。左京さんの励ましは、間違ってなかったと思います」

　自分の足で夢に向かって歩いている、その実感があったからこそ、莇は貪どん欲よくに吸収し成長していた。それを否定することは、いづみにはできない。

「……でも、結果的には裏切っちまった」

「左京さんは、今でも莇くんに夢を叶えてほしいと思ってるんですか？」

　左京が虚きよを突つかれたように、一いつ瞬しゆん言葉を失う。

「そりゃあ、できるもんなら、叶えさせてやりてぇ。アイツの夢への真しん剣けんさは俺が誰より知ってる」

「じゃあ──」

　続けようとしたいづみの言葉を、左京は首を振ってさえぎる。

「でも、俺は銀泉会の人間で、会長の一人息子に跡目を継つがせてぇっていう夢も切り捨てられねぇ。拾ってもらった恩もあるし、会長が銀泉会の将来のことを思ってアイツに期待をかけてることも知ってる。気軽にアイツの夢を応おう援えんできる立場じゃねぇんだよ」

　左京が苦しげに顔をゆがめる。秋組の古ふる市いち左京ではなく、銀泉会の一員であり、莇の保護者代わりとしての本心が表れていた。

　いづみにもその気持ちが痛いほど伝わってきて、自然と眉を顰ひそめる。

（会長の夢と莇くんの夢、板いた挟ばさみ状態で左京さんも苦しんでるんだ……。でも、だからといって、莇くんが左京さんを憎むっていうのはなんだかおかしい気がする。応援する気持ちに違いはないのに……）

「左京さん、まずは莇くんとちゃんと話しましょう。そうやって悩なやんでたことも全部、素す直なおに莇くんに伝えましょう。先に夢を叶えたことを申し訳ないと思うなら、謝ってみればいいじゃないですか」

「バカ言え。こんなだせぇ話、アイツにできるか」

　左京が嫌そうに眉まゆ根ねを寄せる。

「でも、莇くんに正面から向き合わないと、いつまでもすれ違ちがったままです。芝居にも悪あく影えい響きようが出てきてるのは、左京さんだってわかってますよね？　しこりを残したまま公演を迎えても、絶対にうまくいきません」

　いづみが真剣に訴うつたえると、左京がはっとしたように口をつぐんだ。

「莇くんとちゃんと話をしてください」

「……総そう監かん督とくの命令なら、しょうがねぇか」

　いづみが言いい募つのると、ふっと諦めたように左京が笑った。
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　泉いずみ田だの屋や敷しきの莇の部屋で、迫田がゴソゴソと莇の荷物を漁あさっていた。

「んーと、学校で使うカバンってこれだよな？」

　ブツブツつぶやきながらカバンを取り出すと、奥おくから長方形の箱が出てくる。

「あれ？　……これ、なんだ？」

　使い古された箱は、あちこち擦すり傷きずができていた。

「小学校の頃のお道具箱だっけ。懐かしーなー」

　興味をひかれた表情で迫田が箱を開けると、カードのようなものが大量に入っていた。

「ん？　これ、アニキの字か？」

　一枚、一枚手に取って、しげしげと眺める。

「でも、こっちの字は違うな……」

　迫田は完全に脱だつ線せんしていることにも気づかず、カードを凝ぎよう視ししていた。




　夕食後、再び寮に戻ってきた迫田が、談話室にいる莇を呼び止めた。

「あざみ、頼まれたブツ持ってきたぜー」

　不ふ穏おんな言い方で、カバンを手て渡わたす。

「明日でも良かったのに……」

「早い方がいいだろ」

「ありがと、ケンさん」

　にかっと笑う迫田に、莇も表情をゆるめた。

「あとさ、これ」

「……え？」

　迫田が差し出したのは、お道具箱に入っていたカードだった。

「なんで、こんなもん……」

　莇が困こん惑わくした表情を浮かべる。

「……なぁ、あざみ。アニキと一回ちゃんと話せよ」

「嫌だ」

　にべもなく断る莇に、迫田が困ったように言い募る。

「ほんとはわかってるだろ？　アニキが昔から、あざみのこと、どんだけ大事にしてたか」

「……昔はどうか知らねぇけど、今は違うだろ。自分のやりてーことだけやって、俺のことなんて放置じゃねーか」

　莇が言い捨てると、迫田は真剣な表情で首を横に振る。

「んなワケねぇだろ。……これ、言うなって言われてたけどさ。あざみって、いつもメイク道具、通つう販はんで買ってただろ？」

「そりゃ……店頭じゃ買えねーし」

「それ、会長も怪あやしんでてさ、ずっと何買ってるか調べさせてたんだよ」

「は？」

　莇には初耳だったのか、目を見開く。

「そのたび、アニキがうまくごまかしてたんだ」

　迫田の言葉を聞いて、莇が口をつぐむ。

「あざみも年とし頃ごろだから～って言ってな。ずっと、会長はエロ本か何かかと思ってたみたいだぜ」

「はあ!?　ふざけんな──！」

　顔を真っ赤にして声を荒あららげる莇を、迫田がどうどうとなだめる。

「まぁまぁ、そのおかげで今までばれなかったんだからさ。アニキは今でも、あざみのことどうでもいいなんて思ってねぇよ。稽古だってさ、なんだかんだでちゃんと口うるさくやってくれてんだろ？　そういうのも全部あざみのためじゃん」

　迫田に諭さとされて、莇が沈ちん黙もくする。

「だから、一度アニキと──」

「それでも、俺はアイツが許せねぇ」

「あざみ……」

　頑かたくなに左京を否定する莇を、迫田は眉を下げて見つめた。
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　休日の昼下がり、九門と莇がビロードウェイを並んで歩いていた。

　終始九門が話していて、莇は心ここにあらずといった様子で適当に相あい槌づちを打っている。

「──でさぁ、急きょ至いたるさんとこでゲーム大会始まったんだけど、チーム戦がマジ熱くて、すげー接戦だったんだよ。今度、莇も一緒に──」

　九門が身み振ぶり手て振ぶりを加えて興奮を伝えようとする一方、莇は迫田の話を思い返していた。

　自分の夢なんてどうでもいいと思っていたはずの左京の心こころ遣づかいは、莇にとって寝ね耳みみに水だった。未だに混乱していて、気持ちの整理がつかない。

　莇が苛立ったように顔をしかめた時、九門が声をあげた。

「──莇、後ろ！」

「え？」

　振ふり返かえった莇の目の前に車が迫せまっていた。

　甲かん高だかいブレーキ音が辺りに響く。




　その頃、談話室のソファでは左京といづみがミーティングを開いていた。

「こっちの費用は問題なさそうだな」

「そうですね」

「じゃあ、後は松まつ川かわに回して──」

　ノートパソコンを閉じる左京の顔をいづみが覗のぞき込こんだ。

「左京さん、莇くんと話しました？」

「──まだだ」

　左京がバツが悪そうに視線をそらす。

「今日こそはちゃんと話してくださいね」

「……わかってる」

　いづみが念を押おすと、左京は小さくうなずいた。

　と、その時、いづみのスマホの着信音が鳴った。

　すぐに画面を確かく認にんする。

「？　九門くんからだ」

　普ふ段だんならＬＩＭＥでのメッセージのやり取りが多いだけに、首をかしげながら通話ボタンを押す。

「もしもし？」

『カントク、どうしよう！』

　焦あせったような九門の声を聞いて、いづみがさらに不ふ思し議ぎに思う。

「どうしたの？」

『今、病院で、オレ、どうしたらいいか──』

「え？　何？　落ち着いて──」

『莇が……！　莇が交通事故に遭あって……！』

「え!?　莇くんが交通事故……!?」

　いづみが思わず聞き返した途と端たん、目の前にいた左京が、がたっと立ち上がった。

『車が、すげー勢いで──！　オレ、とにかく救急車呼んで──』

「病院はどこ？」

　うろたえきった九門を落ち着かせるように、ゆっくりとたずねる。

『天鵞絨びろうど病院……』

「──天鵞絨病院ね。わかった。九門くんは莇くんについててあげて。すぐに向かうから」

　いづみがそう言って通話を切った時、左京がテーブルに足を引っかけて転んだ。

　かなりの衝しよう撃げきだったのか、テーブルの上のノートパソコンは落ちて、左京の眼め鏡がねもどこかへ飛んでいる。

「左京さん!?　大丈夫ですか!?」

「ちょっと転んだだけだ──」

　いづみが慌あわてて駆かけ寄よると、左京は何事もなかったかのように立ち上がった。

　その左京の足元を見て、いづみは目を丸くする。

「メガネ踏ふんでます！」

　左京は今気づいたように足を上げた。その拍ひよう子しに、また体が傾かたむいてたたらを踏ふむ。

「落ち着いてください！」

　左京の動どう揺ようを抑おさえるように、いづみが強く言う。

「莇くんは天鵞絨病院にいるそうです。急いで行きましょう」

「すぐに車を──」

　左京はレンズが一部割れてなくなった眼鏡をかけ直して、真顔で言う。

「メガネ割れてます！　それじゃ、前見えませんよ。私が車出しますから──」

「──あ、ああ、悪い」

　すっかりうろたえた様子で、左京はいづみの後について談話室を出た。

　それから三十分後、いづみたちは天鵞絨病院の受付に駆かけ込こんだ。

「すみません！」

「はい？」

「泉田莇の病室は──」

　いづみが前のめりになって看護師にたずねようとした時、少し離はなれたところから迫田の声が聞こえた。

「こっちっす、アニキー！」

　見れば、迫田の近くのベンチに莇が座っている。
















「莇くん!?　事故に遭ったって──大丈夫なの？」

　どこも変わった様子のない莇の全身を上から下まで眺める。

「避よけた時に壁かべに腕擦っただけ。かすり傷で済んだ」

「かすり傷……」

　莇が少し擦れた袖そでを見せると、左京がいつになくぽかんとした表情を浮かべた。

「カ、カントク、左京さん、ごめん！　オレ、なんかパニクっちゃって……」

　莇の隣に座っていた九門が、申し訳なさそうに頭を搔く。

　何はともあれ、無事だったなら問題ない。いづみはほっと息をついて、たずねた。

「相手の車は？」

「それが、何も言わずに走り去っちゃって……」

「ええ？」

　悔くやしげに九門が答え、いづみが目をむく。

「まあ、別にはねられたわけじゃねぇし」

「でも、ケガをしたんだから、被ひ害がい届とどけ出さないとね……」

　なんでもないことのように言う莇に、いづみが告げる。

「別にいーよ。大したケガじゃねーし」

「いいわけあるか！」

　左京の怒ど声せいが響き、莇が眉を顰めて口をつぐんだ。

「ア、アニキ、落ち着いて。あざみは被害者で──」

　迫田がおろおろしながらなだめようとするが、左京は険けわしい表情のまま怒いかりを隠かくそうとしなかった。

「ケガさせられたのは事実だ。きっちり落とし前はつけさせる」

　そしてじっと黙ったままの莇を見つめ、肩の力を抜ぬいた。

「……とにかく無事で、良かった」

　その声に険けんはなく、安あん堵どだけが伝わってくる。

「……アンタ、眼鏡どうしたんだよ？」

　莇が怪け訝げんそうに左京の割れた眼鏡を指した。

　視線をそらして答えようとしない左京に代わって、いづみが口を開く。

「慌てて転んだ時に落として、自分で踏んで割っちゃったんですよね」

「は？」

　莇がぽかんと口を開けると、左京はバツが悪そうな表情を浮かべる。

「言わなくていい」

「……っていうか、なんか、ヨレヨレだし」

　いつもきっちりセットされている左京の髪かみ形がたは少し乱れ、スーツもよれている。

「うるせぇ。それどころじゃねぇだろうが」

「……何、ガラにもなく焦ってんだよ。だせぇ」

　むっとしたような左京を莇が揶や揄ゆする。

「……心配しちゃわりぃか。俺にはもうその権利もねぇか」

　いつになく力ない左京の言葉を聞いて、莇ははっとしたように言葉を失う。

「……あざみ、これでわかっただろ？　アニキがあざみのことどうでもいいなんて思うわけねぇって」

　迫田が声をかけると、莇は気まずそうに顔をそむけた。

「……ど、どうだかな。今が楽しすぎて、昔のことなんて全然覚えてねーんじゃねーの」

「そんなことねーって、あざみ──」

「ど、どうせ、仁じん義ぎ王おうカードの効果だって忘れてるだろ」

　莇が動揺した様子でつぶやいた言葉を聞いて、いづみが首をかしげる。

「仁義王カード……？」

「何それ？」

　九門も不思議そうにする中で、左京が小さく噴ふき出だした。

「お前こそ忘れてるんじゃねぇのか。俺は全部思い出せるぞ」

「……じゃあ、【仁義の森のガーディアン】は？」

「攻こう撃げき力りよく２５００、守備力１７００。墓地に送られた時に相手の手札を任意で二枚墓ぼ地ちへ道連れにする」

　莇が挑いどむように問いかけると、左京がつらつらと答える。

「仁義の森の……？」

「ガーディアン……？」

　いづみと九門が首をかしげるが、莇は畳たたみかけるように続ける。

「【黒こく刃じんの鉄てつ砲ぽう玉だま】は？」

「攻撃力１７００、守備力８００。相手モンスターの攻撃力をターン終しゆう了りよう時まで半分にする」

「黒刃の？？？」

「なんかかっけー！　何それ!?」

　頭の上に？マークを浮かべたいづみと訳もわからず興奮している九門を一いつ切さい無視して、二人のクイズ合戦が続いていく。

「【氷のドス使い】」

「攻撃力１５００、守備力１０００。このカードを対象とする罠わなカードを無効にし、破は壊かいする」

「すげーアニキ！　ほんとに当たってやす！」

　迫田が手に持ったカードと左京を見比べる。

「迫田さん、なんですか、そのカード？」

「手書きのトレーディングカード……？」

　いづみと九門がカードを覗き込むと、迫田が左京の方を見た。

「昔、あざみとアニキが作ったカードっすよね」

「坊ぼんが小学生の頃だな。莇が絵を描かいて、俺が文字を書いてやった」

「あれ？　でも、アニキの文字以外に──」

　迫田が首をひねっていると、莇がじっとカードを見つめた。

「なんでこんなくだらねぇこと覚えてんだよ」

　莇の声に刺とげはなく、つぶやくように言う。

「まぁ、坊と遊んだってこと以外にも、思い出深いカードだからな」

「思い出？」

　莇が聞き返すと、左京は少し考えた後に口を開いた。

「……そうだな。監督さんにも言われたし、たまにはだせぇ昔話でも聞かせるか。お前と作ったカードは二代目。俺が一番最初にカードを作ったのは……母親とだった」
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　俺おれの家庭環かん境きようがいわゆる『普ふ通つう』とは違ちがうってことを理解したのは、小学生の頃ころのことだ。

　運動会の親子リレーでクラスメイトはみんな父親と参加する中で、うちは母親と参加した。

　みんなが、夏休みにどこへ旅行に行った、放課後は習い事で忙いそがしい、ゲームや服を買ってもらったという話を聞くたびに、自分の家との違いを意識させられた。

　欲ほしいものをガマンすることは当たり前だったし、誕生日ですら予算を気にしてプレゼントのリクエストをした。

　母親も俺の比ではないくらいガマンして、苦労していただろう。それがわかっていたから、不満を口にすることはなかった。

　ただ、クラスメイトは俺が『普通』とは違うことを感じ取って、少しずつ遠巻きにするようになった。俺自じ身しん、同世代のクラスメイトたちを子どもっぽいと見下していて、自分から距きよ離りを置いた。

　本当は一いつ緒しよに遊びたい気持ちがあっても、それを素す直なおに認めることができなかった。

　そんなある日、親切なクラスメイトが話しかけてきた。

　なんとかっていうカードをやってるか、って聞かれた。

　カードの名前なんてもう覚えちゃいない。その頃クラスメイトの男子が休み時間になるたびに集まってやっていたような、流は行やりのカードゲームだ。

　やってない、と答える前に、周りのクラスメイトが割わり込こんできた。気き遣づかうような、嘲あざけるような、そんな口ぶりで、やってるわけない、かわいそうだから誘さそうなと、ささやかれたのが悔くやしくてしょうがなかった。

　今まで、自分の家庭を恥はずかしいとか、不幸だとか思ったことは一度もない。当時も、シングルマザーなんて珍めずらしいものでもなかったし、母親との暮らしにも満足していた。

　それでも、その時目まの当あたりにした、自分たちに向けられる世間の目に対して、俺は何も言い返せなかった。

　放課後、手持ちの小こ遣づかいをかき集めて、おもちゃ屋へ向かった。

　俺はかわいそうなんかじゃない、カードくらい買える……そう思って、五枚入りのカードを一パック買った。

　小遣いを自分のためだけに使ったのは初めてで、家に帰るまでドキドキしたのを覚えてる。

　クラスメイトの話してた最強のドラゴンカードが当たってるかもしれない、明日、教室で自じ慢まんできるかもしれない……。

　普ふ段だんまともに話さないクラスの男子たちが自分の周りに集まってくるのを想像して、むずがゆくなる。

　家に帰っていざ開かい封ふうすると、とんだザコカードばっかりで、当然最強のドラゴンカードなんて入ってない。カードパック裏の説明を読んで、そもそも四十枚ないとデッキが完成しない、ゲームに参加することもできないと知って絶望した。母親からもらったなけなしの小遣いで、俺は何してんだって悲しくなった。

　小遣いは、本当に欲しいものができた時に大事に使うように言われていた。それが、あんなくだらねぇカードに使っちまって……。

　本当はちゃんと貯ためて、母の日のプレゼント代にしたかった。それなのに……。

　母親に合わせる顔がないと思った。

　無む駄だ使づかいした悔しさや、クラスメイトに対する嫉しつ妬と、自分の家を恥じていないはずなのにそんな感情を抱いだく自分も情けなくて、母親に申し訳なくて、どうしたらいいかわからなくなって……。気づいたら、家を飛び出していた。

　あてもなく歩くうちに、辺りが真っ暗になっていく。

　母親がパートから帰ってくる時間もとうに過ぎていた。

　今いま頃ごろどれだけ心配してるだろうって怖おじ気けづいた時、遠くから母親の声が聞こえてきた。

　パート帰りで疲つかれてるだろうに、俺のことを探させてしまった。そのことが申し訳なくて母親の前に出て行くと、「ごめん」と抱き締められた。

　家出したことは咎とがめられずに、そのまま一緒に帰ると、母親が手書きの手作りのカードを作ってくれた。

　ちゃぶ台の上に置いてあったカードパックを見て、俺がカードを欲しがってると勘かん違ちがいしたんだろう。

　とっさに、違うと、ただクラスメイトに哀あわれまれるのが悔しかったからだと言おうとした。

　でも「結構よくできてるでしょ」と得意げな母親を見て、そんなことはどうでもよくなった。

　どんなカードが欲しいか聞かれて、最強のドラゴンと答えた。答えるたびに母さんは、想像で新しいカードを書いてくれた。

　カードの効果や能力を決めたのは俺。金のかからない遊びだ。でも、真心がこもっていた。

　それから、手作りのカードで何度も何度も母さんと遊んだ。いつしか遊ばなくなってもそれは捨てられなくて、ずっと取ってあった。

　俺はあの日家を出て、自分の弱さと何にも代えがたい母親の愛情を知った。

　いつか、自分の力でその恩を返そうと決めたのは、あの時だ。
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「そんな話、一度も聞いたことねぇ」

　どこか呆ぼう然ぜんとした様子で、莇あざみがつぶやく。

「ガキの頃のだせぇ話だ。話すわけねーだろ」

　左さ京きようは小さく鼻で笑った。

「じゃあ、このカードは……？」

　いづみが迫さこ田だの持っていたカードを指すと、莇が口を開いた。

「……これは、俺が小学生の頃作った。クソ左京と同じだ。俺はヤクザの息むす子こだってウワサされて、学校でも浮ういてたから友達ができなかった。その時流行ってたカードゲームのカードを持ってたら、仲良くなれるかもしれない……そう思って小遣いでカードを買った。俺の場合、家で親おや父じに見つかって、即そつ行こう捨てられたけどな」

　莇が口元をゆがめて笑う。

「『極ごく道どうの跡あと目めがんなチャラチャラしたもんで遊ぶな』ってよ。誰だれのせいでこんなもんが必要になったのかって、心底腹が立った。あん時に、自分の小遣いで買ったもんは、死んでも親父に見つからないようにしようって学んだ。それでも結局、メイク道具も見つかって捨てられちまったけど」

「そうだったんだ……」

　いづみは、うつむく莇に同情しながら相あい槌づちを打つ。

「坊ぼんが買ってきたカードを捨てられた後、昔の自分を思い出して、坊の気持ちがわかっちまった。昔の自分を見てるような気がして、つい、自分でカード作れって言っちまったんだ。極道カードだったら、会長も怒おこらねぇだろうってな」

「なるほど。それで、仁じん義ぎの森の……」

「それじゃあ、あの混ざってた古いカードは？」

　いづみに続いて、九門がたずねる。

「カードの種類は多い方が面おも白しれぇだろ。俺が混ぜといたんだ」

「あれが、母親と作ったカードだったのか……」

「ああ」

　納なつ得とくしたような莇に、左京がうなずくと、莇はにやりと笑った。

「どうりで、アンタにしては絵がうめーと思ったんだ」

「ああ？」

　左京が眉まゆを顰ひそめる。

「莇はその頃からメイクのプロになりたかったのか？」

「……ああ」

　九門の問いかけに、莇は視線を落としながらうなずいた。

　そんな莇をじっと見つめた後、左京が口を開く。

「俺がメイクアップアーティストの夢を坊から聞いたのは、ちょうどその頃だ。同時に会長からも坊を立派な跡目にする、銀ぎん泉せん会かいの結び付きをより強きよう固こにして、まっとうな極ごく道どうを貫つらぬくって夢を聞いてた。会長と銀泉会に対する恩おん義ぎは忘れてねぇ。会長の夢に共感だってしてる。それでも俺は、坊の夢も否定することはできなかった。半はん端ぱな立場のくせに応おう援えんなんてしちまって──先に夢叶かなえちまって、悪かったな」

　ぽつりぽつりと、左京が本音を口にすると、莇が顔を上げて左京を見た。

　左京は真しん剣けんな表情で莇をまっすぐに見み据すえる。

「でも、自分の夢を叶えた今だからこそ、お前にはっきりと言えることがある。諦あきらめるな」

　力のこもった言葉を聞いて、莇がはっとした。

「たとえ親でも、自分以外の人間の夢のために、自分の夢を諦めるな。お前自身の人生だ」

　左京の声はどこまでも強く、優やさしい。莇はうろたえたように顔をそむけた。

「俺は会長の夢も応援してぇが、それ以上に坊に夢を諦めてほしくねぇ」

「──なんだよ、急に……」

「一番近くで、お前が真剣にやってきたのを見てきたからな……」

　莇がぎゅっと唇くちびるを嚙かみ締しめる。

「会長の説得は、全力で手助けする」

　左京がそう告げると、莇は左京の方へ視線を向けた。

「……ほんとだろーな？」

「ああ」

　左京は迷いなくうなずく。

「親父に殴なぐられても知らねぇぞ」

「半分くらいは請うけ負おってやる」

「半分かよ」

　莇が小さく笑う。

「後は自分でなんとかしろ」

「……ふん」

　左京も口元で笑うと、莇は鼻を鳴らした。

　二人の間に流れる空気は、今までになく自然で、気安い。

（良かった……左京さんの気持ち、ちゃんと伝わった）

　いづみは目を細めて二人を見守った。




　夕焼けに染まる街並みが車しや窓そうを流れていく。

　帰りの車内は明るい雰ふん囲い気きに包まれていた。

「しっかし、アニキの記き憶おく力りよくすごいっすよねー。こんな昔のカードの内容覚えちまうんですから。おれなんて何度やっても九九も覚えられなかったっすよ」

　迫田が上じよう機き嫌げんで口を開く。

「つーか、こんなくだらねぇもん覚えててもしょうがねーだろ」

　莇がすかさず水を差すのは相変わらずだ。

「俺は記憶力がいい方なんだ。坊が小学校の入学式の時に気合い入れてオールバックで行って、浮いてたことも覚えてる」

　左京の反はん撃げきを受けて、莇の頰ほおがさっと赤く染まった。

「あざみ、かっけー！」

　迫田は空気を読まずに声をあげる。

「二年生の運動会の騎き馬ば戦せんで坊が最強すぎて、周りが遠巻きにして、ただ練り歩くだけになってたのも覚えてる」

「さすが莇！」

　九門も気まずそうな莇に構わず、素すでほめた。

「三年生の夏休みの図工の宿題で、粘ねん土どでドス作って担任に呼び出されたことも──」

「ふざっけんな！　余計なことべらべらしゃべってんじゃねー！」

　たまりかねたように莇が声を荒あららげると、左京はにやっと笑った。

「眼め鏡がねのことを笑った仕返しだ。……俺は、忘れたくねぇことだけは絶対に忘れねぇんだよ」

　小さく付け加えられた後半の言葉は、誰にも届かず消えていった。
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　昼下がり、談話室のソファセットに秋あき組ぐみが勢せい揃ぞろいしていた。

　莇がぐるりとメンバーを見回す。

「秋組全員、集まったな？　じゃあ、始めるぞ」

　そう言って立ち上がると、腕うでを組む。

「公演初日が迫せまってきた今、公演期間を乗りきるためにアンタたちに言っておきたいことがある。──ケンさん」

「あいよ！」

　迫田がどこからか大きな垂れ幕を抱かかえて現れる。

（なんか、一年くらい前に同じような光景を見たことがあるような……）

「デジャブ感じるッス！」

「俺もだ」

　いづみの既き視し感かんに、太た一いちと十じゆう座ざも追つい従じゆうする。

「じゃーん！」

　迫田の効果音と共に広げられた垂たれ幕まくには、堂々たる墨すみの文字が書かれていた。

「公演期間中の美容スローガン……？」

「睡すい眠みん・保ほ湿しつ・スキンケア生活……？」

「題字迫田ケン！」

　万ばん里りと太一がぎこちなく読み上げると、迫田が大きく付け加える。

「……さすが左京さんが育てただけあるな」

「なんの話だ？」

　臣おみのつぶやきを聞きつけて、左京が片かた眉まゆを上げた。

　去年、同じ流れで左京が発表したのは経費削さく減げんのためのスローガンだった。

「公演期間中は毎日長時間フルメイクでどうしても肌はだが荒あれる。ベストな状態を保つために、普段以上に気を使う必要がある。朝晩の保湿クリームは欠かすな。ビタミンＣを摂とれ。日焼けすんな。ゴールデンタイムは寝ねろ。それから、ああだこうだ……うんたらかんたら……」

（左京さんにそっくりだ……！）

　よどみなくスキンケアの講こう釈しやくを続ける莇を見て、いづみが目をむく。

「メイクの時の化け粧しようノリでサボってるかすぐわかるからな。荒れてたら一日白いフェイスパックつけたまんま過ごさせんぞ」

「そんなどこかの大おお神がみ家けみたいな……！」

　顔面真っ白で目と口だけくり抜かれた状態を想像して、太一が突つっ込こむ。

「オッサンにＯＬみてぇなスキンケア求めてんじゃねぇよ」

「うるせぇ。オッサンが一番肌年ねん齢れい高たけぇんだから、人一倍気き張ばれや！　東あずまさん見習え！」

　左京が小さく鼻を鳴らすと、莇は劇団屈くつ指しの美び肌はだの持ち主を引き合いに出して一いつ喝かつする。

「無茶言うな！」

「東さんはレベル高ぇな……」

「東さんか……」

　万里と十座がつぶやきながら左京の顔を見つめる。

「てめぇらも、人の肌をマジマジ見んな！」

　左京は周りの視線を蹴け散ちらすように手を振ふった。

（莇くんと左京さん、口ゲンカは相変わらずだけど、二人の雰囲気が前と違って刺とげ々とげしくない。きっとこれが以前の二人だったんだろうな……）

　二人のやり取りはじゃれ合っているようで、どこか楽しげだ。それが、いづみには何よりうれしかった。




　いづみが風ふ呂ろから上がって自室に戻もどる途と中ちゆう、バルコニーから光が漏もれているのに気づいた。

　消し忘れかと思って外を覗のぞくと、椅い子すに座すわってぼんやりと夜空を見上げている左京の姿を見つける。

「……左京さん」

「ん？」

　声をかけると、いづみの存在に初めて気づいたように振ふり返かえった。

「何してるんですか」

「風にあたってただけだ」

　のんびりと答える左京に、いづみがからかうように笑う。

「早く寝ないと、莇くんにフェイスパック貼はられますよ」

「嫌いやなこと思い出させんな」

　左京が大おお仰ぎように顔をしかめる。

「プロ意識が高くて頼たのもしいです」

　いづみが微ほほ笑えむと、左京は少し黙だまった後、口を開いた。

「……事故の連れん絡らく受けた時、取り乱して悪かったな。お前がいてくれて助かった」

「大切な人が交通事故に遭あったって聞いたら、取り乱して当然ですよ」

　いづみがフォローすると、左京は視線をちらりと室内の方へ向けた。

「……それに、アイツに謝あやまれて良かった。俺自身胸のつかえが取れた気がする」

「仲直りができて本当に良かったです」

　心の底からそう言うと、左京が何かを思い出したようにわずかに笑う。

「暴ばく露ろ話ばなしのせいで、あの後もしばらく機き嫌げん悪かったけどな」

「左京さんって、本当に色々覚えてますよね。公演ごとの細かい予算数字とか……！」

「大事なことだろうが」

「それはそうですけど、もう少し忘れても……」

「あ？」

「……なんでもないです」

　途と端たんにガラの悪い左京が出てきて、いづみはすぐさま口をつぐむ。

「ま、お前がすっかり忘れちまってる、子こ守もり時代のこともバッチリ覚えてるしな」

「え!?　昔の変な話暴露しないでくださいよ？」

　突とつ然ぜん矛ほこ先さきを向けられて、いづみが目を見開く。

「どうだかな。お前の態度しだいだ」

　左京はわざとらしく、にやりと笑って腕を組んだ。

「予算厳守します」

「当然だ」

　いづみが殊しゆ勝しように頭を下げると、左京はふと真顔になった。

「……それに、お前に劇場存続の条件突つき付つけた時に言ったことも覚えてる」

「言ったこと？」

「幸ゆき夫おさんが、劇団放り出して逃にげたに違いねぇって話だ。お前が総そう監かん督とくとして逃げなかったら、撤てつ回かいすることになってた」

「……ああ。ありましたね、そんなこと」

　いづみが初めてＭＡＮＫＡＩ劇場を訪おとずれた日、左京は借金返へん済さいの条件の一つに、いづみが総監督になることを挙げた。ただの成り行きで咲さく也やと支配人と共に劇団員を集めただけで、そんな覚かく悟ごはなかったいづみに、左京は厳しい言葉で退たい路ろを断ったのだ。

（あの時は左京さんの気持ちがわからなかったから、お父さんを悪く言われて憎にくらしくてたまらなかったけど……今ならわかる。左京さんは、もう二度とＭＡＮＫＡＩカンパニーが寂さびれていくところを見たくなかったんだよね……）

　子どもの頃の左京の心のよりどころだったＭＡＮＫＡＩカンパニーが寂れて、バラバラになった後、大金を貸すという形で劇団を支えたのは他ならぬ左京自身だ。

　左京は真剣な表情でいづみの目を見つめた。

「タイミングは逃のがしっぱなしだったが……ちゃんと撤回しないととずっと思ってた。お前は逃げずに立派にやり抜ぬいてる。幸夫さんも……理由もなく劇団を放り出して逃げ出すはずがない。何か、どうしようもない理由があったはずなんだ……俺もそう信じたい」

「……はい」

　左京の言葉に心からうなずく。

（一体どんな理由があったんだろう。総監督として一年以上やってきたからこそ、劇団を放り出して失しつ踪そうする理由が、どうしてもわからない。みんなと舞ぶ台たいを作り上げることが幸せでしょうがない。ずっと続けていきたい。お父さんもきっと同じ気持ちだったはずだ。それなのに劇団を離はなれなきゃいけなかった理由……お父さん、一体何があったの？）

　疑問がいくつも湧わいては消える。確かめたくても幸夫の消息は未いまだにわからない。

「まぁ、考えててもしょうがねぇよな。会長を見てると、子どもをどうでもいいと思う父親なんかいねぇと思う。きっと、どこかで幸夫さんもお前のことを想ってるはずだ」

　いづみを見つめる左京の目はどこまでも優しい。

「……そうですね」

（今は、お父さんが帰ってきた時に胸を張れるように、ＭＡＮＫＡＩカンパニーのみんなとがんばっていこう）

「会長と幸夫さんじゃずいぶん違うけどな。お前、幸夫さんに叱しかられたこと、ほとんどねぇだろう」

　左京が確信を持って告げる。

「そうですねぇ……母にはよく叱られましたけど。そういえば、会長さんって優しそうに見えたのに、カードやメイク箱を捨てちゃうなんて、結構厳しいですね」

「……まあ、天国の姐あねさんを安心させたい一心だろうな」

　左京の視線が星の瞬またたく夜空へと向けられる。

「莇くんのお母さんですか？」

「ああ。坊が五歳さいの頃に亡なくなった。もともと病弱だったらしい。会長と結けつ婚こんした時から立派な跡目が産めるか、いつも心配してたそうだ。だから、第一子の坊が生まれた時は夫ふう婦ふ揃って本当に喜んだ。姐さんのためにも、坊を立派な跡目に育ててぇって、会長が酔よってぽろっと漏らしてたよ。だからこそ、俺も会長の気持ちを無む下げにできなくてな」

「そうだったんですか……」

「会長も頑がん固こな人だ。説得の手助けをするとは言ったが……なかなか骨が折れそうだ」

（ただ大変なだけじゃなくて、会長さんと莇くんの気持ちがわかるからこそ、左京さんも辛つらいんだろうな……）

　いづみは何か考え込んでいるような左京の横顔をじっと見つめた。
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　今日も今日とて、泉いずみ田だ家けの莇の部屋を迫田がゴソゴソ漁あさっていた。泉田を始め銀泉会の人間にとっては恒こう例れいで、莇が迫田を頼たよっているのを知っているだけに、見み咎とがめる者はいない。

「……えーと、習字道具は、っと。あざみも学校との両立大変だよな～。フライヤーもできて、公演ももうすぐだもんな～」

　ブツブツ言いながら、奥おくにしまい込まれた四角いバッグを引っ張り出す。

「っと、これか？　よし、これを寮りように持ってって……」

　迫田が立ち上がった時、背後にぬっと人ひと影かげが現れた。

「おい、迫田」

「へ、へい!?」

　泉田の声に飛び上がりながら、迫田が振り返る。

「何驚おどろいてんだ」

「い、いや、なんでもねぇっす！　ど、どうかしやしたか？」

　泉田に向かってぶんぶんと首を横に振って見せると、泉田は怪け訝げんそうな顔をしながらも、先を続けた。

「次の左京の公演、もうすぐだろ。また会の奴やつらの分もチケット取ってくれ」

「へ!?」

　迫田が目を丸くして、明らかに挙きよ動どう不ふ審しんに目を泳がせる。

「なんだ。人数多いから、今回も監督さんには頼まなくていいぞ」

　泉田が迫田に秋組公演のチケットを頼むことは、これが初めてではない。それだけに、迫田の反応には違い和わ感かんがあったのだろう。

「い、いや、それが、今回はちょっとチケット取るのも激戦で、難しいかも……」

「だったら、会の奴ら使え」

「い、いや～それが……」

　迫田は冷ひや汗あせを流しながら、うろたえる。

　と、迫田の足元に今度の秋組公演のフライヤーが落ちていた。

「おい、迫田、なんだそれ？」

「!!　フ、フライヤーが……！」

　迫田が慌あわてて隠かくそうとする前に、泉田が拾い上げる。

「主演、泉田莇……だと？」

　フライヤーのキャストを認めた泉田の目がギラリと光った。

「おい迫田、こいつぁどういうことだ」

「ひ、ひい……！」

　剣けん吞のんな目つきで見据えられて、迫田は目を白黒させた。
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　学校帰り、駅前を歩いていた莇のすぐ脇わきに、黒くろ塗ぬりの車が静かに止まった。

「ん？」

　莇が車を見た瞬しゆん間かん、左右のドアが開いて、中からいかにもヤクザといった雰囲気の男が出てくる。

「あ？　なんだ、オメーら──」

　顔見知りらしく、莇が身み構がまえることなく反応すると、男たちは莇の両りよう脇わきから腕を取った。

「一緒に来てもらいやす」

「おい、何すんだよ？」

　一歩遅おくれて振ふり払はらおうとするが、男たちはがっしりと莇の腕を摑つかんだまま、車のドアを開ける。

「──くそ、離はなせ！」

　莇がもがくも、二人がかりにはかなわず、車の後部座席に押おし込こまれた。




　それから間まもなく、寮の談話室に迫田が血相を変えて駆かけ込こんできた。

「あざみーー！　あざみ！　いるか!?」

「莇くんなら、まだ帰ってきてませんけど……」

　いづみが迫田の様子を不思議に思いながら答えると、迫田の顔色が青くなる。

「そんな、まさか──！」

「どうした。何があった」

　ちょうど談話室に現れた左京がたずねると、迫田が足をもつれさせながら駆かけ寄よった。

「アニキ！　大変っす！　会長が──！」

　迫田が深刻な表情で、莇が劇団に入団したことや、今度の公演で主演を務めることが泉田にばれたと報告する。

「そうか……とうとう会長にばれたのか」

　なかば予想していたのか、左京が低くつぶやく。

「すんません。おれがうっかりフライヤーを落としちまって……」

　迫田が申し訳なさそうに頭を下げるが、左京は気にした様子もなく首を横に振った。

「どうせ、時間の問題だった。それで、会長は？」

「めちゃめちゃ激げき怒どしてるっす。おれも絞しぼられた後、命からがら逃げ出してきたんすけど、あざみに連絡がつかなくて。もしかしたら、会長の命令で強制送そう還かんさせられてるかも……」

「強制送還!?」

　あまりの言葉に、いづみが目を見開く。

「やりかねねぇな」

　左京が低くつぶやいた。

　と、左京のスマホの着信音が鳴った。

『もしもし？』

「どうした」

　聞こえてきたのは、銀泉会の仲間であり、劇団のアンサンブルキャストでもある槙まき田た一いち朗ろうの声だった。

『莇が劇団に入ってたことがばれて、連れ戻された。会長がアンタからも話が聞きてぇってよ』

「……わかった。すぐに行く」

『相当おかんむりだから、せいぜい気ぃ付けろよ』

　槙田は低く警告すると、電話を切った。

　電話を終えた左京がいづみたちの方を見やりながら、ドアの方へ向かう。

「ちょっと、会長んとこ詫わび入れに行ってくる」

　その表情は硬かたく、事態の深刻さがうかがえた。

「ア、アニキ……」

　迫田が青くなる中、いづみは一歩踏ふみ出だした。

「私も行きます！」

「監督さんには関係ねぇ。身み内うちの問題だ」

　左京が首を横に振るが、いづみの心は決まっていた。莇の入団を許可したのは総監督である自分だ。

「莇くんは私たちにとっても、もう身内の一人です。未成年の莇くんを、会長さんの許可なく劇団に入れた責任は私にもあります」

　いづみが宣言した直後、そばで聞いていた秋組メンバーが集まってきた。

「身内の問題ってことは、俺たちも行かねぇとな」

「莇はぜってー連れ戻す」

　万里と十座がパンと拳こぶしを叩たたけば、太一や臣も笑え顔がおで続く。

「土下座でもなんでもするッスよ！」

「頭数は多い方がいいっすよね」

　左京はぐるりと秋組メンバーの顔を見回した。

「お前ら……勝手にしろ」

　諦あきらめたようにため息をついて談話室を出る左京の後を、迫田やいづみ、秋組メンバーが追った。




　泉田家の屋や敷しきの門前に着くと、槙田が出で迎むかえた。

「おぅ、来たか……こっちだ」

　声をひそめて、屋敷の裏手へと誘いざなう。

「なんだ。裏口なんて通る必要ねぇだろ」

「そんないかついメンツ揃えてたら、カチコミと間ま違ちがわれるぜ。会長のとこまで案内してやる」

　いぶかしげな左京に、槙田はにやりと笑った。

　槙田の案内で庭に面した縁えん側がわから中に入ると、物々しい言い争いの声が聞こえてきた。

「──ふざけんな!!」

「ああ？　親に向かってなんだその口の利きき方は!?」

　歯を剝く莇の顔には殴られたような痕あとがあったが、泉田の方も取っ組み合いの結果か髪かみや服が乱れている。

「てめぇのどこが親なんだよ!?　勝手なことばっかり言いやがって──！」

　莇が殴りかかると、泉田がいなして逆に殴り返す。

（こ、これは壮そう絶ぜつな親子ゲンカ……）

　いづみがあっけにとられている中、万里や左京はのんびりと眺ながめていた。

「派手にやってんなー」

「まあ、いつものことだ」

「そうっすね……」

　迫田までしみじみとうなずいている。

「いつもこれ……!?」

　ともすれば、どちらかが大ケガを負いそうなケンカが日常とは、といづみは目を丸くした。

　広間では、泉田がいづみたちにも気づかないのか、ものすごい剣けん幕まくで莇を怒ど鳴なりつけていた。

「いいか、おめぇは銀泉会継つぐことだけ考えてりゃいいんだ！　化粧も演劇も、しょせんお遊びだろうが！　会を背し負よって立つ覚悟がねぇから、逃げようとしてるだけだろ！」

「そんなわけ──！」

　莇が言い返そうとした時、それより速く迫田が莇をかばうように立つ。

「……待ってくだせぇ」

「ケンさん……？」

　迫田はさっきまでオロオロしていたのがウソのように、真剣なまなざしで泉田を見据えていた。

「泉田家の会長ともあろうモンが、そんな狭せめぇ了りよう見けんでどうすんだよ！」

「ああ!?　誰に物言ってやがる！　下がってろ、迫田！」

　泉田のドスの利いた怒ど声せいに対しても、迫田は一切退ひかない。

「──いいや、これだけは言わせてくだせぇ！　あざみが、あんたの息子がどれだけ真剣に夢を追いかけて、努力してたか。大事に集めてたメイクセットをあんたに壊こわされて、どれだけ傷ついたか。芝しば居いだって、後から未経験で入って、他の団員に追い付くためにどんだけ必死で練習してたか。何もわかろうとしねぇで、お遊びだなんて勝手に決め付けんじゃねぇ！」

　泉田にも負けない剣幕で、迫田が必死の形相で怒鳴り付ける。泉田が一いつ瞬しゆん虚きよを突つかれたように言葉を失った。

「演劇も、化粧もお遊びでなんて務まりやせん。一番そばで見てたおれが、誰よりも知ってんだ……」

「迫田さん……」

　迫田の訴うつたえからは、莇を思う気持ちが伝わってきて、いづみは胸を突かれた。

　それは泉田にもわかったのか、黙だまり込こむ。

「……会長」

　左京は、す、と迫田の横に並ぶと、中ちゆう腰ごしで両りよう膝ひざに手をつき、深々と頭を下げた。

「お、おい、何してんだよ。こんな奴に頭下げる必要なんて──」

　莇が焦あせったように止めようとするが、左京は真剣な表情で先を続ける。

「迫田の言う通りだ。どうか、こいつの言い分も聞いてやってはくれねぇか。会長に何も言わずに劇団に入れたことは、全部俺の責任だ。落とし前なら俺がつける」

　いづみが慌てて左京の隣となりに並ぶ。

「待ってください！　莇くんの入団を認めたのは私です。責任は私にもあります」

　泉田は居並ぶ面メン子ツをじっと見つめた。ただ視線を向けられただけなのに、なんとも言えない緊きん張ちよう感かんが走る。

（う……すごい威い圧あつ感かんだ……でも、左京さんだけに責任を負わせるわけにはいかない）

　いづみはぐっと腹の底に力を入れた。

「た、ただ、莇くんのがんばりだけは認めてあげてください。莇くんは、莇くんなりに本気で芝居に取り組んできました。最初は確かに家出のためだったかもしれないけど……今は本気で芝居に向き合ってます」

　いづみの訴えに、左京が続く。

「それに、坊は銀泉会から逃げたいと思ってるわけじゃねぇ。銀泉会を愛する気持ちも、会長の期待に応えてぇ気持ちもある。ただ、それ以上に夢を追いかけたくて、坊なりにずっと葛かつ藤とうしてたんだ」

　左京はそこまで言うと、ちらりと莇の方を振ふり返かえった。

「坊、お前が化粧にこだわる理由、正直に会長に話してみろ」

「どうせ、まともに聞かねぇだろ」

　投げやりにつぶやいてうつむく莇の肩かたを、万里が軽く叩く。

「おいおい、お前の『話』はそんなにつまらねぇのか？　初はつ舞ぶ台たいの時の度胸はどうした」

「……つまらない『話』しかできないなら、お前は今頃秋組にいないな」

「会長さん、芝居好きだから大だい丈じよう夫ぶッスよ」

　臣と太一が微ほほ笑えむと、万里もにやりと笑った。

「腕っぷしで勝てねぇ奴にはどうするんだ？」

　莇がはっとしたように顔を上げる。

「お前はもう劇団に入る前のお前とは違う。身につけたもんがあるだろ」

　十座が拳を握にぎって見せると、いづみが莇にうなずいた。

「莇くん、もう一度見せて。莇くんの──」

　莇は意を決したかのように、泉田に向き直った。

「……おい、親父。目ん玉ひんむいてよーく見とけ」

　そう宣言して、前に歩み出る。

「オーディションの時は、左京に見られんのが嫌で、親のことはテーマにできなかった。一番記憶に残ってる少年時代の思い出。これが、俺の『ポートレイト』だ──」
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　物もの心ごころついた頃ころから、母さんはずっと病室のベッドの上にいた。俺おれは毎日のように銀ぎん泉せん会かいの連中に付つき添そわれて、母さんの病室に通っていた。絵本を読んでもらったり、保育園であったことを話したり。

　一いつ緒しよに家で過ごせないのは寂さびしかったけど、家には会の連中がいっぱいいたし、俺にとってはそれが当たり前だと思ってた。

　忙いそがしい親おや父じもなるべく時間を割さいて、たびたび見み舞まいに来てた。俺は面会時間ギリギリにやってくる親父を病室で待って、一緒に帰るのがお決まりだった。

　親父がたずねてくる日は必ず、母さんは念入りに化け粧しようをする。顔色が悪いのを気け取どられないように、チークブラシでチークをはたいて、唇くちびるにうっすらと色づくリップを塗ぬる。

　親父にできる限り心配をかけたくなかったんだろう。

　鏡かがみに向かって右を向いたり左を向いたりしながら、いつだって恋こいする少女のようにメイクを楽しむ母さんの姿を見て、いつからか、メイクに興味を持つようになった。

　そんなある日、俺はチークブラシを手に取った母さんに、自分もやってみたいと申し出た。

　目を閉じる母の頰ほおに、見よう見まねでブラシを滑すべらせていくと、青白かった頰がばら色に染まっていく。ブラシ越ごしに、自分の手で母さんに魔ま法ほうをかけているような、あの時の感覚は今でも忘れられねぇ。

　その日、見舞いに来た親父が母さんの顔を見るなり「いつもより顔色が良さそうだな」って言った時は、母さんとこっそり目くばせをした。

　それから、俺は毎回、母さんのメイクを手伝うようになって、少しずつメイクの仕方を覚えた。

　でも、いくらメイクで顔色の悪さをごまかしても、母さんの病状は良くなるどころか悪化するばかりだった。

　亡なくなる直前、母さんは「莇のおかげでずっと綺き麗れいなままでいられる」と微ほほ笑えんでくれた。

「莇あざみはお化粧が上手だから、これあげる」

　もうチークではごまかしきれないくらい白い顔をした母さんがくれたのは、魔法のチークブラシ。

　母さんをもっと綺麗にしてあげたかった。ずっとそばにいてほしかった。

　でも、どんな魔法を使っても、母さんはもういない。
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『母さんもいないのに、チークブラシなんて持ってても、使い道がない。でも、捨てるに捨てられないでいた時、ふと思い付いた。また、あんな風に誰だれかに幸せな魔法をかけてみたい。母さんにできなかった分、このブラシで他の誰かに。そうしたら、母さんも喜んでくれるかもしれない』

　自分の手のひらを見下ろした莇は、ふいにその手を振ふり払はらった。

『メイクのプロになりたいと思い始めた俺の気持ちとは裏腹に、親父は俺に対して立派な跡あと目めとして期待をかけるようになった。母さんに恥はじない立派な跡目に……会長の息むす子ことしての自覚を持て……かけられるのはそんな言葉ばっかりだ』

　莇は両手で自分の顔を覆おおう。

『メイクアップアーティストなんて、こんな家に生まれた俺が目指していいような夢じゃない。でも、諦あきらめきれない。自分でもどうしたいのかわからないでいた時に、親父にメイク道具を壊こわされて、溜ためてたものが爆ばく発はつした』

　莇が手を下ろし、覆われていた顔があらわになる。怒いかりと悲しみと絶望とがないまぜになったような表情が、観みている者の心を摑つかむ。

『壊されてみて初めて、俺にとってメイクアップアーティストの夢がどれだけ大事なものだったかわかった。それから成り行きで劇団に入って、劇団の奴やつらと接して、色んな経験させてもらううちに、自分の本当の気持ちに気づいたんだ』

　莇はそこで真顔に戻もどると、泉いずみ田だをまっすぐに見み据すえた。

『俺は、夢も家もどっちも捨てられない。俺にとっては、二つとも同じくらい大事なものだから──』

　泉田もじっと莇を見つめる。

　莇はセリフを止めて一呼吸置くと、泉田に語りかけた。

「親父、悪い。俺は夢を諦めたくねぇ。だから跡目は継つげねぇ。でも、親父と銀泉会から逃にげたいとか、離はなれたいわけじゃねぇ。自分を育ててくれた銀泉会の奴らも、この家のことも好きだ」

「……どっちも、たぁ、虫のいい話だな」

　泉田の低い声には怒りも嘲あざけりも含ふくまれていなかった。

「わかってる。でも、俺はどんなに親父に言われても、自分の夢は捨てられねぇ。ただ、それでも、俺は親父の息子だ。息子として、親父のため、銀泉会のためにできることならなんでもする」

　真しん剣けんな表情で莇が言いい募つのると、泉田が黙だまり込こんだ。

「銀泉会の奴らみんな、あざみのことが大好きなんだ！　あざみが跡目じゃなくても、それは変わらねぇよ！」

「莇と同じく夢を追いながらにはなりますが、俺も精せい一いつ杯ぱい、今まで以上に銀泉会に尽つくします。だから会長、こいつの夢を認めてやってはくれませんか」

　迫さこ田だと左さ京きようが頼たのみ込こむと、泉田がふっと口元をゆがめて笑った。

「……どいつもこいつも、よってたかって人を極ごく悪あく人にんみてぇに。子どもの夢を、応おう援えんしたくねぇ親がいるかよ」

「……え？」

　ぽつりとつぶやくように告げられた言葉を聞いて、莇が目を見開く。

「莇の夢は、跡目の重圧から逃げるための言い訳だと思ってた。そんな昔から、そこまで本気で目指してたなんて全然知らなかった。しかし、夢も家も、どっちも捨てたくねぇだと？　そんな甘あめぇもんじゃねぇだろうよ」

　泉田が鋭するどい目つきで莇を睨にらみ付つける。

「だとしても、俺は──」

　莇が言い募ろうとするのを、泉田はにやりと笑ってさえぎった。

「どうせやるなら、なりふり構わず必死に勉強して、そのメイクアップなんたらの頂点目指せ。家のことなんて気にすんな。お前がいなくても俺一人でどうとでもならぁ」

「親父……」

　泉田がちらりと迫田の方へと視線を向ける。

「……それに、うちには意外と骨のある奴もいることだしな。跡目についても心配いらねぇだろ。なぁ、迫田」

「へ、へい？」

　意味ありげな泉田の言葉に、迫田は間まの抜ぬけた返事をする。

（会長さん……莇くんの夢のこと認めてくれたんだ……）

　泉田の表情は柔やわらかく、莇を見る視線からも険けわしさは消えている。

「わかったら、さっさと帰って稽けい古こでもしろ。次の公演が近ちけぇんだろ。半はん端ぱなもん見せたら、許さねぇぞ」

　泉田はそこまで言うと、奥おくの部屋へ目をやった。

「……小さ百ゆ合りには、俺から報告しとく。お前が跡目としてじゃなく、一人の男として立派に育ってるってな」

「……ありがとう、親父」

　莇が泉田の気持ちを受け取ってうなずく。その目からは固い決意が見て取れた。

（これで、莇くんは迷いなく夢に向かって進んでいける。本当に良かった……）

　いづみが心から安あん堵どしていると、泉田がいづみに向き直った。

「監かん督とくさん」

「は、はい！」

「よろしくご指導のほど、頼たのんます」

「──はい！　任せてください！」

　泉田に頭を下げられて、いづみも慌あわててお辞じ儀ぎをした。
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　劇場での場当たり中、迫田が両手に大量の袋ふくろを抱かかえてやってきた。

「おはようございやーす！　会長から差し入れっす！」

「すげぇ。高級料りよう亭ていの仕出し弁当じゃん」

「さすが会長ッス！」

　袋の中身を覗のぞき込こんだ万ばん里りと太た一いちが歓かん声せいをあげる。

「有名な和わ菓が子し屋のあんみつもあるぞ」

「っす」

　臣おみが別の袋を覗いていると、すかさず十じゆう座ざが吸い寄せられていく。

「お前ら、それは後にしろ！」

　わらわらと差し入れに群むらがるメンバーに、左京の喝かつが飛ぶ。

「まあまあ、せっかくだから、ちょっと休きゆう憩けいにしましょう」

　いづみは時計を確かく認にんしながら、そう提案すると、いそいそと仕出し弁当に近づいた。

　早さつ速そく、秋あき組ぐみメンバーと輪になって広げた弁当は、高級料亭の名に恥じぬ味だった。

「美お味いしい！」

「会長様さま様さまだな」

　いづみに続いて万里も唸うなる。

「だしの味が利きいてるな……昆こん布ぶ……いやそれだけじゃないな」

「……もぐもぐ」

　味の研究に余念がない臣の隣となりで、十座はあんみつに手を付けていた。

「先にあんみつ食うのかよ」

　莇がわずかに目をむきながら突つっ込こむ。

「迫田さん、会長さんにお礼言っといてくださいね」

「っす！」

　迫田はいづみに向かってにかっと笑った。

「会長の様子どうだ？」

　左京がたずねると、迫田は待ってましたとばかりに口を開いた。

「いやー、あざみが家出してる間はずっとピリピリしてたのに、最近すーっかり丸くなっちゃって……。公演もすげー楽しみにしてて、カレンダーに毎日バッテン書いてやす」

「親バカだな……ったく」

　左京の表情が和やわらぐ。

「まあでも、昔に比べても丸くなったよな。会長に楯たて突ついておとがめなしなんて、昔なら考えられねぇ。お前も会長にあんなタンカ切りやがって、絶対一カ月は入院するかと思ったが……」

「へへ、命拾いしやした」

　迫田が悪びれない様子で頭を搔かく。

「ったく、生意気になりやがって」

「アニキに似たんすかね」

「調子に乗るな」

　左京は眉まゆを顰ひそめて釘くぎを刺さしつつも、ふと何かを懐なつかしむように目を細めた。

「……ま、似ててもおかしかねぇがな。俺とお前はお互たがい同じように拾われた身だ」

「……へい。あの頃、荒あれてどうしようもなかったおれを拾ってもらって、アニキには感謝してもしきれねぇっす」

「ぼろ雑ぞう巾きんみたいになってゴミ捨て場に捨てられてたお前に、なんで声なんてかけちまったのか。おかげで面めん倒どうくせぇことに……」

「そんな、ひでぇっすよ、アニキー！」

　情けない顔をしている迫田を左京がじっと見つめる。

「……まさか、あの粗そ大だいゴミが末は銀泉会の未来背し負よって立たつかもしれねぇとはな……」

「粗大ゴミっすか？　家の粗大ゴミはちゃんと会長に言われて金曜日に捨てたっすよ！」

「……はぁ。会長さん。大だい丈じよう夫ぶか、こんなんで」

　迫田が頓とん珍ちん漢かんな答えを返すと、左京はあきれたように首を横に振ふった。





[image: ]






　泉田の許可を得てから秋組の稽古は大おお詰づめを迎むかえた。日々入念に細部をブラッシュアップしていく。

　吹ふっ切きれた莇の調子はどんどん上がり、それに呼こ応おうするように秋組全体の芝しば居いも熱が入る。

　そして、いよいよ公演初日を迎えた。

　いづみは公演前の雑務の合間に、楽屋に顔を出した。

（……莇くんはあんまり緊きん張ちようしない性質みたいだから、心配いらないかな）

　着き替がえを終えた莇は、いつもの様子で、鏡かがみ前まえでくつろいでいる。

「緊張してねぇか？」

「全然」

　万里の問いかけに、なんてことないように首を横に振る。

「準備は？」

「完かん璧ぺき」

　十座の質問にも端たん的てきに答えたが、左京が莇の頭を示した。

「お前、頭にクリップつけたままだぞ」

　はっとしたように、慌ててメイクの時につけたヘアクリップを取る。

「俺っちの顔にもパックつけたままッス！」

「あ、わり……」

　太一が顔面真っ白の状態で訴うつたえると、莇は再びはっとしたように太一の鏡前に向かった。

「おいおい、大丈夫か」

（すごく心配だ……！）

　いづみはあきれ混じりの万里の言葉に、全面的に同意した。

　と、楽屋のドアが開いた。

「おじゃましまーす！」

「お疲つかれ」

「おつピコー！」

　三み角すみ、幸ゆき、一かず成なりに続いて夏なつ組ぐみメンバーがガヤガヤと流ながれ込こんでくる。

「差し入れ持ってきたよ。はい、クッキー」

　椋むくが菓か子し店の紙かみ袋ぶくろを差し出すと、近くにいた臣と太一が受け取った。

「美お味いしそうだな」

「ありがとうッス！」

　十座はさっそく袋を開けて一枚つまむ。

「……もぐもぐ」

「莇は緊張してないか？」

　天てん馬まが莇に向かってたずねる。

「全然」

「色々やらかしといて、何ふいてんだよ」

　さっきと同じ調子で平然と答える莇に、万里が突っ込む。

「九く門もん、一足先に座長やった先せん輩ぱいとして、一言アドバイスしてやったら？」

　幸に促うながされた九門が、首をひねった。

「アドバイス？　うーんと、うーんと……ビビらないで、莇らしくゴーだ！」

「なんだそれ。ビビりまくってたお前に言われたくねー」

「たしかに」

　夏組公演の時の九門の様子を知る莇が言い返すと、天馬が短く笑った。

　開演間近になると、秋組メンバーが舞ぶ台たい袖そでに移動した。

　開演直前、それも公演初日ともなると、舞台裏うらは独特の緊張感と熱気に包まれる。

　じっと、まだ誰もいない舞台を見つめる莇の肩かたを、万里が軽く叩たたいた。

「初日にあたって、座長から一言よろしく」

　振ふり返かえった莇が、ぽかんとした表情を浮うかべる。

「は？　何それ」

「座長がやるのが恒こう例れいなんだ」

「円えん陣じんのかけ声ごえもな」

「気合い入るやつよろしくッス！」

　臣、十座、太一が励はげますように説明する。

　莇は少し考えた後、秋組メンバーの顔を見回した。

「んじゃ、とりあえず新人の俺に秋組ファン全員かっさらわれないように、気合い入れろよな」

　まったく緊張した様子もなく、平然と言い放つ。メンバー内で最年少とは思えないくらい堂々とした態度だった。

「ったく、つくづく生意気な奴だ」

「大物だな」

「……まさか、これも俺似にじゃねぇよな」

　万里と臣が軽く笑えば、左京がぼそりとつぶやく。

　莇はすうっと大きく息を吸った。

「──秋組、行くぜ！」

「おう！」

「おおー！」

　莇のかけ声に、十座と太一の声が重なる。

　途と端たん、開演ブザーが鳴った。
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　人を食くらうアンデッドが蔓延はびこり、人間を淘とう汰たしようとする世界。崩くずれ落おちたコンクリートが転がる荒こう廃はいした景色の中、アンデッドたちが二人の兄弟を囲む。

『ぐがああ！』

『うがああ！』

『──っ』

　弟のロイがひときわ動きの速い赤目のアンデッドの攻こう撃げきを受けて倒たおれる。

『ロイ！』

　兄のイヴァンが駆かけ寄よろうとするが、アンデッドたちの数が多すぎて近づけない。

『へへ、兄ちゃん、へましちゃったよ……オレ、もうだめかも』

　ロイの顔がどんどん青ざめ、弱々しくなっていく。

『馬ば鹿か野や郎ろう！　何諦あきらめてんだよ！』

『兄ちゃんだけは、逃にげて……』

　がくりとロイの首が折れる。

『──っ』

　イヴァンが声を失った次の瞬しゆん間かん、ロイが異様な速さで起き上がった。

『ぐああ！』

『ロイ!!』

　正気を失ったロイが雄お叫たけびをあげる。その目は深しん紅くに染まっていた。

　その異様な変化に観客の多くが息を吞のんだ。

　冒ぼう頭とうは万ばん里り演じるイヴァンが弟を失った回想シーンから始まる。太た一いちの演技でアンデッドの恐きよう怖ふを観客に植え付けるという摑つかみは確実に効果を出していた。

『あれから三年……俺おれはロイを殺した赤あか目めのアンデッドを殺すために、一人でハンターを続けていた』

　イヴァンのモノローグの途と中ちゆうで、アンデッドが群むらがり始める。

『へへ……うまそうなのが入ってきたな』

『心臓はオレがもらうぜ』

『俺は頭だ！』

『赤目につられてこんな巣まで入はいり込こむとは、俺もやきが回ったな……三年ぶりに会えるかもな、ロイ』

　アンデッドの数の多さを確かく認にんしたイヴァンが自じ嘲ちよう気味に笑う。

『おらあ！』

　アンデッドたちが一いつ斉せいにイヴァンに飛とびかかった。

　銃じゆうで応戦するが、仕留めきれない。

『──！』

　一人、二人とイヴァンの銃じゆう弾だんからすり抜ぬけたアンデッドがイヴァンに牙きばをむく。

『ぐ──っ』

　退ひこうとしたイヴァンの背中を一人のアンデッドが爪つめで切きり裂さいた。そのまま地面に押おさえ付つける。

　頭をしたたかに打ち付けたイヴァンが気を失う。

『ひゃははは！　いただきまー……す？』

　アンデッドが喜き色しよく満まん面めんで口を開けた時、目の前に影かげが落ちた。

　同じ異い形ぎようのアベルが、無表情でアンデッドの頭を鷲わし摑づかみにした。

『ぐああ！』

　苦く悶もんの声をあげて、アンデッドの頭が砕くだかれる。




　暗転の後、寝ねかされていたイヴァンが意識を取とり戻もどした。

『ん……』

　少し離はなれたところに座すわっていたアベルが、ちらりとイヴァンを見やる。

『ロイ……？』

　ぼんやりとしていたイヴァンの目が見開かれ、飛び起きる。

『──アンデッドか！』

　とっさに銃を構えたイヴァンを、アベルが冷静に見つめていた。

『動くな』

　アベルが言うまでもなく、イヴァンは痛みにうめきながらうずくまる。

『くそ、てめぇが今日の賞品獲かく得とく者しやってところか。あんまり常温で放ほうっとくと腐くさって食えなくなるぞ』

　イヴァンがアベルを睨にらみ付つけながら憎にくまれ口ぐちを叩たたくと、アベルは無表情のままイヴァンを見返した。

『お前みたいなまずそうなもの、食う趣しゆ味みはない』

『……何？』

『それより、人間の情報が欲ほしい。俺と組まないか』

『どういう意味だ』

　明らかに他のアンデッドとは様子の違ちがうアベルを、イヴァンがいぶかしげにじろじろ眺ながめる。

『俺はアンデッドと人間について調べてる。アンデッドとは何か、どうして人間がアンデッドになるか』

『どうしてって……そりゃ、アンデッドが傷口を通して感かん染せんするウイルスを持ってるからだろ。そいつに侵おかされたらそれまでの記き憶おくを失い、人間を捕ほ食しよくする、理性のないアンデッドとして生きるしかなくなる』

『それを防ぐ方法は？』

　アベルが淡たん々たんとたずねると、イヴァンが悔くやしそうに歯は嚙がみする。

『そんなもんがあったら、こんなクソみたいな状じよう況きようにはなってない』

　アベルは何も言わずに、視線をそらした。

『まさか、あるのか？』

『……それを調べてる』

　イヴァンはまじまじとアベルを見つめると、小さく鼻を鳴らした。

『……ふん、いいだろう。どうせ、一度死んだ身だ。借りを作ったままは性しように合あわねえ』

　ゆっくりと起き上がると、アベルに向かって手を差し出す。

『俺はイヴァンだ』

『……行くぞ』

　アベルはイヴァンの手を握にぎり返すことなく、踵きびすを返かえして歩きだした。

『おい、お前の名前は』

『アベル』

　一いち瞥べつもせず、表情も一いつ切さい変えることなく答える。

『……ったく、辛しん気き臭くさい野郎だぜ』

　イヴァンは肩かたをすくめながら、アベルの後を追った。

　客席のいづみは、万里と莇あざみのかけ合いを満足げに見つめていた。

　莇の芝しば居いは自然体で、アドリブも入れられてる。初はつ舞ぶ台たいでこれなら十分の出来だろう。

　万里も準主役として前に出すぎず、うまく莇をサポートしていて、いづみとしては頼たのもしく思った。

　人間のイヴァンと、半分が人間、半分がアンデッドの体を持つアべルは、二人で組んでアンデッド狩がりを始める。アベルのアンデッドに関する情報のおかげもあって、順調に賞しよう金きん首くびを狩っていった二人は、次のターゲットを決めるべく、情報屋ドギーの元へ向かった。

『ドギー、土産みやげだ』

　イヴァンがカウンターの上に戦利品を放り投げると、ドギーが眉まゆを上げる。

『毎度ご苦労なこった。言っとくが、まけねぇぞ』

『ちっ、ケチな野郎だ』

『……ドギー？』

　フードで顔を隠かくしたアベルが、ガタイが良く、目つきの悪いドギーの姿を凝ぎよう視しする。イヴァンがその意味を察して、にやりと笑った。

『似合わねぇだろ。路地裏のドギーみたいだってさ、昔は小さくて可か愛わいかったんだぜ』

『黙だまれ。情報やらねぇぞ』

『なんかあるのか』

　イヴァンがカウンターに寄りかかると、ドギーが顔を寄せた。

『朗報だ。レッドの目もく撃げき情報が入った』

　イヴァンの目が見開かれる。

『今度のは生存者がいる。間ま違ちがいない』

『どこだ！　どこにいる!?』

　イヴァンが身を乗り出すと、ドギーが身を引く。

『そう焦あせるな』

　ドギーはそうなだめながらも、イヴァンの弟の仇かたきであるレッドの居場所を告げた。




『今回のは付き合う必要ないぞ。俺の私し情じようだ』

　ドギーの店を出たイヴァンが低く告げると、アベルからの返事はなかった。

『……って、もういねぇか。相変わらず気配のねぇ奴やつ』

　周囲を見回したイヴァンが肩をすくめた時、アベルが音もなくイヴァンの背後に立つ。

『ここにいる』

『うわ!?　暗くら闇やみから突とつ然ぜん出てくんな。お前の顔は怖こえぇんだよ』

　飛び上がったイヴァンが悪態をつくと、アベルが小さく鼻を鳴らした。

『今回もついていく。貴重な隠かくれ蓑みのだからな。壊こわれたら困る』

『……勝手にしろ』

　無表情で言い放つアベルの顔をイヴァンはちらりと見やると、歩きだした。

『しかし、無ぶ愛あい想そうな奴だな。俺の弟を見習った方がいいぜ。くるくる表情が変わる奴でな』

　イヴァンの言葉を聞いて、アベルがくるくると表情を変え始める。その表情はあまりにも極きよく端たんで、壊れたおもちゃのように異様だった。

『……やっぱやめろ、飯がまずくなる』

　げんなりした顔をするイヴァンに、アベルがたずねる。

『弟はどうしてる』

『……死んだ。レッドは弟の仇だ』

　イヴァンの声は淡々としていたが、隠しきれない悲しみが伝わってくる。

『……そうか』

『だから言っただろ。私情だって。降りるんなら、まだ──』

『問題ない』

　アベルは相変わらず表情を変えることなく、イヴァンの言葉をさえぎった。

『物好きな奴だ』

　イヴァンの声には親しみが込こめられていた。

　次の瞬間、場ば違ちがいに明るい声がその場に響ひびく。

『……うまそうなのみーっけ』

『ロイ……？』

　目の前に現れたロイの姿を、イヴァンが凝視する。

『生きてたのか、ロイ──！』

　ふらふらとロイに近づいていこうとするイヴァンを、アベルが止める。

『目を覚ませ。あれはもう向こう側だ』

　イヴァンが一いつ瞬しゆん動きを止めた瞬間、ロイの鋭く長い爪がイヴァンの顔をかすめた。

『食わせろ！』

『──ロイ！』

　イヴァンはロイの攻撃を避さけながらも、正気に戻もどそうと呼びかける。

　防戦一方のイヴァンに代わり、アベルがロイの腹部に向かってまわし蹴げりを繰くり出だした。

『──は！』

『──ぐっ』

　ロイの体が吹ふっ飛とぶ。

『ロイ！』

『お前がやれないなら、俺がやる。こいつはもうお前の弟じゃない』

　ロイに駆かけ寄よろうとするイヴァンの前に、アベルが立ちふさがる。

　イヴァンははっとしたように動きを止めた。

　いづみは太一の、冒頭の正気の時の芝しば居いとアンデッドの時の落差に舌を巻いた。太一の芝居のおかげで人間がアンデッド化する悲劇性がより伝わる。ゾンビラン・ナイトの成果もあるのか、旗はた揚あげ公演から着実に演技がレベルアップしているのを感じた。

『どけ、弟の始末は俺がつける』

　目に力が戻ったイヴァンが、アベルを押しのけて前に出る。

　理性を失い、かつての弟の面おも影かげのないロイを前に、イヴァンの表情が複雑に揺ゆれる。

『ぐがああ！』

　やみくもに襲おそいかかってくるロイに向けて、イヴァンは銃じゆう口こうを向けた。

『……そろそろ休めよ、ロイ。そのうち俺も行くから、待ってろ』

　弟を慈いつくしむ兄の顔で、イヴァンが引き金を引く。

『ぐ、ああ……！』

　銃弾を受け、倒れ伏ふすロイの傍かたわらにイヴァンが膝ひざをついた。

『あとは処理班に任せた方がいい』

『……わかってる』

　アベルが労いたわるように声をかけると、イヴァンはうつむいたまま、小さく応えた。




　そうしてロイを討うったイヴァンは、ついにロイの仇であるレッドと再会する。

『てめぇだけは許さねぇ……許さねぇぞ、赤目!!』

『よく吠ほえるエサだ』

　イヴァンの銃弾をレッドが素す早ばやく避よけ、あっという間に目の前から消える。

『速はえぇ──』

『イヴァン！』

　息を吞んだイヴァンに向けてアベルの鋭するどい声が飛んだ。

　はっと振ふり返かえった時には、すぐ背後にレッドが迫せまっていた。

　レッドの肘ひじがイヴァンの背中を突つく。

『ぐはっ』

　レッドは間かん髪はつ入れずにイヴァンを蹴けり上げながら、アベルを見た。

『なんだ、お前？　エサ連れてピクニックか？　でも、便利そうだな。オレも真ま似ねさせてもらうか』

『ぐ──っ』

　銃を取り落として、地面に倒れたイヴァンの頭を踏ふみ付つける。

『箱に詰つめて、冷れい凍とう保存すりゃ、いつまでも腐らないだろ？』

『ぐああ！』

　笑いながらイヴァンの頭を蹴り上げたレッドに、アベルが飛びかかる。

『はあ！』

『──っと』

　アベルの攻撃を軽くいなして、跳はね返かえすレッドの表情は余よ裕ゆうそのものだ。

『アベル！』

　イヴァンが援えん護ごしようと銃に手を伸のばすが、すぐに蹴り飛ばされてしまう。レッドの攻撃は素早く、どこまでも冷静で的確だ。

　公演を重ねるごとに習熟していく臣おみの悪役ぶりが、今回も炸さく裂れつしていた。アクションも派手なため、余計に威い圧あつ感かんが増している。

『これだけうるさいと、持ち運びにも苦労するだろ。オレがしめといてやるよ』

　レッドがそう言ってイヴァンの首を摑み、締め上げだす。

『はああ！』

　アベルが渾こん身しんの力でレッドの頭に両手の拳こぶしを打ち付けると、首を斜ななめに傾かたむけたレッドがアベルの腕うでを摑んだ。

『く──っ』

　もみ合ううちに、アベルの鋼鉄の腕があらわになる。

『お前、その腕──？』

　一瞬、レッドがアベルの腕に気を取られた瞬間、アベルがイヴァンの方を見た。

『イヴァン！』

『ああ！』

　レッドの足元から転がり出たイヴァンが銃を摑む。

『はああ！』

　わずかに遅れて伸びてきたレッドの手を蹴り上げて、レッドの顔面に二発の銃弾を撃うち込こんだ。

『ぐ──っ』

　顔を押さえて、レッドが膝をつく。

『くっ……』

　血まみれのレッドの髪かみをイヴァンが摑んで、顔を上げさせる。

『……三年前にお前が殺した茶ちや髪ぱつの男のこと覚えてるか』

『……知らないな』

『だろうな。死ね』

　イヴァンの放った一発が、レッドの眉み間けんを正確に撃うち抜ぬく。

　普ふ通つうの人間なら即そく死しだが、アンデッドの体は驚きよう異いの耐たい久きゆう力りよくを持っていた。地面にうずくまりながらも、苦しげな呼吸を繰くり返かえす。

『……──おい、半はん端ぱ者もの』

　やがて、レッドは呼吸の合間に、血に染まった顔面をアベルの方へ向けた。

『お前みたいななりそこないの話を聞いたことがあるぞ』

『何？』

『どこで聞いた？』

　イヴァンがレッドの首元を摑むが、レッドの息はすでに弱々しい。

『……セントラルの……』

『おい！』

『ビルに……』

　アベルが息を吞む。

　それきりレッドの体は一切の力を失った。

『おい！　起きろ！』

　イヴァンが揺するが、一切反応がない。

『ちっ……』

　舌打ちをするイヴァンの横で、アベルが呆ぼう然ぜんとした表情を浮うかべていた。

『ビル……』

『セントラルとか言ってたな。あそこはずいぶん前からアンデッドの巣になってるらしいが……』

　イヴァンがつぶやくも、アベルはじっと何か考え込むように一点を見つめていた。

『おい？　どうした？　大だい丈じよう夫ぶか？』

『……なんでもない』

　首を横に振ふるアベルの顔を、イヴァンが覗のぞき込こむ。

『なんでもないわけあるか。ただでさえ気色悪い顔がもっと気色悪くなってんぞ』

　イヴァンの軽口にアベルが無言で応える。その乏とぼしい表情の変化から、アベルの感情を悟さとってイヴァンは肩をすくめてみせた。

『怒おこるな。見たままを言っただけだ。ビルって誰だれだ。知り合いか？』

『……母親の仇、俺の父親だった奴だ』

　アベルがためらいながら答えると、イヴァンがはっとした表情を浮かべた後、アベルを気き遣づかうような表情に変わる。

　万里も莇も、イヴァンとアベルの関係性の変化を繊せん細さいに表現していた。警けい戒かいし合っていた最初の頃ころとは確実に変化させて、お互たがいの感情を吐と露ろし、わかり合う様子が伝わってくる。

『行こうぜ。そいつに会えば、お前の用事は一気に片づく』

　イヴァンがアベルの肩を叩いて促うながすと、アベルは首を横に振る。

『お前がついてくる必要はない』

『ここまで勝手についてきた奴がよく言うぜ』

　笑って離れていく気配のないイヴァンを、アベルはそれ以上突つき放はなすことなく歩きだした。

『……物好きな奴』

『お互いさまだ』

　イヴァンが笑みを浮かべて、アベルの隣となりに並ぶ。




　信しん頼らい関係を深めたイヴァンとアベルは、アベルの仇きゆう敵てきである父の元へと向かう。

『ああ？　なんだ。変なもんが紛まぎれ込こんでるなぁ？』

　悠ゆう然ぜんと二人の前に現れたビルは、他のアンデッドとは一味違う雰ふん囲い気きをまとっていた。威圧感が伝わってくる。

『父さん……』

『歓かん迎げいしてやるよ。おら、エサだぞ』

　アベルの複雑な表情をまったく意にも介かいさず、犬をけしかける。

『ぐがぁ！』

『なんだ、こいつら──犬のアンデッド？』

　素早い動きで飛びかかってくる犬たちは、明らかに理性を失ったアンデッドと同じ目をしていた。

『人間どもがうるさいからな。こっちも生き残るために色々と考えてんだよ』

　犬たちを蹴け散ちらすアベルとイヴァンの姿を眺めながら、ビルが口元をゆがめて笑う。

『そうか。なりそこないっていうのは、このことか……』

　レッドが言っていたのは、ビルが作り上げたアンデッド犬のことだったのだとアベルが悟る。

『アベル──』

　イヴァンが気づかわしげに声をかけるが、アベルはビルを睨み付けた。

『だったら、あんたは用なしだ──』

　一気に跳ちよう躍やくして犬たちを飛とび越こえると、ビルに殴なぐりかかる。

『──くっ』

　ビルはすんでのところで攻撃を避け、後退する。アベルは矢や継つぎ早ばやに蹴りを繰り出し追おい詰つめていく。

『アベル、下がれ！』

　ビルが壁かべ際ぎわに手を這はわせるのを見て、イヴァンが声をあげた。

　アベルが飛とび退しさった瞬間、横からアンデッド犬が飛び出してきた。そのまま立っていたら、首を嚙かみ切きられていたに違いない。

『惜おしいな。エサのくせに、頭が回る』

『罠わなか──』

　ビルがにやりと笑うと、アベルは警戒するように辺りを見回す。

　代わって、イヴァンが猛もう然ぜんと駆かけだした。

『はあ！』

　犬たちを蹴散らしながら、ビルに銃口を向ける。

『──』

　ビルの頰ほおを、イヴァンの銃弾がかすめた。

『イヴァン、そいつは俺の獲え物ものだ』

　アベルが牽けん制せいするように言って、前に出る。

『調子出てきたみたいだな。でも、俺も借りを返さなきゃならねぇからな──！』

　イヴァンは口元で笑うと、再びビルを狙ねらい撃うった。

『ちっ』

『はああ！』

　舌打ちしながら銃弾を避けるビルの頭を、アベルが殴り付ける。

『く──』

　うめき声をあげながらよろけたビルの脳天を、渾身の力で叩たたき潰つぶす。鈍にぶい音と共にビルの体が崩れ落ちた。

　アベルは仰あお向むけに倒れて動かなくなったビルの姿を、じっと見下ろした。

『大丈夫か？』

　イヴァンがアベルの肩を軽く叩く。

『……ああ。後は処理班に任せよう』

　アベルはゆるく首を横に振ると、ビルから目をそらした。

『ん？　おい、こいつ、首の後ろにチップが埋うめ込こまれてるぞ』

　イヴァンが膝をついて、ビルの首筋に手を当てる。

『チップ……？』

『元々あったのか？』

　チップを引きはがしたイヴァンがたずねると、アベルは困こん惑わくした表情で首を横に振る。

『いや、父さんはこんなもの──』

『再生してみようぜ』

　イヴァンがそう言いながら手元の装置にチップを挿そう入にゆうすると、ビルのホログラムが浮うかび上あがってきた。

『……わが最愛の妻サーシャと息むす子こアベルへ』

　別人のように穏おだやかなビルが語りかけてきて、アベルが目を見開く。

『どうか、これが無事にお前たちの元へ届きますように……』

　切せつ羽ぱ詰つまった表情でホログラムのビルが続ける。

『父さん……？』

『近づくな、また罠わなかも──』

　ふらふらとホログラムに近づくアベルを、イヴァンが止める。

『もう、時間がない……このままでは、俺はお前たちを……それだけは、絶対に避けなくては……』

『父さん、父さん──！』

　追い詰められた様子で頭を抱かかえるビルを抱だき締しめようとアベルが手を伸ばす。けれどホログラムがわずかにゆがんだだけで、アベルの手は空くうを摑つかむ。

『……アベル、すまない……俺は、またお前を守れなかったな……』

　ビルの目が、かつてのアベルを見つめる。

『あの時も……俺たちがもっと、気を付けていれば……事故なんかに遭あわずに済んだ……そんな体にならずに……』

　労いたわりと愛情がこもったビルのまなざしとアベルの視線が交差しそうですれ違ちがう。

『アベル……サーシャ、どうか……俺の分まで生きろ……』

『父さん──！』

　アベルが必死で空を搔かき抱いだいた瞬間、ホログラムは消え去った。

『うわああああ！』

　悲痛な叫さけびをあげて、アベルが父の亡なき骸がらの横に膝をつく。

　左京の二面性の演技は圧巻だった。同一人物だとは思えないくらいに、残ざん酷こくなアンデッドと愛情あふれる父の姿を演じ分けていた。

　うなだれるアベルに、イヴァンがそっと声をかける。

『事故って言ってたな、親おや父じさん』

『俺の体は半分アンドロイドだ。だから、アンデッドにならずに済んだ。人間でも、アンデッドですらない』

　ゆっくりと顔を上げ、自じ嘲ちようするように告げるアベルを、イヴァンがじっと見つめる。

『なりそこないだ』

　アベルの表情は絶望に沈しずんでいた。

　アベルがずっと探していたのは、人間に戻る方法だ。アベルがアンデッドにならなかった理由がわかれば、その方法にたどり着けると思っていた。

　しかし、アベルがアンデッドにならずに済んだのは機械の体のおかげで、完全にイレギュラーだった。機械の体を人間の体に戻すことはできない。

　つまりどこまでいっても、完全な人間になる方法などないということだ。

『関係ねぇよ。お前はアベルだろ。俺の陰いん気きな相棒だ』

　イヴァンが軽い調子でアベルの肩を叩くと、アベルがわずかに気を取り直した様子で手を振ふり払はらう。

『一言余計だ』

『……お前の親父はぎりぎりまで正気を保ってたってことだよな。アンデッドでも元に戻る可能性があるってことか？』

『……わからない。でも、もう中身が違う。人間のようには生きられない。人を食うことでしか生きながらえられない』

　アベルがビルの亡骸をじっと見下ろす。

『人として生きるなら、あいつらを根ね絶だやしにするまで、終わらない』

『……そうだな』

　イヴァンはアベルと同じようにビルを見つめてうなずくと、アベルの横顔に視線を移した。

『お前はどうするんだ？　人として生きるのか、アンデッドとして生きるのか』

　アベルは少し考えた後、顔を上げた。その目には、わずかな光が灯ともっている。

『……俺は、アベルだ。マヌケなイヴァンの相棒だろ』

　人間味あふれる表情でにやりと笑ったアベルに、イヴァンが笑い返す。

『一言余計だ』

『俺は、アベルとして生きる』

　宣言するように告げたアベルの肩を、イヴァンが軽く小こ突づく。

『だったらやるこた一つだな』

　瞬間、周囲からアンデッドが現れる。

『ぐがあああ！』

『うがあああ！　食わせろ！』

『──皆みな殺ごろしだ！』

　イヴァンが銃を構え、アベルが跳ちよう躍やくする。

　十数人のアンデッドを相手に、大立ち回りで幕引きを迎むかえると、劇場が拍はく手しゆに包まれた。

　舞ぶ台たい袖そでに駆かけ込こんだ莇が呼吸を整えていると、十座がその背中を叩く。

「──よし」

「いて──」

　思った以上に力が強かったらしく、莇が顔をしかめる。

「最高ッス！」

「やったな」

　続いて太一、臣が、背中を叩いた。

「いちいち叩くな！」

　うっとうしそうな莇の頭を、今度は万里がぐりぐりと撫なでる。

「初舞台にしては上出来なんじゃね」

「当然だろ。つーか、だから、頭ぐりぐりすんな！」

　莇は突つっ込こみながら手を振り払った。

「アドリブのかけ合いはまだまだだからな。もっと場の空気を読んで──」

「さっそく説教かよ」

　左京の言葉を、莇が面めん倒どうそうにさえぎる。

「いいから、聞け──」

「ああ、うるせーうるせー」

　途と端たんにもめだす二人に、いづみが声をかけた。

「ほらみんな！　カーテンコール！」

　再び幕が上がって、光に包まれた舞台の中央を指す。

　莇ははっとしたように舞台へ駆けだし、左京も舌打ちをしてそれを追った。

（あんなに舞台では息がぴったりだったのに。仲直りしても、二人は相変わらずだな……）

　光の中、拍はく手しゆの雨を全身に浴びる二人を見つめながら、いづみは目を細めた。
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　公演日程も折り返しを迎むかえ、その日のソワレも喝かつ采さいの中、幕を下ろした。

　満足げな観客の反応を見ていたいづみも内心ほっとする。

（よし、今日も大成功だ。みんな、初日から順調に良くなってるな。莇あざみくんも慣れてきたのか、舞ぶ台たいの上でも自然だし、楽しんでるのが伝わってくる）

　出演メンバーがカーテンコールに現れると、アフタートークが始まった。

「えーっと、今日のアフタートークのテーマは……『嫌きらいな食べ物』？」

　莇がメモを読み上げると、左さ京きようが口を開く。

「お前はアレだろ。子どもの頃ころ、一口食べて泣いたやつ」

「はぁ!?　泣いてねーし」

　声を荒あららげる莇に、左京がにやりと笑う。

「吐はき出だすこともできず、飲のみ込こむこともできず、すげぇ顔して泣きだしただろうが」

「うるせー！　勝手にばらすな！」

「すげぇな、何食ったらそうなるんだよ」

　万ばん里りが感心したようにたずねる。

「酢すの物ものだ」

「酢の物……」

　予想外の左京の答えを聞いて、臣おみが思わず笑い混じりにつぶやく。

「そういえば、この間の夕飯でもこっそり残してたッス」

「言わなくていい！」

　太た一いちがばらすと、慌あわてて莇が太一の口をふさいだ。

「莇くん、かわいー！」

「かわいーとか言うな！」

　顔を真っ赤にした莇が観客に嚙かみ付つき、笑いが起こる。

「てめーのせいだぞ、クソ左京！」

「本当のことだろうが」

　小こ気き味みいいやり取りに、また客席が沸わく。

「このコンビ本当面おも白しろいよねー」

「毎回じゃれてる」

　観客たちの楽しげな声が、いづみの耳にも聞こえてきた。

（左京さんと莇くんの口ゲンカもお約束としてファンに受け入れられてるし、なんだかんだ二人らしくていいのかも）

　その日のアフタートークも観客たちの笑え顔がおに包まれて進んでいった。
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　ソワレ帰りの客で賑にぎわうビロードウェイを、ガラの悪い学生が数人連れ立って歩いていた。

「……はー、くそつまんねー」

　ひときわ大おお柄がらな学生は、以前莇に絡からんだ隣となり町まちのヤクザの息むす子こだ。

「また車でどっか行きましょうよ！」

「泉いずみ田だ莇ビビらせたの、すげー面白かったっす！」

「あー、あれな」

　実際にはビビらされたの間ま違ちがいだったが、まんざらでもない様子で大柄な学生が顎あごを撫なでる。

「すっとしました！」

　ゴマをする取り巻きに、大柄な学生は鼻を鳴らして答える。

「……あんなもんじゃ、足りねぇよ。恥はじかかせやがって。ボコボコにしてやる」

　そんな学生たちの横を、ＭＡＮＫＡＩ劇場から出てきた二十代らしき女子二人組が通り過ぎる。

「今日も楽しかったねー！」

「アフタートークの莇くん、すごい可か愛わいかった！」

「私、ブロマイド買い足しちゃった！」

「詳しよう細さいプロフィールもついてたんだけど、莇くんって、苗みよう字じ泉田、っていうんだね～」

「泉田……？」

　楽しそうに話す二人の会話に、ぴくりと大柄な学生が反応する。

「おい、その写真見せろ！」

　二人組の一人からブロマイドを引ったくると、まじまじと見つめた。

「こいつ……」

　他の学生たちも、ブロマイドを覗のぞき込こんだ。

「これ、ＭＡＮＫＡＩカンパニーって書いてありますよ」

「あいつ劇団なんてやってたのかよ。うけるな」

「あ、あのー……？」

　返してくれと女子二人組が声をかけるが、大柄な学生はまったく気づかない様子で口元をゆがめる。

「ヤクザの息子が役者かよ。俺おれをコケにしたこと後こう悔かいさせてやる。アイツの舞台、滅め茶ちや苦く茶ちやにしてやるよ……」

　学生の目が鈍にぶく光った。
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　お昼過ぎの談話室に、落ち着きなく立ったり座すわったりを繰くり返かえす莇の姿があった。

「莇くん、どうしたの？」

　いづみが見かねてたずねる。

「いや、まだ時間大だい丈じよう夫ぶかと思って」

「今日は千せん秋しゆう楽らくだけだから、まだゆっくりしてて大丈夫だよ」

　とはいえ、千秋楽ともなると気持ちが落ち着かないのであろうことは、いづみにもわかる。

「……っす」

　莇は短くうなずいて一度ソファに座ったものの、すぐに立ち上がった。

「なんかじっとしてても落ち着かねーから、ちょっとコンビニ行ってくる」

「いってらっしゃい」

　いづみは笑いを嚙み殺しながら、莇を見送った。

（このところすっかり公演にも慣れたと思ったけど、やっぱり千秋楽ともなると緊きん張ちようするのかな。これまで、いい流れで公演を重ねてこられた分、最後は一番いい芝しば居いにしたいと思ってるのかも……）

　いづみには、莇のその気持ちがうれしかった。

　適当に流して終わるのではなく、最後まで責任を持ってやり遂とげようとしている。莇が芝居に対して真しん剣けんに向き合っている証しよう拠こだ。

（どうかみんなが、今まで以上に最高の芝居をできますように……）

　いづみが祈いのるような気持ちでいた時、左京が小さく迫さこ田だを呼んだ。

「迫田。坊ぼんについとけ」

「コンビニっすか？」

　不思議そうな迫田に、左京が続ける。

「また車にひかれそうになられても迷めい惑わくだからな」

「へい！　行ってきやす！」

　素す早ばやく迫田が談話室を出て行くのを、万里と太一がわずかに笑いながら見送った。

「心しん配ぱい性しようだな」

「きっと過保護は昔からなんスね」

「うるせぇぞ、てめぇら」

　左京は低く咎とがめながらも、否定はしなかった。




　寮りようを出た迫田は、数十メートル先に莇の姿を見つけた。

「あ、いたいた。あざみ──」

「──離はなせ！」

　莇はガラの悪い学生たちに囲まれ、近くに停とまっていた車に引ひきずり込こまれるのを、必死で堪こらえていた。

「うるせぇ！」

　大柄な学生が莇の頭を車の中に押し込み、中からは他の学生が莇を引ひっ張ぱり込む。

「早くドア閉めろ！」

「あざみ!?」

　迫田が慌てて走りだすと、莇の姿がリアウィンドウから覗のぞいた。

「ケンさん──！」

「おい、車出せ！」

　最後に大柄な学生が車に乗り込むのと同時に、車が走りだす。

「おい！　待て──！」

　迫田が追いかけるが、車のスピードにはかなわない。あっという間に遠ざかっていく。

「マ、マジかよ、やべぇ。まずアニキと会長に連れん絡らく──いや、でもこのままだと見失う──」

　迫田はおろおろと辺りを見回した後、塀へい沿いに目を留とめた。

「──そうだ！」

　寮の前に停めてあったスクーターに駆かけ寄よって、またがる。

「行くぜ、アニキ号！　待ってろ、あざみ！　ぜってー助けてやるからな！」

　スクーターのキーを回すと、エンジンを唸うならせて走りだした。
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「おせぇな、あいつら。どこまで行ったんだ？」

　日が暮れて、とろりとした暖だん色しよくに染まり始めた窓の外を見やりながら、左京がぽつりとつぶやく。

「そろそろ劇場の方に移動しないといけない時間ですね」

　いづみも、時計を確かく認にんしながら首をひねる。

「いくらなんでもこんなに戻もどってこねぇのは、おかしくねぇか？」

「出て行ってからもう三時間は経たってるよな」

　十じゆう座ざと臣も怪け訝げんそうな顔をする。

「……莇、電話出ねぇな」

　スマホを操作していた万里がつぶやくと、いづみの胸にじわりと不安が広がる。

「まさか、何かあったんじゃ……」

「迫田に連絡してみるか」

　左京がそう言いながらスマホを取り出した時、着信音が鳴った。

「──ウワサをすればなんとやらだ」

　画面に迫田の名前が表示されている。左京はほっと息をつきながらスマホを耳に当てた。

「おい、どこほっつき歩いて──」

　左京の言葉が途と中ちゆうで止まって、表情が固まった。

「あ？」

　怪訝そうな表情から、険けわしいそれへと変わる。

「──何？　どういうことだ。相手は。……わかった。倉庫だな。すぐに行く。──ダメだ。お前はそこで待機しろ」

　左京はスマホを切ると、厳しい目つきで談話室のドアへ向かった。

「どうしたんすか？」

「莇が拉ら致ちられた」

　万里の問いかけに、短く答える。

「ええ!?」

　いづみが目を丸くすると、左京は淡たん々たんと説明を続けた。

「相手は学生みたいなのが十数人。迫田は見たことのねぇ奴やつららしいが、どっかのヤクザの幹部の息子だとか言ってたらしい」

　冷静な声に、隠かくしきれない怒ど気きが混じる。

「……そういや、前に変なのに絡まれてたな」

「やばいじゃないッスか！」

　十座が思い出したようにつぶやくと、太一が血けつ相そうを変える。

「は、早く警けい察さつに連絡しないと……」

「必要ねぇ」

　スマホを取ろうとしたいづみを、左京が制した。

「え？　で、でも、どうするんですか？」

「決まってんだろ。カチコミだ。ナメた真ま似ねしやがって。坊は絶対に取り返す」

「えええ!?」

　言うなり談話室を出て行こうとする左京は、どこからどう見ても本気だ。全身から立ち上る殺気を感じて、いづみがわずかにのけぞる。

「それしかねぇよな」

「急ぎましょう」

　十座と臣は心得たとばかりに、すぐに左京の後に続いた。

「や、やるしかないッスよね」

「武ぶ闘とう派はの本領発はつ揮きか」

　太一は怯おびえながら、万里は悠ゆう々ゆうとという違ちがいはありつつも、左京の動きに同調する。

「ちょっと待って！　そんな危ないことさせられませんよ！　大体、開演の時間に間に合わない──」

　誰だれ一人ひとりとして止めようとしないことに慌てながら、いづみが声をかける。

「オレたちに任せてくれ」

　いづみの言葉をさえぎったのは、天てん馬まだった。

「もし、開演まで間に合わなければ、夏なつ組ぐみが前座で出て、できる限り間まを持たせる」

「天馬くん……」

「借りは返すって言っただろ」

　天馬が万里に視線を向けると、万里がにやりと笑った。

「助かる」

「体力も有り余ってそうだし、暴れてくれば？」

「オレも、全力でサポートする！」

　幸ゆきと九く門もんも秋あき組ぐみメンバーにエールを送る。

「でも、もしケガなんてしたら公演どころじゃ──」

　いづみだけが、決断できずにいた。当然だ。ケンカなんて普ふ段だんであっても止めるのに、今は千秋楽という大事な公演前だ。

「ガキ相手、すぐに終わらせる。会の奴ら呼んでたら間に合わねぇ。あいつは俺ら秋組の大事な座長だ。俺たちの手で取り返す」

　左京は真剣な表情でいづみを見つめた。

「こいつらを危険な目には遭あわせねぇ。約束する」

「左京さん……」

　自分を信用してほしいという左京の思いが伝わってきて、いづみもそれ以上何も言えなくなる。莇を助けたいのは、いづみとて同じだ。

「で、でもさ、みんな、顔が割れたらまずいんじゃないかな……後から相手に復ふく讐しゆうされたり、ＳＮＳで拡かく散さんされたり……！」

「あ～、それはまずいかも」

　椋むくが心配げにつぶやくと、一かず成なりも続く。

「さんかくあげて、許してもらう～？」

「無理だろ」

　三み角すみののんきな提案を、天馬があっさり切り捨てる。

「ふっふっふっふ、それならいい手があるッス！」

　太一は怪あやしげな笑い声をあげながら、自信満々で言いきった。




　その日の劇場は満席だった。

　千秋楽という特別な公演に対する観客の期待は、舞台袖そでにいるいづみにも、ひしひしと伝わってくる。

『間もなく開演時間です』

　アナウンスが響ひびいたが、秋組メンバーの姿は劇場内のどこにもなかった。

（やっぱり、間に合わない……）

　厳しい表情で時計を確認したいづみの横に、天馬が立った。

「オレたちの出番だな」

「……みんな、よろしくね」

　希望を託たくすつもりで、夏組メンバーの顔を見回す。

「任せとけ。借りはきっちり返す」

「身につけたアドリブ力を見せる時だー！」

　天馬の頼たのもしい言葉に、威勢のいい九門の言葉が続く。

「がんばります！」

「舞台楽しみ～！」

「それな！　楽しんじゃお！」

　椋が拳こぶしを握にぎり締しめれば、三角と一成も笑顔で続いた。

「息切れしないようにほどほどにね」

「どれだけ時間がかかるかわからないしな」

　冷静な幸と天馬が、他のメンバーに釘くぎを刺さす。

（どうか、秋組のみんなが早く無事に帰ってこられますように……）

「行くぞ──！」

　いづみが祈るように手を組んだ時、天馬が舞台へと駆かけだした。

「秋組公演へようこそ！」

「ようこそ～！」

　天馬と三角が手を振ふると、客席から歓かん声せいと戸と惑まどいの声があがる。

「え!?　夏組!?」

「なんで？」

「千秋楽はちょっと特別なんだよね」

「オレたちの前座があるよん」

　幸と一成がそう説明すると、観客の意外そうな声と共に拍はく手しゆが起きる。

「よろしくお願いしまーす！」

「よろしくね～！」

　椋と九門が笑顔で手を振ふると、拍手はさらに大きくなった。

「夏組が前座!?」

「ウソ！　すごい！」

　観客たちの歓かん迎げいを受け取って、天馬が口火を切った。

『っていうかさ、お前、目玉取れかけてるぞ』

『ウソ!?　マジで!?　ちょっと直してくる』

　一成が慌あわてて目を押おさえると、中に目玉をねじ込むようなジェスチャーをする。

『そういうアンタも、鼻の辺りが腐くさりかけてるけど』

『最近ちょっと暑いからな～』

　幸に指し摘てきされた天馬も、涼すずしい顔で鼻をくいくい曲げて見せる。

『夏よりはましだけど、あちこち腐りやすくて困るよね～』

『オレ、冷蔵庫入って寝ねてる～』

　椋の言葉に三角が答えると、九門が三角をつついた。

『なんかあちこち凍こおってるよ!?』

『あれ？　そういえば腕うでも脚あしも曲がんない……』

　三角がロボットダンスのようにかくかくと動きだすと、幸が鼻で笑った。

『冷れい凍とう庫こと間違えたんじゃないの』

「あはは！」

　舞台袖で、客席から笑いが沸わき起おこるのを見ていたいづみは、ほっと息をついた。

（みんな、ぶっつけ本番なのに意外とアンデッド役が板についてる。一いつ緒しよにゾンビラン行ったおかげかな？　客席も盛り上がってるし、これでしばらくは安心だ。あとは、秋組のみんなが無事に帰ってきてくれたら──）

　いづみは気づかわしげに裏口の方へと視線を向けた。
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　がらんとした倉庫の中で、莇は車に乗っていた人数よりもはるかに多くの不良たちに囲まれていた。

　すでにあちこち殴なぐられたのか、後ろ手に縛しばられた状態でぐったりしている。

「さすがに縛られてこの人数に囲まれたら、手も足も出ねぇよなぁ──」

　大柄な学生が莇の腹を何度も殴り、膝ひざ蹴げりを食らわせる。

「うぐ──っ」

「散さん々ざん人をバカにしやがって──」

　低く呻うめく莇に、学生は手加減することなく拳を振り下ろした。

　莇の膝が折れて、床ゆかの上に転がる。

「そのくらいにしといた方がいいんじゃないっすか。バレたら面めん倒どうですし──」

　さすがにやりすぎだと思ったのか、取り巻きの一人が声をかける。

　莇がちらりと出口の方へと視線をやった。

「はっ。何期待してんだ？　お前はこのまま千秋楽とやらが終わるのを黙だまってここで待つしかねぇんだよ」

　莇の視線の先を追った大柄な学生が、意地の悪い笑えみを浮うかべる。莇は、悔くやしげに顔をしかめた。

「テメェ、主演なんだって？　主演が逃にげ出だすとか最低だよな」

　嘲あざけるように言われた途と端たん、莇がゆっくりと起き上がる。そのまま学生を蹴り上げようとするが、負傷した体ではいつもの力は出ず、あっさりと避よけられてしまう。

「おっと──当たらねぇよ」

　よろけた莇の腹に、学生が一発、二発と拳をうずめた。

「ぐ──っ」

　再び莇が膝を折った瞬しゆん間かん、クラクションが鳴った。

「あ？　うるせーな」

「なんだ？」

「見てこいよ」

　大柄な学生が顎をしゃくって取り巻きに命じる。

「っす」

　取り巻きの一人が倉庫の入口の扉とびらを開けた。

「一体誰だれ──ぐふ」

　言葉の途中で不自然に倒たおれる。

「ぎゃはは、何こけてんだよ」

　取り巻きの片割れが笑った時、入口からライオンの着ぐるみが入ってきた。

「ん？」

　大柄な学生が怪訝な顔をしていると、ウサギやクマ、オオカミやタヌキが続いて入ってくる。

「なんだ、あいつら！」

「正義のうさぴょんだぴょーん」

　ウサギのやけに明るい声は紛まぎれもなく万里のものだった。
















「古市組、見けん参ざんタヌ！」

　太一の声をしたタヌキが、戦隊ヒーローのようなポーズをとる。

「悪い奴は許さないぞグルル」

「ガオー。俺たちの仲間返してもらうぞ、クソガキどもが」

　臣の声をしたオオカミに、左京の声をしたライオンが続く。

「クマの鳴き声ってなんだ……？　クマー？」

「んな鳴き声あるか」

　首をひねっている十座のクマに、万里が突つっ込こんだ。

　その場にいた全員があっけにとられている間に、ライオンが莇に顔を向ける。

「──おい、坊、無事か」

　ようやく左京の声だと気づいた莇が、はっとした表情を浮かべた。

「すぐに助ける」

「ふざけやがって──」

　遅おくれて、莇の加か勢せいに来たのだと理解した大柄な学生が戦せん闘とう態勢を取るが、それより速く、十座が動いた。

「おらあ！」

　野生のクマを彷ほう彿ふつとさせる素早い動きとパワーで、近くにいた学生を殴り飛ばす。

「はあ！」

　万里のウサギもスピードでは負けていなかった。着ぐるみを被っているというハンデを感じさせない動きで、あっという間に一人二人と殴り倒していく。

「ひ──っ」

　立ち向かう者と逃げようとする者で、辺りが騒そう然ぜんとなる。

「どけ！」

　百ひやく獣じゆうの王にふさわしい激しさで、左京のライオンが周囲のものをなぎ倒し、莇に近づいていく。

「ぐはっ」

「みんな強つえぇーッス！」

　太一のタヌキは混乱の中を器用にかいくぐって敵をかく乱していた。

「ちょっと痛い目見てもらわねぇとな」

　臣のオオカミも、一人、二人と摑つかんでは投げ飛ばしていく。

「うぐ──っ」

「く、くそ──！」

　学生の一人が臣の後ろから木刀を振りかざす。

「臣クン、後ろッス！」

「はあ！」

　臣は太一の声に瞬しゆん時じに反応して、振ふり向むきざまにまわし蹴りを食らわせる。

「げふ──っ」

「さすが！　一日限りの狂きよう狼ろう復活ッスね！」

「──みんなのために強くなるって、決めたからな」

　太一が手を叩たたいてほめると、臣が自らの手を握にぎり締しめる。

「あざみ、大丈夫か！」

　迫田は、左京や秋組メンバーのおかげで開いた道を通って、莇に駆け寄った。

「ケンさん……」

　莇の顔を見て、迫田が目を見開く。

「ケガしてんのか!?　すまねぇ、もっと早く助けに入りゃ──！」

「受け身取ったから、大したことねぇ。それより、舞台は──」

　迫田の言葉をさえぎってたずねる。

「夏組が前座で間を持たせてくれてるらしい」

「そうか……」

　迫田が莇の手の縄なわを解ほどいてやりながら説明すると、莇はほっとしたように息をついた。

「残りは一人だな」

　死し屍し累るい々るいと倒れ伏ふした者たちの間を縫ぬって、左京がゆっくりと大柄な学生に近づく。その愛くるしい着ぐるみの見た目には、似つかわしくない殺気があふれ出ている。

「ひぇ──っ」

「年ねん功こう序じよ列れつってことで譲ゆずりますよ。ライオンさん」

　ウサギはそう言いながら、一歩退いた。

「お、お前ら……俺が龍りゆう天てん会かいの幹部の息子だってわかってやってんのか！」

　虚きよ勢せいを張る学生の言葉を聞いて、左京がぴたりと足を止める。

「……龍天会だぁ？　銀ぎん泉せん会かいよりはるかに格下じゃねぇか。いい度胸だ。まるごとぶっ潰つぶしてやろうか！」

「ひ、ひいぃ！」

　ライオンが吠ほえると、学生は文字通り震ふるえ上あがった。

「迫田！　そいつ連れて会長に報告して、向こうのやつらと話つけてこい！」

「へい！」

　迫田が素早く動いて、学生の胸むな倉ぐらを摑む。

「おら、来やがれ！」

「ゆ、許してください～！」

　学生は情けない顔で涙なみだと鼻水を垂らしながら、迫田に連行されていった。

「あーちゃん、ケガしてるじゃないッスか！」

　莇に駆け寄った太一が悲鳴をあげる。

「動けるか？」

　臣が気き遣づかうと、莇はにやっと笑って見せた。

「余よ裕ゆう」

「よし」

　万里が上等とばかりに肩かたを軽く小こ突づいた。

「悪い。みんなに迷惑かけて──」

　小さく頭を下げる莇の言葉を、万里がさえぎった。

「この借りは舞台の上で返せ」

「謝罪の気持ちは舞台で見せてみろ」

　十座も続けると、莇が深くうなずく。

「……わかった」

「急いで戻るぞ」

「はいッス！」

　左京の言葉に、太一が元気よく応える。

　莇と五匹ひきの猛もう獣じゆうたちが工場のドアへ向かって一いつ斉せいに走りだした。





[image: ]






（さすがにもう限界だ……）

　舞台袖から夏組メンバーのエチュードを見守っていたいづみは、ぎゅっと拳を握り締めた。

（夏組のおかげで客席は盛り上がってるけど、みんな出ずっぱりで疲つかれが溜たまってるし、お客さんも疑問に思い始めるはずだ。これ以上引き延ばすわけにはいかない。私が決断しないと──）

　いづみは一度目をつむって、心を決めると、スタッフがいる方を振ふり返かえった。

　その時──。

「待たせたな」

　目の前に息を切らせた左京が立っていた。

　声をあげかけたのを、慌てて抑おさえる。

　間に合った──安あん堵どでくず折れそうになるのを堪たえて、舞台上の夏組メンバーへ合図を送る。

　いづみの合図を確認した天馬が、観客の方へ向き直った。

「それでは、秋組第四回公演『ＤＥＡＤデツド／ＵＮＤＥＡＤアンデツド』、間もなく開演します」

「お待たせしました！」

「お楽しみに～！」

　続いて九門や三角が笑顔で手を振り、はける。

　椋や幸は舞台袖に引ひっ込こむなり、荒い呼吸を繰り返した。

「はあ、はあ……」

「はあ、遅おそい……」

「きっつ～！」

「疲れた～！」

　一成と三角も笑顔を浮かべながらも、その額からは汗あせが流れ落ちる。

「みんな、お疲つかれさま！」

　いづみは、開演への希望をつないでくれた夏組メンバーに、心からのねぎらいの言葉を送る。

「ギリギリだったな」

「マジ助かった」

　さすがの天馬の表情にも疲れが見える。万里はそれを見て取って、礼を言った。

「礼は後でいいから、今は最高の千秋楽にすることだけ考えろ」

「だな」

「みんな、急いで準備して──！」

　いづみが急せき立たてると、莇がうなずく。

「全員十分で出られるようにすっから」

　さっきぐったりしていたのがウソのように、力強い言葉だった。

　その数分後、楽屋では、いつもの二倍の速さでメイクが進んでいた。

（十分って、さすがに無理なんじゃないかと思ったけど……）

「はい、終わり。次──」

「速はえぇ……」

　あっという間に仕上がった顔を見て、十座が呆ぼう然ぜんとつぶやく。

「手の動きが見えないッス！」

「千せん手じゆ観かん音のんかよ」

　太一の言葉に万里が突っ込む。

「俺で最後だ」

　鏡かがみ前まえに座った左京の顔に、莇が無言でブラシをのせ始める。

　ややあって、手は止めないまま、ぽつりと言葉を漏もらした。

「……さっき捕つかまった時、ガラにもなく怖こわくて震ふるえた。俺のせいで今までアンタたちが積み上げてきたもん、全部ぶっ壊こわれるかもしれないと思って」

「そっちかよ」

　自分の身の心配ではなく、劇団の心配をしたという莇に、万里が鼻で笑って突っ込む。

「珍めずらしく弱気になったのかと思ったら」

　左京もからかうように告げると、莇は反発することなく答えた。

「バカみたいな着ぐるみ着たアンタたちが来て、クソ左京の声が聞こえた時、心底ほっとした」

「バカみてぇな、は余計だ」

　莇の気持ちが伝わってきたのか、左京の声もいつもより優やさしい。

「……こんなこと二度と言わねぇけど、子どもの頃ころアンタのこと、ずっと、ほんとの父親みたいに思ってた。今も、思ってる」

　莇の本音を聞いて、左京が虚きよを突つかれたように言葉を失う。

「母親がいねぇかわりに、父親が二人いたから……俺はこんな物ぶつ騒そうに育っちまったのかもな」

「……人のせいにすんな」

　ぶっきらぼうに返しながらも、左京の表情には喜びがにじんでいた。




　大おお幅はばに開演時間に遅れながらも、千秋楽は無事に幕が上がった。

　舞台では、直前のいざこざも感じさせず、勢いのある芝居が繰くり広ひろげられる。

『……うまそうなのみーっけ』

『ロイ……？　生きてたのか、ロイ──！』

『目を覚ませ。あれはもう向こう側だ』

　アベルがイヴァンを止めた直後、ロイがイヴァンに飛とびかかる。

『食わせろ！』

『──ロイ！』

　及および腰ごしのイヴァンに代わって、アベルが跳ちよう躍やくする。

『──は！』

『──ぐっ』

　アベルの蹴りを受けたロイが飛び退しさる。

　客席のいづみは、いつもと全然違うアクションに目を見張った。臨場感や迫はく力りよくが段だん違ちがいだ。今まで暴れてきたからなのではないかと思うような、緊張と気き迫はくが伝わってくる。

『てめぇだけは許さねぇ……許さねぇぞ、赤目!!』

『よく吠えるエサだ』

　イヴァンとレッドが対たい峙じする。

『速ぇ──』

『イヴァン！』

『後ろがガラ空あきだ！』

　アベルの警告と同時に、レッドがイヴァンの背後から拳を振り下ろす。

『ぐはっ』

　臣の凶きよう悪あくさもひときわ光っていた。かつて狂狼と呼ばれ、不良たちから恐おそれられていた、荒すさんだ時代を彷彿とさせる。敵かたき役やくということもあって、なおさら輝かがやいていた。

『……アベル、すまない……俺は、またお前を守れなかったな……』

　ホログラムのビルが、泣きそうな表情でアベルを見つめる。

『あの時も……俺たちがもっと、気を付けてやっていれば……事故なんかに遭わずに済んだ……そんな体にならずに……』

　後悔をあらわにするビルを前に、アベルが言葉を失う。

　左京は残ざん虐ぎやくなアンデッドの顔と父親の顔の落差が今まで以上によく出ていた。特に父親としての表情は今までとまったく違った、愛情深さを感じさせた。

『アベル……サーシャ、どうか……俺の分まで生きろ……』

『父さん──！』

　消えていくビルに、アベルがすがる。

『うわああああ！』

　アベルの悲痛な絶ぜつ叫きようが、観客の胸に突つき刺ささった。

　左京に負けないくらい、莇の表情も良くなっていた。父親を亡なくした悲しみが、痛いほどに伝わってくる。

『お前はどうするんだ？　人として生きるのか、アンデッドとして生きるのか』

『……俺は、アベルだ。マヌケなイヴァンの相棒だろ』

　イヴァンの問いかけで、アベルが自らの生きる道を決める。

『一言余計だ』

『俺は、アベルとして生きる』

　アベルの目に光が灯ともる。これまでと違う、これからを感じさせる希望の光だった。新たなありのままの自分として生きる決意が感じられる。莇自身の今の想いが込められていたのだろう。莇が自分の生き方を見つけられたからこそ、できる演技だった。

　幕が下りて、爆はぜるような拍手が劇場を包む。

　舞台袖には、莇が呆然とした表情で立っていた。

「何放心してんだ」

「バテたとか？」

　左京と万里が茶化すと、莇がぽつりとつぶやく。

「……もっとやりてー」

　莇の言葉を聞いた万里と十座がにやりと笑う。

「芝居の面白さ、ようやくわかってきたみたいだな」

「上等だ」

「最高だったッス！」

「一番の出来だったな」

　太一と臣が笑顔で莇の肩を叩く。

「カーテンコールだ」

　左京が舞台の光の中へと向けて、莇の背中を押した。

「ありがとうございました！」

「ありがとう」

「ありがとうッス～！」

　万里、莇、太一が頭を下げる。

「良かったぞ！」

　やたらと野太い声が客席の一角から上がった。声せい援えんを送る銀泉会のメンバーに囲まれて、泉田が目を細めて、光の下に立つ莇を見つめている。

「うっうっ、あざみ、良かったな……！」

　その隣となりでは迫田が嗚お咽えつを漏らして、目元を腕で拭ぬぐった。

「会長も迫田も間に合ったのか。うまく片づけてくれたみたいだな」

　舞台の上から銀泉会のメンバーを確認した左京が、表情を和やわらげる。

「臣さんー！」

　声の方を向いた臣が、わずかに目を見開く。

「お、リョウも来てくれたのか」

　狂狼時代の仲間の姿を認めて、笑みを漏らす。

　そんな中、莇がつまらなさそうに客席を見回していた。

「なんだよ、志し太ふとのヤツ。来てねーのかよ……」

　小さなつぶやきは、喝采の中に消えた。




　楽屋に戻ってきた秋組メンバーを、夏組メンバーが迎えた。

「お疲れ」

「おつピコー！」

「無事に千秋楽やり遂げられたみたいだな」

　幸と一成が軽く手を上げて、天馬が笑顔を浮かべる。

「お前らのおかげだ」

「助かった」

「何言ってんの！　困った時はお互たがい様さまだろー！」

　頭を下げる万里と十座に、九門がにかっと歯を見せて笑った。

　と、そこで大きな音を立てて楽屋のドアが開いた。

「あーざみーー！　アニキー!!」

　叫び声と共に駆かけ込こんできたのは迫田だった。勢いよく莇と左京に抱だき着つく。

「うっうっうっ……本当に、おれ、感動して、言葉が……っ」

「泣きすぎだ」

「苦しいって、ケンさん」

　二人が顔をしかめていると、迫田の後ろから泉田が入ってきた。

「龍天会との話は片づきましたか」

　左京の問いかけに、目でうなずく。

「向こうの会長直じき々じきに謝罪があった。息子ともども直接土下座させに来るってよ。きっちり落とし前つけさせるって話だ」

「そうですか」

「大体向こうとうちじゃ格が違いすぎる。こんなモン、火ひ種だねにもならねぇよ」

　ほっとしている左京を見て、泉田は軽く鼻で笑った。

（あんな大おお事ごとだったのに、こんなモンて……ヤクザってやっぱり怖い……）

　子どものケンカくらいにしか思っていない態度に、おののいてしまう。

「おい、槙まき田た。例のブツ持ってこい」

「へい」

　泉田が後ろに控ひかえていた槙田に指図すると、槙田が紙かみ袋ぶくろを手に、す、と前に出た。

「受け取れ、莇」

　莇が怪訝そうに紙袋を受け取って、中を覗のぞき込こむ。

「これからも劇団に残るんだろ。餞せん別べつだ」

「これ──」

　中に入っていたのは、色々なコスメブランドの箱だった。

「会長、わざわざ自分で壊したメイク道具と同じもん買いに行ったんだぜ」

　槙田が泉田には見えないようにして、笑みを浮かべる。

「自分で……？」

「会長さんがコスメフロアに……？」

　左京といづみが同時に啞あ然ぜんとする。

「営業妨ぼう害がい以外の何物でもねぇな」

「おい槙田！　余計なこと言ってんじゃねぇ！」

　左京がつぶやいた途端、泉田が槙田を叱しつ責せきした。

「……ありがとう」

　莇はためらった後、小さく礼を言う。

「本気で目指すと決めた以上、腹くくれ」

「わかってる」

　泉田の言葉に、莇は力強くうなずいた。

「この劇団は俺のひいきだ。芝居でも化け粧しようでも半はん端ぱしたら許さねぇ。さぼってねぇか、毎回観みに来くるからな」

「授業参観かよ」

　左京が思わずといった様子で、笑いを漏らす。

「……それで、いつかプロになったら、その筆でたくさんのオンナをキレイにしてやれ。俺が何度でも惚ほれ直なおした小さ百ゆ合りみたいにな」

　泉田が優しく目元をゆるめると、莇も表情を和らげた。

「……言われなくても。それと、跡あと目め継つがなくても、息子として家のためにできることはやるから。そこのパリピにも欲張れって言われたし、大事にするもんは一つじゃなくてもいいだろ」

　そう言って、一成の方に顎をしゃくる。泉田は喜びを押おし隠かくすように顔をそむけて、小さく鼻を鳴らした。

「……ふん、生意気言いやがって」

「アザミン、オレの話覚えててくれたんだ……」

「たまにはいいこと言うじゃん」

「たまにはってひどいよ、ゆっきー！」

　感激している一成を幸がからかう。

（会長さん、うれしそうだな……和解できて本当に良かった……）

　いづみは目を細めて泉田と莇を見つめた。
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　その夜、ＭＡＮＫＡＩ寮りようの談話室では、恒こう例れいの打ち上げが行われた。

「かんぱーい！」

「乾かん杯ぱい！」

「乾杯」

　太た一いちに続いて、臣おみ、十じゆう座ざがグラスを上げる。

「秋あき組ぐみ公演も無事に終わって良かったね～」

　いづみがビールを飲み干し、解放感と達成感に酔よいしれる。

「今回が一番疲つかれた」

　左さ京きようが珍しくぐったりした表情を浮うかべると、臣が微ほほ笑えんだ。

「千せん秋しゆう楽らくも間に合うかハラハラしましたしね」

「みんな強くてすごかったッス！」

　太一が暴れまわるメンバーの姿を思い出したかのように、拳こぶしを握にぎり締しめる。

「オレも兄ちゃんのケンカ見たかったな～！」

　九く門もんが心底悔くやしそうに声をあげた。

「兵ひよう頭どうのケンカっていうか、クマのケンカだけどな」

「確かに……」

　万ばん里りが小さく突つっ込こむと、臣が同意する。

「なんだかんだ、新メンバーの座長公演も順調だな」

「次は冬ふゆ組ぐみ地方公演、新メンバー加入だね！」

　冬期の高たか遠とお丞たすくの言葉を聞いて、いづみが次の公演へと思いを巡めぐらせる。

「いい人が見つかるといいですね」

　紬つむぎがビールを飲みながら微笑んだ。

「詩人と添そい寝ね屋やと職業不ふ詳しようはもう揃そろっているから、他の職業にしてもらわないとね！」

「同じ奴やつもう一人見つける方が難しいだろ」

　したり顔の誉ほまれに、丞があきれたように突っ込む。

「やっぱり、冬組だからアダルティ～なメンバーッスかね！」

「最年少かもしれねぇ」

　太一の言葉に、十座が低く続いた。

「最年少っていうと……小学生とか？」

「意外すぎる……」

「親子の役しかできなさそうだね」

　太一が首をかしげると、いづみがつぶやき、東あずまがのんびりと微笑んだ。

「密ひそかさんはどんなメンバーが入ってきてほしいですか？」

　いづみが、密にたずねる。

「マシュマロ屋……」

「私し情じようで選んだな……」

　マシュマロを食べながら答えた密に、丞が突っ込んだ。

「莇あざみくんがいることだし、次の冬組の公演もメイクが映はえるようなものだといいね」

　紬が莇に声をかけると、莇は自信ありげにうなずいた。

「新品のメイクセット揃ったんで、準備はできてるっす」

「楽しみだな」

　東が微笑むと、咲さく也やが横から会話に入ってきた。

「莇くんのメイク、いいですね～。オレも今度経験してみたいです！」

「そっか。春はる組ぐみの公演の時はまだ莇くんがいなかったからね」

「次の公演に期待」

　いづみが思い出したようにつぶやくと、至いたるも楽しげに続いた。

「メイクが映えるっていうと、どんなのっすかね～」

「ビジュアルバンドとか？」

（やっぱりそこにいくんだ……！）

　綴つづると千ち景かげの会話に既き視し感かんを覚える。

「……悪くない」

「お、意外と食いついた。音楽好きだもんな」

　真ま澄すみのまんざらでもなさそうな様子を見て、綴が納なつ得とくしたようにうなずいた。

「次の主演は、至いたるさんかシトロンさんですかね」

「そういえば、今まで主演やってないんだっけ」

「ビジュアル系はちょっと……」

　咲也と千景に視線を向けられた至は、そっと視線をそらした。

「シトロンくん主演なら、エキゾチックな舞台とかもいいんじゃないかな」

「シトロンさんはどんな舞台が──あれ？　シトロンさんは？」

　いづみと咲也が辺りをきょろきょろ見回す。

「さっきまではいたと思ったけど」

「トイレかな？」

　千景の言葉を聞いて、いづみは首をかしげた。




　中庭のベンチで、莇がジュースを片手に電話をしていた。

「……やっぱ来てなかったのか」

　電話口の声を聞いて、つまらなそうな表情を浮かべる。

「……あー、いいって。家の事情じゃしょーがねーし。うん、今回はしょうがないけど、次は来いよ。……ん？　オーディション？　へーいいじゃん。どこの劇団？　ふーん……知らねぇ。はは、俺劇団詳くわしくねーから、しょうがねーだろ。……あー、そーだな。勉強しねーと。……おう。志し太ふともオーディションがんばれよ。……ん。じゃあな」

　莇は笑って通話を切ると、何かを思い出すかのように液えき晶しよう画面を見つめた。

「ＧＯＤ座って……なんか、聞いたことがあるような気もすっけど……ま、いっか」

　莇がスマホをポケットにしまった時、いづみが後ろから声をかけた。

「莇くん」

　振り返った莇に、微笑みかける。

「改めて公演お疲れさま」

「お疲れっす」

　莇は小さく頭を下げた。

「初めての主演はどうだった？」

「なんかすげー大変だった気がしたけど、終わるとあっという間だったっつーか……ぽっかり穴が開いた感じがする」

「楽しかった？」

　いづみの問いかけには、少しためらった後、はっきりとうなずいた。

「……すげー楽しかった」

　実感のこもった言葉を聞いて、いづみはうれしくなる。

「良かった！　左京さんとも仲直りして、すっかり秋組にも馴な染じんだし、次の公演が楽しみだね。最初は秋組に合う新メンバーが見つかるか心配だったけど、莇くんが入ってくれて本当に良かった」

　いづみがしみじみと告げると、莇は思い出したように声をあげた。

「あ、そういえば、秋組の奴って全員ちょっと似てんのな」

「え？」

「全員家出したことあるんだって」

「そうなの!?」

　初耳だったいづみが思わず目を丸くする。

「みんな、俺のオーディションの時の『ポートレイト』見て、思い出したって言ってた」

「全員とは……ある意味、秋組らしい……」

　似た者同士というのがよく似合うと、思わず納得してしまう。

「家出って、ほめられたもんじゃねーけど、まだ子どもの俺らにできる唯ゆい一いつの反はん抗こうっつーか、気持ちを表現する一つの方法だったんだよな。それで家から離れて一人になって、初めて大事なことを見つけられる、みたいな」

　少し大人びた表情で遠くを見つめる莇からは、紛れもない成長が感じられて、いづみは優しく見つめる。

「大事なこと見つけられた？」

「……見つけられた」

　いづみの問いかけに、莇は考えながらも、しっかりと答えた。

「……メイクのプロ目指す覚かく悟ごと、演劇っていう新しい夢の舞台」

　そう告げる莇の目からは以前のような反発心や苛いら立だちが消え、決意の光が宿っている。

（莇くんは、もう家から逃げてきた莇くんじゃない。ちゃんと夢を見み据すえて、演劇にも向き合おうとしてる……なんだか一気に大人っぽくなった気がするな）

　大人よりもはるかに速いスピードで未来へ向かっていく莇を、いづみは眩まぶしく思った。
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　ＭＡＮＫＡＩ寮の玄げん関かんポーチにシトロンの姿があった。

　室内の明かりが漏もれてくる中、いつになく物もの憂うげな表情で、じっと空を見上げている。

「ワタシのリミットは、もうすぐ……」

　つぶやいたシトロンの顔に、ふっと暗い影かげが落ちた。

　視線を移すと、目の前にエキゾチックな衣い装しようをまとった長身の男が立っていた。

《……シトロニア》

　異国のイントネーションで話す男を認めて、シトロンがわずかに目を見開く。

《貴方あなたを迎えに来た》

《そろそろだと思ってたよ》

　シトロンは静かに微笑むと、長身の男と同じ響きの言葉で返した。
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　こんにちは。『Ａ３！』メインシナリオ担当のトムです。

　本作は、スマホアプリのイケメン役者育成ゲーム『Ａ３！』のメインシナリオに地の文を加筆した公式ノベライズ本、第七巻です。

　相変わらず秋あき組ぐみは荒事の多い物語でした。

　新団員の莇あざみは秋組らしく腕っぷしの強い少年ですが、最年少ということもあり、夏なつ組ぐみの九く門もんに通じる等身大の少年らしさが魅力だなと思います。また、他のメンバーも旗はた揚あげから一年経って少し大人になり、年上として莇を温かく見守っている感じが良かったですね。

　それでは、また冬ふゆ組ぐみノベライズでお会いできることを願いつつ。





二〇二〇年六月　トム
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　夕食後の談話室は人が多い。特に急ぎの用事がない団員は談話室でくつろぐため、ソファとテレビはさりげなく争そう奪だつ戦せんが起こる。

　今日の争奪戦はドラマ支持層の勝利に終わったらしい。テレビでは、病院を舞ぶ台たいにした医い療りようドラマのオープニングが流れていた。

　いづみがダイニングテーブルの方からぼんやりとテレビを眺ながめていると、ＣＭに見覚えのある俳優が映し出された。

「この役者さん、今、朝ドラに出てる人だよね」

　記き憶おくをたどりながらつぶやくと、ソファに座すわっていた椋むくが振ふり返かえる。

「はい。演技がすごくいいんですよね。一人の人生を描えがくから、十代から六十代まで演じるんだけど、演じ分けがすごくて」

「ああいう加か齢れいを表現するメイクって、ゾンビの特とく殊しゆメイクと同じようなもんなのか？」

　ソファにもたれかかってお茶を飲んでいた万ばん里りが、洗い物の手伝いを終えた莇あざみに声をかける。

「まあ、簡単なもんなら、同じような感じでできると思う」

　莇が何気なく答えた時、左さ京きようが談話室に入ってきた。

「ミーティング始めるぞ」

　そう言いながら、いづみの向かいに座ると、他の秋あき組ぐみメンバーも次々と席に着いた。

「とりあえず、今週の強化目標からか」

　万里が口くち火びを切ると、十じゆう座ざが口を開く。

「公演がない時期だから、演技の幅はばを広げるようなことに挑ちよう戦せんしてぇ」

「演技の幅ねぇ」

　左京が考え込むように顎あごを撫なでる。

「普ふ段だんやらない役とか芝居ってことか」

　臣おみも首をひねりながらつぶやくと、太た一いちが思い付いたように声をあげた。

「そういえば、さっき一人の役者が十代から六十代の年ねん齢れいを演じ分ける話をしてたけど、そういうのはどうッスか？」

「十代、二十代の役っていうのはあるから、逆に歳としを重ねた老人の役をやってみるっていうのは面おも白しろいかもしれないね」

　いづみもうんうんとうなずきながら、賛成する。

「俺おれもメイクやってみたいから賛成」

「いいんじゃねぇか」

　莇が小さく手を挙あげると、左京もうなずく。

「老人か……やってやろうじゃねぇか」

「ずいぶん気合いの入った爺じいさんだな」

「凶きよう悪あくッス！」

　真しん剣けんなあまりいつも以上に目つきの悪くなっている十座に、臣と太一が突つっ込こんだ。

「それぞれ自分なりの役作りして、一週間後にストリートＡＣＴで披ひ露ろうするってのはどうかな？」

「決まりだな」

　いづみの提案を聞いて、万里がにやりと笑った。




　一週間の稽けい古こ期間のちょうど真ん中にあたる日に、途と中ちゆう経過を発表するエチュードが行われることになった。

　莇によって施ほどこされた加齢メイクはクオリティが高く、稽古場は一気にいつもと違ちがった雰ふん囲い気きに包まれる。

　ただ、話し方や動きは普段通りのため、妙みように元気のいい若作りの爺さんになってしまっていた。

「顔と動きがなんかおかしいッス！」

「そういう太一が一番バグってるけどな」

　大きくのけぞるオーバーリアクションな太一爺さんに、万里が突っ込む。

「遊んでないで、さっさとエチュード始めるぞ」

　一人、あまり違い和わ感かんを抱いだかせない左京は、自前の和服の袖そでに手を突っ込み、仁に王おう立だちしていた。

「こういう爺さんいるよな」

「左京さんのは泉いずみ田だ会長って感じだな」

「俺っちも思ったッス！」

　莇に続いて、臣がつぶやくと、太一がすかさず声をあげた。

「それじゃあ、そろそろ始めようか」

　いづみの呼びかけで、エチュード練が始まる。

『最近の若いもんはなっちゃいねぇな』

　きっかけを作ったのは、左京だった。

『この間、町内会の清せい掃そう行事の時なんて、ちょっと重い袋ふくろ持っただけで音ねをあげやがって』

　ゲートボールの動きをしながら、ぼやく。

　稽古場は一気にゲートボールをする老人たちで賑にぎわう公園へと姿を変えた。

『そう言う自分は、張り切りすぎて、ぎっくり腰ごしになったんだろうがよ』

　万里爺さんがまぜっ返しながら、見えないボールを打つ。

『無理しない方がいいぞ。まだ腰曲がってるじゃねぇか』

『これはボールを打つためだ！』

　十座爺さんの労いたわりを、左京が突つっぱねる。

『まあ、左京さんの気持ちもわかる。ついつい若い頃ころと同じ調子で動いちまうんだよな』

　臣がいつも以上にのんびりとした調子で同調すると、太一も続いた。

『俺も、この間何もないところで転んじまってさぁ』

　五人とも、それぞれの普段の様子を残しながらも、落ち着きと渋しぶみを出している。

『情けねぇなぁ』

　一方で、鼻で笑う莇の姿はどうしても若さを感じさせた。

　莇自身が他の秋組メンバーより年下ということもあってか、お爺さんになってもその年齢差が埋うまらない。

　エチュードを終えた後の反省会では、莇の芝居が話題に上った。

「なんとなく若いんだよな」

「莇自身は歳のわりに大人っぽいんだけどな」

　臣と十座が首をひねると、左京がうなずく。

「図ずう体たいも無む駄だにでかいしな」

「無駄じゃねぇし」

　莇がむっとした表情をすると、加齢メイクの効果もすっかり消きえ失うせる。

「オーラが若いッス」

「太一さんに言われるとか」

「それはそうなんスけど！」

　いつもの調子で返す太一にも、さっきの太一爺さんの面おも影かげはない。

「すかしてる感じが若いのかもな」

「アンタにも言われたくない」

　万里にすかさず言い返すも、莇自身も芝居には納なつ得とくしていないのか、考え込むように黙だまった。

「まだ時間はあるから、色々アプローチを考えてみるといいよ」

　いづみがフォローするように言葉をかけると、莇は小さくうなずいた。




　その夜、いづみは中庭で自主練する莇を見つけた。

「役作りはどう？」

　声をかけると、肩かたをすくめてみせる。

「メイクはばっちり」

「難なん航こうしてるみたいだね」

　莇は否定することなく、小さくため息をついた。

「面つらだけ老人でもな……メイクの腕うでには自信あったけど、やっぱ、芝居はまだまだだわ」

「それはみんなと年季が違うからね」

「すぐに追おい抜ぬく」

「その意気だよ」

　まったく凹へこんだ様子もなく、闘とう志しを燃やす莇の瞳ひとみを見て、いづみは微ほほ笑えんだ。

「とりあえず、莇くんはこの劇団の中でも一番年下なわけだし、年上のみんなを観察して、年齢を重ねたからこその良さみたいなものを見つけてみたらどうかな」

「年寄りっぽいところを探して参考にしろってことか」

「年寄り……まあ、そうなんだけど」

　身みも蓋ふたもない言葉を聞いて、いづみは思わず苦笑いを浮うかべる。

「やってみる」

　言い方はさておき、やる気はあるようで、莇は素す直なおにうなずいた。




　翌日から、莇の秋組メンバーへのストーキングがスタートした。

　莇に張り付かれた状態で朝食を作る臣が、居い心ごこ地ち悪わるそうに眉まゆを下げる。

「えーっと、これが役作りの一いつ環かんなのか？」

「気にしなくていいっす」

「いや、無理だろ」

　万里が思わず突っ込むほど、莇の視線は露ろ骨こつだった。

　いづみもアドバイスした手前、止めるわけにもいかず、見守るしかない。

「言っても無駄だ。そいつ、結構しつこいからな」

　心なしかげっそりした表情の左京の言葉から、すでに一人目の犠ぎ牲せい者しやがいたことがわかる。

「順番に回るんでよろしく」

　淡たん々たんとした宣言を聞いて、万里や太一がぎょっとしたように目をむいた。




　そうして迎むかえたストリートＡＣＴの日。

　うららかな週末の平和なビロードウェイで、やけに迫はく力りよくのある白しら髪がのロマンスグレー集団が、視線を集めていた。老人っぽい服がないという理由で、全員スーツや和服を着ているせいで、異様に迫力がある。

『てめぇら、覚かく悟ごはできてんだろうな』

　いつもよりしわがれた声で、左京がドスを利きかせる。

『二十年ぶりだ。腕が鳴るぜ』

『サバ読んでんじゃねぇ。三十年だろ』

　万里爺さんが口元をゆがめて笑うと、十座爺さんがゆっくりと歩みを進め、隣となりに並ぶ。

『昔と同じようにはいかねぇぞ』

『そろそろ決着つけないとな。三百十……何勝だったか』

　万里や十座、左京の向かい側に臣爺さんと太一爺さんが立つ。

『三百十二勝三百十四敗だな』

　振り返った太一爺さんに、莇爺さんが答え、陣じん営えいに並んだ。

　メンバーの芝居はより老いが増し、莇も独特の渋みが出ていて、エチュード練の時よりもはるかに良くなっていた。

「ぐっと深みが出たね！」

　爺さん同士の抗こう争そうをテーマにしたストリートＡＣＴが終わるなり、いづみが莇を絶賛した。

「ストーカー効果か」

「観察してただけだろうが」

　万里の突っ込みに対して、莇が不本意そうに顔をしかめる。

「でも、効果はあったみたいだな」

「どういうところを参考にしたんスか？」

　臣が微ほほ笑えみ、太一がたずねる。

「万里さんの意外に面めん倒どう見み良くて劇団の便利屋みたいになってるところとか、十座さんが九門と一いつ緒しよにいる時の兄貴っぽいところとか、臣さんが楽しそうにみんなのごはん作ってる、おかんっぽいところとか。太一さんが結構気を使ってみんなのこと見てるところとか、あとクソ左京」

　莇が指折りつらつらと並べ立てた。

「便利屋のどこが参考になるんだか」

「幅が広いって意味では、俺には真ま似ねできねぇし」

　まんざらでもなさそうな表情の万里に、莇が淡々と返す。

「兄らしさか」

「おかんっぽさか……」

　それぞれトーンに違いはあれど、しみじみと十座と臣がつぶやいた。

「なんか恥はずかしいッスね」

　太一が照れたように頭を搔かいていると、左京が一人不ふ機き嫌げんそうに眉まゆ根ねを寄せていた。

「なんで俺は名前だけなんだ」

「別に今いま更さら言うことねぇし。あえて挙げるとすりゃ、自分にも他人にも厳しいってところか。まあ、でも俺にとっては一番身近な年寄りだからな。全部参考にはなる」

「年寄りってのは引っかかるが、まあ、いい」

　左京の表情は複雑だったが、その声には明らかに喜びがにじんでいた。

「ＭＡＮＫＡＩカンパニーだって！　こんな劇団あったんだね。ナイスミドルばっかりとかやばい。通う」

「枯かれ専せんの友達にも教えてあげよ！」

　不意に観客たちの会話が聞こえてきて、いづみは思わず固まった。

「ナイスミドル……枯れ専……」

「どう考えても誤解されてるだろ。どうすんだよ」

　万里に面白がるように声をかけられたが、返す言葉がなかった。

　それからしばらく、ＭＡＮＫＡＩカンパニーの劇団員に対する年齢詐さ称しようの疑ぎ惑わくが流れていたとかいないとか……。

　そうして新たな戦力を得たＭＡＮＫＡＩカンパニーの季節が、また一つ巡めぐる。

　すべてを凍こおり付つかせる冷たい冬の足音はもうすぐそこまで迫せまっていた。
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